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自然保護センター報告投稿規定

1 内 容

位)神 奈川県内の自然や自然保護思想の普及啓発に役立つ報告

12)自 然保護センター野外施設及び県央 ・丹沢地域の自然に関する報告

2 発 行は、年一回とし、12月 15日 を原稿締切りとする。

(なお、投稿を希望するものは、原稿整理カー ドを11月 20日 までに提出する。)

3 投 稿された原稿の採否、修正、掲載の順序については、編集委員会の決定による。

4 原 稿の用紙と書き方

ll)原 稿はなるべくワープロを用いて作成 し、B5用 紙に40字 ×40行 で印字する。手書きの

場合は、20字 ×20字 の横書き用原稿用紙 4枚 で1頁 とする。また、フロッピーディスクで

提出する場合は、MS― DOSの テキス トファイルとし、フロッピーディスクのサイズは3.5イ

ンチとする。原稿は、2部 作成し、 1部 は投稿用とし、もう1部 (コピー)は 著者の手元に保

存しておく。

(2)表 題の下には、欧文タイ トルを入れる。表題及び欧文タイ トルは原稿用紙 1枚 (20字 ×20

字)と 数え、本文は、2枚 目から書き始める。

13)著 者名の右肩に*を つけ1枚 目の末尾に所属機関 (無い場合には、自宅などの連絡先)を 括

弧書きで入れる。

(4)原 稿の量は、刷り上がりで10頁 以内を原則とする。

(5)動 植物の和名は、カタカナ書きとする。

(61 本文中での文献の引用は、著者名(年号)、あるいは(著者名 年 号)とする。引用文献は、

本文中に使用されたものに限り、そのすべてを記載する。文献の書き方は、著者名、発行年(西

暦年)、 表題、掲載雑誌名、巻、号、頁の順とする。単行本の時は、出版社名とその所在地を

記入する。

(例)

杉坂 学 _1988:フ ィールドノート各地から_日 本野鳥の会神奈川支部報_19217-10
↑   ↑      ↑      ↑      ↑       ↑  ↑ ↑  ↑

一字空白  :    論 文名       文 献名 (出典)    No :ペ ージ

青島清雄 ・古久久彦_1966:樹 上生ハリタケ科菌類_日 菌報Ⅵ-7:133-140

↑    ↑    ↑     ↑       ↑  ↑  ↑  ↑ ↑   ↑
(中) 一 字空白  :   論 文名    文 献名 Vol.No   ペ ージ

(7)文 献の並べ方は著者名のアルファベット順とし、同一著者については、年次順に並べ、同一

年については、a, b, cを つけて区別する。

(8)図 、表及び写真は、そのまま製版できるようにし、図、表及び写真の番号、天地を書く。

(9)図 、表及び写真の説明は、別の原稿用紙に書き、本文の余白に挿入箇所を示す。

10 字 体は、学名は、イタリック体、人名は、スモールキャピタル体とし、字体の指定方法は次

のようにする。

イタリック字体 ;字の下にアンダーラインを引く   Primula

スモールキャピタル字体 ;字の下に2本線を引く   Machida

ゴシック字体 ,字の下に波線を引く         娘

00 著 者は、 1報文につき、30部 の別刷りを受け取ることができる。

5 原 稿の送り先

〒243-01 厚 木市七沢657 神 奈川県立自然保護センター

自然保護センター報告編集委員会
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神奈川県立自然保護センター報告第 11号

神奈川県立自然保護センター (厚木市七沢)の

野外施設に産するクモ類について

新海栄一ホ・高橋 登 *・笹岡文雄キ・貞元巳良ネ

Notes on the Spiders in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

(Nanasawa,Atsugi― city)

Eiichi SHINKAI率 ・ Noboru TAKAHASHIキ ・ FuH1lo SASAOKAキ 。 Miyoshi SADAMOTO率

は じ め に

神奈川県立自然保護センターは厚木市七沢に位置し、本館、飼育ゲージ等関連施設、並

びに約 13 haにおよぶ野外施設がある。野外施設は緑化見本国、昆虫の森、野鳥の森、苗畑、

水鳥の池、ホタルの里、湿生植物園、けものの森などから形成されている。

本調査は、同野外施設における自然環境の保全等の基礎資料を得るための一環として、

自然保護センターの委託を受けて七沢クモ研究会が実施 したものである。調査対象は自然

保護センターの本館、周辺建物の壁面、並びに野外施設内であるも
｀

本文に入るに先立ち、調査並びに資料収集にご協力いただいた佐藤幸子、池田博明、谷

川明男、赤羽尚夫、篠原宏、川村優子、藤井桂子の諸氏に深く感謝申し上げます。

調査地域の概要 (図1)

自然保護センターは丹沢山塊の東側山麓に位置し、面積は約 13 ha、標高は約 80～ 110

mで ある。地形的には起伏に富んでおり、谷戸の南側に沿って西から東にかけてたたら沢

と呼ばれる小さな沢が流れ、その周囲の傾斜地に存在する林と丘陵部上部の平坦地からなっ

ている。たたら沢沿いには水回の跡地を利用 した湿地や池沼が作 られており、周囲の林

は、コナラ、クヌギの落葉広葉樹を中心に、イヌシデ、 ミズキ、アラカシなどの混生 した

雑木林であり、林の下部にはアズマネザサが密生 している。また斜面の一部にはスギ、 ヒ

ノキの植林地もあり、台地上には緑化見本国が造 られている。

調 査 方 法

調査は1992年 5月 23日 、9月 5日 、11月 23日 、1993年 3月 20日 に本調査を行い、

1992年 9月 27日 、 1993年 6月 6日 に一部補充調査を行った。採集、観察方法はライ

ンセンサス (200～ 300m/hr)に よる見つけ採り法、ビーティング法、スウィービン

グ法を用い、冬期調査では落葉、土壌性のクモについてシフティング法によって抽出してい

る。採集個体数は最小限にとどめているが、採集 したクモは75%エ チルアルコールによ

る液浸標本として保存 している。同定は双眼実体顕微鏡またはルーペ(25倍 )にて行い、

すべて種のレベルまで同定 している。

調査環境は建物の壁面、軒下、門扉、フェンス、側溝、ガー ドレール、道路沿いの崖地、

*七 沢クモ研究会 Nanasawa Society research on spiders



林縁、林内の樹木の枝葉間、樹皮面、樹皮下、樹間、草地の葉や花の間、草地 ・芝生の根

元付近、見本園の生垣の間、木橋の周囲、渓流上、渓流付近の植物間、渓流中の石 ・倒木 ・

枯木 ・草 と水面の間、池沼の水面、池沼中の植物間、周囲の植物間、湿地のほ木間 ・草間、

湿地上のグレーチング道のすき間、道標、説明書看板の周囲、木製ベンチの下側、林内の

下草間、落葉 ・土壊中、樹木の枝にかかっている枯葉中などほぼ全環境におよんでいる。

調 査 結 果

今回の調査で記録されたクモ類はリス トに示 した31科 186種 である。

この数字は、関東地方南部の1,mm以 下の山地及び丘陵地において、年間調査(各季 1

回、年 4回 )を 実施 した場合の平均採集種類数 146種 (東京蜘妹談話会の 15年 間の調

査による)よ り40種 も多く、さらに地域別の出現数で比較してみても、三浦半島逗子市

神武寺 (152種 )、 秦野市大倉周辺 (162種 )、 東京都八王子市高尾山 (157種 )の

いずれの地域よりも多 くなっている。これは当センター野外施設の環境が変化に富んでい

ること、並びにそれぞれの自然環境が極めて良好な状態に保たれていることが、この様な

多くの種の生息を可能にしている原因と考えられる。

出現種の概略 (注目種について)

。カネコトタテグモ

崖地に横穴を堀り、入口に両開きの扉を付ける地中性のクモ。神奈川県、東京都、埼玉

県の山地、丘陵地の自然環境の良好な崖地に生息 し、特に神奈川県内には数か所の大生息

地が確認されているが、上記 3都 県以外ではほとんど採集されていないという特異な分布

を示 しているクモである。世界的に見ても、本種の所属するカネコトタテグモ科のクモは、

アメリカ大陸の太平洋岸地域と、日本にしか分布 しておらず、生物地理学上の重要種とさ

れている。当調査地では5頭 の生息を確認 した。
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図 1 調 査経路とまわりの情生



。キノポリトタテグモ (写真 1、 2)

樹木の表面をけずって凹みをつけ、そこに袋状の住居を作る。住居の表面には苔や樹皮

をはり付けてカムフラージュする。入口には扉を付けて、外敵が来た場合には扉を内側に

強 く引いて開かないようにする。 1月 平均気温 2℃ 以南の地域に広 く分布 しているが、個

体数は激減 しており、環境庁 レッドデータブックの希少種に指定されている。今回の調査

では昆虫の森で 1頭 確認されている。

。シロカネイツウロウグモ

コガネグモ、ジョロウグモ、オニグモなどコガネグモ科のクモの組の中で生息 し、網の

主が食べないような小さな昆虫を捕食するが、時には網の主が食べている獲物を反対側よ

り食べている場面 も見られる。

15年 程前は当調査地周辺では極めて珍 しいクモであったが、今回の調査では多数の個

体が採集された。本種は明瞭な北上傾向を示しており、現在埼玉県側の利根川岸まで北上

が確認されている。

。トビジロイツウロウグモ (写真 3)

前種同様北上傾向を示 しているクモであるが、個体数は少なく(15年 前には神奈川県

内ではほとんど発見されなかった種類である。主にアシナガグモ科のクモの水平円綱に侵入

し、網の主が食べていない小昆虫を捕食する。今回はたたら沢沿いの樹間に造網 している

オオシロカネグモの網から5頭 採集された。

。オダカグモ (写真4)

神奈川県内での記録は現在まで2回 (飯山、上谷戸)と いう重要種である。常緑広葉樹

の葉裏に不規則網を張ることが多いが、今回は本館裏門脇のサクラの葉裏にて採集(1頭の

み)された。全国的にみても希少種に数えられており、現在までの産地は10か 所程度であ

る。

。キジロ才ヒキグモ (写真6)

神奈川県内での記録は7回 。オダカグモに次ぐ重要種であるが、当調査地では1979年

にスギ採穂園にて採集されて以来確認されていない。薄暗い樹間に垂直円網を張り、クモ

は網の中心に静止する。

。トリノフンダマシ類

山麓の林縁部に生息する環境指標種の代表的種類。昼間は葉裏に止まり、脚を縮めて動か

ず、夕方か ら夜間にかけて活動 し、大型 (直径 50～ 1 5 0 cEl)の同心円状の水平円網を、

ガの活動時間に合わせるように張る。獲物は主にヤガの類で、網及びクモの体よリガの雄

を誘引するガの雌が出す性フェロモンと同種の誘引物質を出していると考えられている。

良好な自然環境が残されている場所に生息 し、環境が悪化するとす ぐ姿を消してしまうと

ころから、環境指標種として重視されている。当調査地内からは、 トリノフンダマシ、オ

オ トリノフンダマシ、シロオビトリノフンダマシの 3種 が記録されている。



Oス ズミグモ (写真 7、 8)

傾斜地の風通 しの良い樹間に大型 (直径 30～ 5 0 clll)のドーム状のキヌ網 (細かい網

目で形成された網)を 張り、網の上下には多数の糸を引きまわす。網には粘性は無 く、速

いスピー ドで飛ぶ昆虫が糸にからまって捕らえられる。

本種は1980年 以前は静岡県大井川が北限 (東限)と され、神奈川県において採集され

る可能性は無いと考えられていた種類であるが、 1980年 7月 に横浜市港南区北部にお

いて最初の 1頭 (谷川明男採集)が記録されて以来、小田原市、二宮町、山北町、秦野市、

平塚市、横浜市緑区、川崎市と次々に確認され、現在まで 14年 間で丹沢を除 く神奈川県

ほぼ全域に生息を広げるという急速な北上を示 し、1992年 にはついに東京(八王子市)

で採集されている。当調査地内では 1992年 8月 に唐沢良子氏により竹見本国北側のス

ギの樹間で 1頭 確認されており、今後最 も注意を要するクモということができる。

Oア シナガカニグモ

神奈川県内の記録は5頭 前後と思われる。本州南岸線以南に広 く分布 しているが、個体

数は全国的に見ても非常に少ない。草本の花や葉の間に生息 し、飛来 して来る訪花性昆虫

を捕らえる。今回の調査では湿生植物園において 1頭 採集された。

野外施設の環境別による出現種の概略         ・

竹見本園

石段の両側にある小さな崖にはジグモ、ヤチグモ、ハツリグモが、崖の上部の低木には

マネキグモ、ヨツデゴミグモが生息 している。林業試験場のスギ林、および竹見本国の樹

間には、オオシロカネグモ、ジョロウグモ、クサグモ、チリイソウロウグモ、ゴミグモ等

がよく見られる。重要種であるスズ ミグモも1頭 確認されている。

竹見本園から湿生植物園に下る坂道

当坂道はスギ見本国の北側に位置しているため日当りはまったく悪い。坂道の一方には

崖並びに土止めのための木柵があり、崖地にはナンブコツプグモ、ヘ リジロサラグモ、カ

タハ リウズグモ、ヤチグモ等が混在 し、木柵の間にはカネコトタテグモ、カチ ドキナ ミハグ

モ、メガネヤチグモなど地中性、地表性のクモの住居が見られる。

湿生植物園、水鳥の池

湿地化 している所にはアシ、ガマ、ツリフネソウ等の植物が見られ、それらの植物を利

用 してアシナガグモ、ヤサガタアシナガグモ、ナガコガネグモ、コガネグモ、サツマノミ

ダマシ、ワキグロサツマノミダマシ等が円網を張っている。植物上にはササグモ、ハナグモ、

オスクロハエ トリ、ヤハズハエ トリ、ヤマ トコマチグモ、 ヒメフクログモ等の姿や住居が

見られる。水面上または水面付近の植物上には多数のスジブ トハシリグモが走りまわり、

その中に混 じってイオウイロハシリグモ、スジアカハシリグモが日撃される。湿生植物園

と北側の野鳥の森の林縁にはオオシロカネグモ、キララシロカネグモ、メガネ ドヨウグモ、

トリノフンダマシ、オオ トリノフンダマシ、コゲチャオニグモ、コガタコガモグモ、ジョ

ロウグモ等、多数の造網性クモ類が生息 している。



要摘

毘虫の森

クヌギ、ヨナラ、 ミズキ、アラカシ等の雑木林で樹間にはジョロウグモ、低木、下草に

はヨシロカネグモ、コクサグモ、ヤマヤチグモ、アシナガサラグモ等が見られる。また樹

木の枝の間にはカグヤヒメグモ、枝先にはクスミサラグモ、ムネグロサラグモが造網してい

る。崖地にはカネコ トタテグモ、下草の地表付近にはアズマヤチグモ、ヘ リジロサラグモ、

樹皮面にはデーニッツハエ トリの姿も見ることができる。

たたら沢

沢の両側の植物間にはアシナガグモ、オオシロカネグモが群生 し、葉上にはイオウイロ

ハシリグモ、ハナグモ、ワカバグモが、葉の間にはバラギヒメグモ、 ヒメグモ、アシブ ト

ヒメグモの不規則網が見られる。水面に落ちている枝や水面付近の植物の間にはヨリメグモ、

ナルコグモが生息 し、いずれも水面上に網を張っている。

自然保護センター周辺並びに野外施設に生息 しているクモ類の調査を実施した結果、31

科 186種 が確認された。この種数は南関東丘陵部の年間調査平均種数 146種 より40種 多

く、当調査地の自然環境が良好な形で保たれていることを示 している。注目種としてはカ

ネコトタテグモ、キノポリトタテグモ、シロカネイソウロウグモ、トビジロイソウロウグモ、

オダカグモ、キジロオヒキグモ、スズ ミグモ、 トリノフンダマシ類 3種 、アシナガカニグ

モの 11種 が挙げられる。この中でオダカグモ、キジロオヒキグモ、アシナガカニグモは

全国的にも採集記録は少なく、レッドデータブックの危急種に近い重要種と考えられる。

千国安之輔  1989:写 真日本クモ類大図鑑  309 pp 借 成社 東 京

KAMURA,T, 1987:Three sPectes of the genus D″ ssyi↓比s(Araneae:Gnaphosidae)

from Japan Acta arachnol., 35 : 77-88

熊田憲一 ・谷川明男 1992:神 武寺のクモ Kishidaia(63):49-56

01,R.1960 :LinyPhiid sPiders of Japan J.Inst,Polytech.Osaka City Univ.,(D),

11:137-244,pls, 1-26

笹岡文雄 1989:丹 沢 ・大倉周辺のクモ Kishidホa(58)164-71

新海栄- 1977:日 本 における南北 各系統種の分布 につ いて Atypus(70):

46-47

新海栄一 ・蓮沼克己 1983:高 尾山のクモ KIshidaia(50):27-33

新海栄一 ・高野伸二  1987:ク モ基本 50 128 pp 森 林書房 東 京

TANAKA,H.  1974 :Japanese wolf sPiders of the genus Pirα サα,with descriPtions of

five new species(Araneae:Lycosidae)Acta arachnol.,26:22-45,pls. 1-3

献文



今回の調査により生息が確認されたクモ類の調査 リス トを示す。

Antrodiactidae カネコトタテグモ科

A″rrο"″をr″s,οァをrz"(L.Koch)      ヵ ネコトタテグモ

Ctenizidae トタテグモ科

V閉″材,αルagα″'α(Dbnitz)          キ ノボリトタテグモ

AtyPidae ジグモ科

AryP″sたa rsc力,Dbnitz              ジ グモ

Uloboridae ウズグモ科

〃,αg″α腕閉叫χS οアた″!αどな Bbst et str.    マ ネキグモ

L/′οうο″″sギルθr'たS BOS.et str,      ヵ タハリウズグモ  |

Segestriidae エンマグモ科

ムガ負れα′arer"Js(Karsch)         ミ ヤグモ ・

Sでgβs,ァja″JPPο″た。Kishida         コ マツエンマグモ

Pholcidae ユウレイグモ科

Pヵorc″s cryPrjcθ′を,s B5s.et Str.        ュ ゥレイグモ

Mimetidae セ ンショウグモ科

frοンヮο″た。Bbs.et Str.         セ ンショウグモ

Theridtidae ヒメグモ科

ム●力22α″αれをα2″g″″rわraI(Bむs.et Str.)  ッ リガネヒメグモ

A.c″r,cルoァα(BbS.et str.)        カ グヤヒメグモ

A・ブαPο″た,(BbS・ et Str.)         ヒ メグモ

A.サαうガαrα Levi               ォ ォツリガネヒメグモ

A,たガ冴aガοア″加(C.Koch)         ォ オヒメグモ

A″であsο阿″s crassゥcS(BbS・ et str。)    ア シブトヒメグモ

Argノ″ο″gs抜加αた。(Karsch)        シ ロヵネイソウロウグモ

ム.cyrわか。r″s ThOrell             ト ビジロイソウロウグモ

ム.りr,″か。gasrヶ(simOn)         ォ ナガグモ

A.riS豆ルο″so.P.Cambridge         チ リイソウロウグモ

A.rZ″Bos.et Str.            フ タォィソゥロウグモ

A.ヵゥPθ″Fc″s Kumada            ッ ノナガイソウロウグモ

A.sagα″″s(Dbn.et Str.)         ヤ リグモ

Cカリssθ″ァず,ο″研才″fS(Yaginuma)    ォ ダカグモ



C .ク″″cr披″2(Yagi n u m a )          ホ シミドリヒメグモ

Cοルθsθ″α ocrO″αcガαr″腕(Bbs.e t  S t r . )   ヤホシサヤヒメグモ

Dウο2″″秘″Sr夕f″a(Sim O n )          ヵ ニミジングモ

D.οた″閉αをYoshid a              ク ロミジングモ

D.P″″c,warsα Yagi n u m a           シ モフリミジングモ

ど″οβわg″αr力αr″α″sッでrsiFoッでara(B5 S・et st r . )カレハヒメグモ

あ″S筋″S″め'′″s Yagi n u m a           ム ラクモヒシガタグモ

P力οrο″c,力αβ,′,′α(Karsc h )         ッ クネグモ

Sセarο″α caッヶぇたo′″(Bbs,e t  s t r . )      ハ ンゲツオスナキグモ

糾修r,ど,θ″ c力jた″ヵ" Yaginuma            バ ラギヒメタデモ

ユ′ar,ル"″″ Yaginuma            ヒ ロハヒメグモ

ユウriC″″ Walckenaer            シ モフリヒメグモ

■srヶ″′″θrar″″ Bbs.et str.       ム ナポシヒメグモ

ユs″bαガ″′r″″ BOs.et str.         コ ヶヒメグモ

「をsr,c″s″ οgヶα Yaginuma          チ ビホラヒメグモ

Linyphiidae サ ラグモ科

ム″″,ルο″′α″a 閉″sc″′a(Karsch)

AtsParr力θrαメ cο″腕″″'S Oi

』αrにyp力α″rでs rarcメα″αで'Sな (01)

D'P′οcマP力α′οf″ac sαgα″″s(BbS・ et str。)

Dθを″frzf″s Pc″,c″′“s Oi

ど,サgο″′ガ,″海 ″α″j″″2″s2 01

Cο″arf″″′αPο″た″閉 Simon

こj″ノP力,α ο′″●″jcara(HelSdingen)

∬?ο′あ〃海a r2sca Oi

比 ブ?ο″どCa oi

Ⅳ.″どgァゥでcrοris oi

Prθ"哨p力,α ′ο″g,c″を″α(BむS・et str.)

P.メ″″θ力α″を″s:s(BOS・et stir.)

Ⅳを初arοg閉 ″s sa″ gガ ″ο′を″r″s(WalCkenaer)

θsrでarれ s ttc′aヵoPyg′″S(0・ P・Cambridge)

U秘 ″?"αrα οsαたα2,s,s(01)

ユrοりοで″Sお(Uyemura)

コサラグモ

ザラアカムネグモ

タテヤマテナガグモ

ハラジロムナキダモ

デーニッツサラグモ

ナニワナンキングモ

ヤマトケズネグモ

ヘリジロサラグモ

クスミサラグモ

ツリサラグモ

ムネグロサラグモ

アシナガサラグモ

ユノハマサラグモ

チビアカサラグモ

スソグロサラグモ

オオサカアカムネグモ

トウキョウアカムネグモ

T h e r i d i o s o m a t i d a e  ヵラカラグモ科

Og″′所″sP″′′″s B b s . e t  s tニ         ャ マジグモ

Tんでrttjοざθ″a をPです″θ′″でS B5s.et str.       ヵ ラカラグモ

肝c鴻力′g″″″a s p .               ナ ルコグモ



Anapidae

Cο″つご″′″s,“gαか″″s Komatsu

Mysmenldae

批ゆS何を'2"αブοう'(Kraus)

Araneldae

Ac″sどどαs cοcCど″で″s Simon

Ar″c力″″,α ′θgサθ Yaginuma

Arα″を″sα うsc,ss″s(Karsch)

A.cOr″ ″′″s Clerck

A.り″s″ο力(BOS・et str.)

ム.何αcac″s Uyemura

A.クを″rag/α″″,c″s(Karsch)

A.Psを ″″οCで″′″οどをs(B5s・ et str.)

A.sc初】″″ar,s(Karsch)

A.ソ ,r,ど'ッを″r,どs Yaginuma

A.ッgrr,cοs″s(L.Koch)

A.ッち″β″砕 r schenkel

降 οscο″α a″ル″ra(WalCkenaer)

比/2SCοCο′οrarα(B6S・et Str.)

Ⅳ.解で′′οrr夕を,(SimOn)

Msり ′どθjたs(BOS・ et Str.)

「.sヴ ′′α(Karsch)

Ⅳ.ク″″c′サgを,(Doleschall)

Arα″どで′′α sp.

yαg′″″"as'2(Strand)

Z′′′″ as,ァj″αを(Strand)

Z.sacれ α"″`″s,s(S・ Saito)

Argj?ク を α″θ̀″g L.Koch

A,う o2s2″うで,g′ Levi

A.br″ 2″″どc力所(Scop011)

A.″ ど″″rα Karsch

C力θ′どzοPをs ″fpPο″どc″s Yaginuma

OメC′οSα argを″′̀οα′bα Bbs.et Str.

C.腕θ″r,cο′α Bbs.et Str.

c.。crοr″う̀″c″rara Karsch

C.s2ガ cc″どαra Karsch

Cメ″′aracヵ″を う2/o(BbS・ete str.)

C。ど″α??″α's Thorell

ヨリメグモ科

ヨリメグモ

コツプグモ科

ナンブコツプグモ

コガネグモ科

ハツリグモ

キジロオヒキグモ

キザハシオニグモ

ナカムラオニグモ

ヌサオニグモ

ヤエンオニグモ

アオオニグモ

トガリオニグモ

マルツメオニグモ

ハラビロミドリオニグモ

オニグモ

カラオニグモ

ドヨウオニグモ

ヤミイロオニグモ

ワキグロサツマノミダマシ

サツマノミダマシ

ヤマシロオニグモ

コゲチャオニグモ

ムツボシオニグモ

ズグロオニグモ

サガオニグモ

カラフトオニグモ

コガネグモ

チュウガタコガネグモ

ナガコガネグモ

コガタコガネグモ

ヤマトカナエグモ

ギンメッキゴミグモ

ヤマゴミグモ

ゴミグモ

ヨツデゴミグモ

トリノフンダマシ

オオ トリノフンダマシ



C.″agαsαたど̀″sJs Strand

Cメrr?β力θ′α ″ο′″ccで″s,s(Doleschall)

ほサPsθs,″ga sα″g″ど″で,(C・ Koch)

「IP力j′α craッαra L.Koch

PοどウS J″をP'″″s C.Koch

シロオビトリノフンダマシ

スズ ミグモ

シロスジショウジョウグモ

ジョロウグモ

ゲホウグモ

Tetragnathidac アシナガグモ科

肋修r′ビ″cα″gcメ ″″0カα″2″sな (Bbs.et

とを″c″″gで ″αg″"cα  Yaginuma

五.s″うう′α″冴α B5st et str.

と.s″うg2″″マ″ Bbs.et str.

Tcrrag″αサカα ″aI】′οsα Thorell

■ ク,αβ″ο″,α L.Koch

■ s?″α″α′α Karsch

ユッ2r″りし,″,S Emerton

Urocteidae

t/rθcrcα cOれ ″αcrj,s L.Koch

Agelenidae

Agを′で″α ′′海うαra ThOrell

A.οβ″′を″′α L.Koch

Cοc′θrをs Cθァas,″cs(BbS・ et str.)

C.をメjrfα″s L.Koch

C.た,αzα″αj Yaginuma

C.′″cr″θs″s L.Koch

Cybaetdae

Cメうαを″s ″′βPοれ'C″S(Uyemura)

Hahniidae

rr″ヵ″,″ c。ァr,c,cοra Bbs.et str.

Pisaurldae

Dθ′ο閉をどをs Pα′′″α″sjざDむn.et str.

D.ァαクrθ″ B5s.et str.

D.sag″″″s B5s.et str.

D.s″rrz″̀″sL.Koch

P′s2″rα ′α″″ B5s.et str.

Str.)  メ ガネドヨウグモ

オオシロカネグモ

ヨシロカネグモ

キララシロカネグモ

ヤサガタアシナガグモ

アシナガグモ

ウロコアシナガグモ

シヨクアシナガグモ

ヒラタグモ科   ・

ヒラタグモ

タナグモ科

クサグモ

コクサグモ

ヤマヤチグモ

ヤチグモ

アズマヤチグモ

メガネヤチグモ

ナミハグモ科

カチ ドキナミハグモ

ハタケグモ科

ハタケグモ

キシダグモ科

スジブトハシリグモ

アオグロハシリグモ

スジアカハシリグモ

イオウイロハシリグモ

アズマキシダグモ
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Lycosidae

Arcrθsa をう,c力″ Yaginuma

A.ヵ呼″,Tanaka

rrygr。ゥcos″ ″閉'″,cθ′α Tanaka

Parどοsα αsrr′gでra L. Koch

P.うァ●ッどッ″′ッα Tanaka

P.ra″,a Karsch

P,ァαra crを,た,(Bむ S・et str.)

P.Prοc″ァッ″S(BbS・ et str.)

Trθc力οsα ″″rJCO′2(De Ceer)

Oxyopidae

Oxy?Pcs ba″ ,″s Yaginuma

O.sを ,′αr″s L.Koch

コモリグモ科

エビチャコモリグモ

フジイコモリグモ

シッチヨモリグモ

ウツキコモリグモ

ヤマハ リゲコモリグモ

ハ リゲコモ リグモ

クラークコモ リグモ

チビコモリグモ

アライ トコモリグモ

ササグモ科

クリチャササグモ

ササグモ

C力jraca″rれ,″″ を″r!rr力α Bbs.et Str.

C・ブαPο″'C″閉 Bbs.et str.

C.′αscどッ″閉 Karsch

C.″″,c″閉 B5st et str.

C′″bjο″α ブαβο″'Ca L.Koch

C・ブ″C″″冴α(Karsch)

C.た″″′′で″s,s Bbs.et str.

C.′c″α BOst et Str.

c.rs″,″saた,ど Hayashi

C.ソjg″ Karsch

Llocranldae

rrars,″α P,ar,cο′α(BbSo et str.)

Pカァ″″ο″協″s ″,7βο″'C″S Kishida

Clubionidae フ クログモ科

アシナガコマチグモ

カバキコマチグモ

ヤマ トコマチグモ

ヤサコマチグモ

ヤマ トフクログモ

ヤハズフクログモ

ヒメフクログモ

トビイロフクログモ

ツルサキフクログモ

ムナアカフクログモ

ウエムラグモ科

イタチグモ

ウラシマグモ

Corinnidae ネコグモ科 (新称)

rracヵをどαsルヮο″どC″S B5S.et Str.      ネ コグモ

Attp力 αで″α P″g′′ Karsch

Anyphaenidaeイ ツツグモ科

イツツグモ

Ctenidae シ ボグモ科

シボグモA″αれrαヵ″″2 Karsch



Heteropodidae アシダカグモ科
rrをすでァ?Pθ″αルァcゥarα(Karsch)       コ ァシダカグモ

Gnaphosidae ヮ シグモ科

cra″。サヵを′α θc″″″θraras(BOs・et str`)   チ ャクロワシグモ

Dァαsり′′″s sα″″仰 s'S Platnick et Song  エ ビチャョリメケムリグモ

C″αβ力οsαたο″ガr2″S'S B5s.et Str.       メ キリグモ

Philodromidae エビグモ科

P力J′ο″rο″″s α″″↓cθ″″sL.Koch       キ ンイロエビグモ

P.sPjが,α rs,s Simon             キ ハダエビグモ

P.s″うα″r2θ′″s Bbs.et str.        ァ サヒエビグモ

riぅで′′″sた ″̀′′″s(L.Koch)        シ ャコグモ

抑物″″r″s″ ,″facc″s Simon          ャ ドヵリグモ

Thomisidae カ ニグモ科

βassαttα″α たcο,arα(Karsch)       キ ハダヵニグモ

D′クを2s″う″ο′20.P.Cambridge       コ ハナグモ

rrヶjac″s″ で′′Orr,simon          ァ シナガカニグモ

Lメs′どでたs cοrθ″αr″s(Grube)        ア マギエビスグモ

〃,s″″夕″qパ ′ァた″sPttαす″s(Fabricius)   ハ ナグモ

肱 た″筋αttj ono              ク マダハナグモ

aり ′arg Srガar"2s(L.Koch)        ヮ カバグモ

コわ″,s″s rabqルcr″S Karsch         ァ ズチグモ

T″″″″sP,gヶ (Warckenaer)        ト ラフカニグモ

■ ,,加οs″s Palk               セ マル トラフカニグモ

托パr'C″SCアοCC″S Fox            ャ ミイロカニグモ

Salticidae ハェ トリグモ科

Carr力οサ″s xα″r力θg″α″″″(Latreille)     ネ コハエ トリ

ど″卑カリs″″″″わrοガ′協サ2 Bbse et str.   イ ナツマハエ トリ

ど″οPルys sp.                ヵ タォヵハエ トリ

どッαrc力″ αわα,どα(L.Koch)          マ ミジロハエ トリ

″2ァ秘οc力r″s brac力Far″s(ThOrell)     ゥ デブ トハエ トリ

比 Pガ′″s(Bbs.et str.)           キ レワハエ トリ

とαZ/2どα″を,ca Simon            ェ キスハエ トリ

H/r'α でどο″garα(Karsch)          ャ ハズハエ トリ

打.閉αgJsrを,(Karsch)           ォ スクロハェ トリ

〃α7,ssa P″′′α(Karsch)          ョ ダンハエ トリ

材を″2加ヶ″s cοZrZS″s Bbs.et str.     シ ラヒゲハエ トリ
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P力,″サ¢′′α αう″θr″js(BbS・ et str.)

P.″″̀α(Karsch)

P′α,夕βο′たS″″ヵ″′ゥを力s(S・Saito)

P.″οで″′rz,(Karsch)

Rカタ″で″rrarα(Karsch)

s,rgrg″“ ツjrrarα(Karsch)

yagサ″″″α″ぉ sα″あr″″s(Yaginuma)

拘け″腕α″αC力″で ,″crttjc力c,s Bbs.et Str.

〃・ブαPθttCα(Karsch)

チャイロアサヒハエ トリ

メガネアサヒハエ トリ

マダラスジハエ トリ

デーニッツハエ トリ

カラスハエ トリ

アオオビハエ トリ

ムッバハエ トリ

ヤサアリグモ

アリグモ
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写真 1  位 左)

キノボリトタテグモ(♀)

と卵のう。住居 (巣)

を切り開いたところ。

写真 2 (上 右)

キノボリトタテグモの住

居 (巣)。

写真 3 (中 )

トビジロイソウロウグ

モ (♀)

写真 4 (下 )

オダカグモ (♀)
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写真 5 (上 )

水面上に張られたヨリメグモ

の相

写真 6 (中 )

キジロオヒキグモ (♀)

写真 7 (下 左)

スズミグモの ドーム絹相

写真 8 (下 右)

スズミグモ (早)
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野生復帰に成功 したニホンカモシカの幼獣について

大窪和人1)・風巻義弘2).鈴 木一子2)3). 鈴 木隆史4).

中垣和英4).長 野 詩 2).成 井正二2).羽 山伸-4).

村山 晶 5).和  秀 雄4)

Recovery in a Fawn of the JaPanese Serow

Kazuto OHKUB01),Yosthiro KAZAMAK12),Kazuko SuzuK12)3),Takasi SuzuKIり ,

Kazuhide NAKACAKIり ,Hisasi NACAN02),shOuii NARU〔
21,shin‐ ichi HAYAMA4),

Aよ ira MURAYAMA5)and Hideo NIG14)

は じ め に

神奈川県立自然保護センター (以下、センター)に 、 1993年 2月 6日 、ニホンカモシ

カ (Cap克∽″′役c■叩 s)(以 下、カモシカ)の 雄の幼獣が救護された。センターでのカ

モシカの過去の救謹は、 3例 の発死死体を含め8例 日、幼獣の救謹は、 1例 の発死死体を

含め4例 目にあたる。

今までは救護のかいなく総て死亡

して しまったが、今回は人工飼育を

おこない、同年 5月 14日 に放野す

ることに成功 した。

ここでは、本個体の救護状況、飼

育記録、臨床検査結果を報告する。

救 護 状 況

位)救 護地と救護時の状況

本個体は、 1993年 2月 6日 午前

1)東 京農工大学家畜病理学教室

DePartment of Veterinary  Pathology, Tokyo  University  of Agriculture

and Technology

の 神 奈川県立 自然保護センター

Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

勧 現 所属 :神奈川県立病院付属看護専門学校

Present Adress i Kanagawa Nurses Training School Affiliated to Prefec‐

tural Hospital

O 日 本獣医畜産大学野生動物学教室

Divislon of Wild Animal Medicine,Nippon Veterinary and Animal Sci―

ence University

D 日 本獣医畜産大学

Nippon Veterinary and Animal Science University

1993. 2. 6 救 護

図 1 ニ ホンカモシカ救産地
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9時 頃、西丹沢県民の森、仲の沢林道上で、衰弱 してうずくまっていた所をハイカーによ

り発見された。

本個体は、ハイカーの車により玄倉の民家に移送された。その後、玄倉の住民が鳥獣保

護員に電話をしたが、不在であったため、足柄上行政センターに連絡が入った。当時点で

は放野不可能であるとの判断により、放野までの飼育を行うために足柄上行政センター職

員がセンターに移送 した。

12)セ ンター搬入時の状況および処置について

カモシカは、年後 0時 30分 に到着 した。移送中は暴れないように首から両後峡にかけて

ロープで拘束され、羽毛布団の上に置かれた。外傷は認められなかったが、元気消失が明

らかであった。体重は8.6 kgで、過去救護されたカモシカの当歳子 (1991年 3月 24日

救護 雄 11.O kg、1992年 2月 3日 救護 雌 10ム2 kg)に比べ軽 く、栄養状態がかなり悪

いことは外観からも判断できた。

拘束を解いてやり、ペットヒーターを敷いて、安静にした後、血液検査のため採血をおこ

なった。その後、点滴 (ソルラク ト320 ml、レバチオニ ン10皿1)を行 った(写真 1、2)。

アオキ、シラカシ、マサキ、ササを与えると、しば らくしてか ら食べ始めた(写真 3)。

2月 7日 には、点滴 (ソルラクト250 ml、5%ブ ドウ糖液 20 ml)、および、アンピシ

リンlgの 皮下注射を行った (写真 4)。            ｀

飼 育 状 況

位)飼 育期間

救護された1993年 2月 6日 から、放野した1993年 5月 14日 までの98日 間であった。

12)飼 育舎

2月 6日 から2月 17日 までは、傷病鳥獣飼育舎に仮飼育室(幅1 3 0 oll×奥行 2 0 0 cll)

を設け飼育 した。床にはシー トを敷き、夜間(午後 5時 ～午前 8時 )はブタ用 ヒータニマッ

ト (縦5 9 cEl×横 9 0 all)の上に毛布を掛け保温 した。ただし、換気を良 くするため、窓

は1日 中わずかに開けておいた。室内は1日 1回 掃除をした。 (写真 5)

また、2月 18日 か ら5月 14日 までは、屋外のフライングケージ(縦 3.6mX横 3.6

m× 高さ3.6m)に 飼育小屋(幅7 5 clll×奥行き1 6 0 Gll×高さ1 80 cln)を建て、飼育 した。

飼育小屋の最奥部にワラをしき、出入り口にはシー トをつけ雪雨をしのげるようにした。

さらに仮飼育室で使用 したブタ用ヒーターマットで夜間 (午後 5時 ～午前 8時 )の み、 3

月4日 まで保温 した。フライングケージと飼育小屋は1日 1回 掃除 し、ワラも約 10日 ご

とに取 り替えた。

13)給 餌について

本個体は離乳していたため、餌として嗜好試験を行ってカモシヵの特に好む植物を与えた。

野生復帰させることを考慮 して、家畜用飼料や野菜類は給餌 しなかった。飼育期間中給餌

した植物を表 1に 示す。

フライングケージで給餌する際、自然下での採食範囲に合わせ、木本類のものは枝ごと

地面に刺 したり、まとめてフェンスにくくり付けたりするようにした (写真 6、 7)。

また、摂食量調査を 7回 行った。その方法は飼育者がいる午前 8時 から午後 5時 の間に

与えた植物は、日測で 80%以 上摂食 したと判断 したものの残量を計った。夕方与えた植
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物は翌朝すべて残量を計った。その結果を表 2に 示す。

(4)発 育状況をモニタリングするため、5回 の体重測定を行った。その推移を図 2に 示す。

(5)放 野前に本個体の計測を行った。その結果を表 3に 示する

(6)飼 育日誌を表 4に 示す。

疾病、臨床検査および治療について

(ll 疾病、治療について

本個体は、救護された時点で著 しい削痩がみられた。ダニの寄生もみられた。また、臨

床検査では、重度の貧血、肺虫、鞭虫、ヨクシジウムおよびピロプラズマ (タイレリア)

の多数寄生が確認された。貧血には、タイレリアの重度感染も関与 していると思われた。

これらの寄生虫のカモシカにおける駆虫例は報告されていないので、駆虫剤の投与量が不

明であり、また、抗原虫薬の副作用が予想できなかったので駆虫は行なわず、治療は、栄

養状態の改善のための保護療法に終始 した。

飼育中に(3月 15日 以降)右後肢の政行がみ られた。この症状は、何にAD3E(デ ュ

ファゾール)と 水で溶いた鉱塩を添加することにより6日 目頃から改善された。

12)臨 床検査記録結果

飼育中に何度か血液検査等の臨床検査を行った。その結果を表 5に 示す。

本個体の栄養状態の改善は、生化学検査結果における、血中グルコース(総 タンパク、

総コレステロールおよびカルシウム量の値の上昇によって裏付けられた。さらに、貧血は、

赤血球数、ヘマ トクリット値の上昇から改善されたことが示された。

(31 健康状態について

カモシカは胃腸障害、呼吸器障害をおこしやすいという報告 (1991、 増井)と 、昨年

度に救護されたカモシカの例を考慮して、飼育時には、糞便等の状態に十分な注意をはらっ

た。糞便の状態を飼育日誌に示す。

放野について

1993年 5月 14日 午前 11時 頃、西丹沢県民の森 (救護地の近 く)で、本個体の放野を

行った。放野する際、ベニヤで内張りしたケージ (縦67mX横 106皿 X高 さ75側 )に

カモシカを収容 して移送 した。また、放野後の追跡のため、イヤータッグ (黄色、標識番

号 11)を 標識として両耳に取り付けた (写真 8、 9)。

ま と  め

本個体は、熱心な飼育と健康管理のかいあって、救護されてから3ヵ月後には体重も増え、

貧血 も改善された。同時に、寄生虫の感染量 も著 しく減少 した (表5)

飼育に成功 し放野するまでに至った要因として、次のことがあげられる。

位)適 切な給餌…餌の暗好試験を行い、カモシカの好む餌を十分与えた。さらに、与えた

餌は広葉樹が中心であり、葉食性のカモシカの消化機構にうまく適合 したと思われる。

その結果、栄養状態の改善が順調であった。

12)健 康状態の把握`・・昨年の幼獣飼育の失敗をふまえ、臨床検査、体重の推移のモニタリ

ング等をおこない、常に健康状態を把握 していた。
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(3)ス トレスの軽減…健康状態の回復をみて、仮飼育室から屋外のフライングケージに移し

た。その際人目を遮断する場所を作 り、ス トレスがかからないように注意 して飼育 した。

14)迅 速な救護…本個体が救護されたときには、既に肺虫、鞭虫、コクシジウムおよびタ

イレリアが寄生 しており、重度の貧血、削痩がみられた。 しかし、その時点で、これら

の感染による発熱、下痢、呼吸器障害等の症状はみられず、飼育中も発症することはなかっ

た。これらの重篤な症状が発症する前に救護されたことも、栄養状態の改善を行うこと

により、感染寄生虫量が減少 した一因であろう。

また、今回の飼育に際し次のような課題が残された。

位)3か 月以上の長期飼育のため、皮膚がかきつき被毛が粗剛になるなどの、ビタミン、

ミネラルの欠乏によると思われる症状がみられた。また、飼育中にみられた政行の原因

は不明であるが、ビタミン、 ミネラルの補給により症状が改善された。このことから、

カルシウム等の不足による発育障害が生 じたことも考えられる。人口飼育の場合、給与

する餌が偏りやすいため、ビタミン、ミネラルの補給を飼育当初から行 う必要があろう。

12)カ モシカは、ニホンジカに比べて人に馴れやすいようである。特に本個体は環境に馴

化 しやすい幼獣であったため、餌付けは容易であった。 しかしその反面、人馴れしない

よう給餌以外はなるべく接触 しないように心掛けたにもかかわらず、徐々に人に対する

警戒心を薄れさせてしまった。 リハ ビリの飼育舎が本館敷地内にあり、人の姿を目にし

やすかったのはやむをえないとしても、特定の人だけが飼育するよう配慮すべきであった。

ところで、老獣が救護された場合の死因は衰弱死が多いという報告がある。これは、高

齢になるほど、環境の変化によるス トレスを受けやすいためであると考えられている(増

井、 1991)。 今回は、前述 した程度の配慮で良かったが、今後、センタTで は、高齢

のカモシカや、ニホンジカのように、ス トレスを受けやすい個体が救護される可能性があ

る。現在のセンターの施設では、その様な個体に対 して大きなス トレスを掛けることは

防げない。人への馴化防止だけでなく、ス トレス軽減のためにも、より自然環境に近付

けたリハ ビリ施設が望まれる。

13)採 血 した際、何度か溶血 して しまうことがあり、塗抹標本を作った際にも血球が破壊

したものが多かった。採血時の保定が困難であリカモシカが暴れたこともあるが、それ

以外にも、カモシカの血液には溶血 しやすい性質があるようである。同様のことが、ニ

ホンジカについてもいえる。そのため、これらの動物から採血するときは特に慎重に行い、

塗抹標本も即座に作成する必要があろう。また、今回は血液の抗凝固剤 としてヘパ リン

を用いたが、均一に血液を塗抹することが困難であった。カモシカ、ニホンジカの塗抹

標本を作成するためにはEDTAの 方が適 しているのではないかと思われる。

カモシカの健康状態は、 4月 の初めにはほぼ回復 していたが、山に食料となる植物が緊

茂する時期まで待ってから、放野をおこなった。現在、放野後の追跡は、一般的には、小

型発信機を調査個体に取り付け、その電波を捕らえて行動の軌跡を追跡する方法がとられ

ている。また、ニホンジカや、カモシカを追跡する際、首輪型の発信機を取り付けるのが

理想とされている。 しかし、今回は、本個体がまだ成長期であり首輪型の発信機が装着不

可能ということ、放野地が人の侵入を許さない急崚な地形であることを理由にそれは行わ
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なかった。そのかわり、イヤータッグを標識として取り付けた。現在丹沢においては、カ

モシカの生息数は明確にされておらず、個体同士の関係、この地域の環境収容力も分かっ

ていない。 しか し、ブナ、モミの立枯れやスズタケの減少に見られるような自然環境の劣

化により、環境収容力の著 しい低下が予想される。さらに野犬、密猟など、様々な問題が

生 じており放野後 も決 して楽観視できるものではない。また、若齢期における長期間の人

工飼育が、放野後の行動にどの様な影響を及ぼすのかを知る上での良い機会でもあっただけ

に、発信機による調査が今回行えなかったのは残念である。

今回は、本個体の救護が速やかに行われ、疾病の早期対策を練ることができた。傷病鳥

獣の発見は偶然によるものが大きいが、その後のセンターなどの救護施設への連絡、運搬

が速やかに行われれば、それだけ救命率が高 くなる。 しか し、この様な救護システムはま

だ確立されておらず、今回のように、いつも素早い対応ができるとは限らない。特にカモ

シカのような大型獣の場合、発見者が救護施設まで移送することは難 しい。可能であれば、

センターに傷病鳥獣の運搬の専門要員が配属されることが望ましい。さらに、広い範囲をカ

バーするためには、例えば傷病鳥獣の運搬専門のボランティア団体等 も必要である。この

様なシステム確立の中心的施設としての役割が、今後のセンターにおいて重要なものとなっ

てくるであろう。

近年、各地の動物園、飼育施設では、カモシカの長期飼育だけでなく、緊殖も行われる

ようになっている。 しかし、野生のカモシカの救護技術はまだ確立されておらず、試行錯

誤の連続といった状態である。給餌物、給餌量、各種疾病についてなど、問題点は山積み

されている。そのようななか、今回の個体については給餌方法を研究 したことによって、

健康状態の向上、それに伴 う感染寄生虫量の減少、貧血の改善を行うことができ、放野に

成功した、数少ない貴重な例であり、今後の救護活動に大いに役立つ資料になると思われる。

本個体の飼育を行 う際、屋外での リハ ビリ方法、飼育上の工夫等についてご指導いただ

いた大町山岳博物館千葉彬司館長、休日にもかかわらず本個体の救護、移送をしてくださっ

た足柄上地区行政センターの山田恵之捕環境課長、浅間生弥主査、本個体の治療および血

液検査をしてくださった清田増夫、昭江ご夫妻、櫛測洋子獣医師、本個体の糞便検査をし

てくださった横浜市立野毛山動物園の皆川康雄獣医師、本個体の給餌植物であるマサキを

提供 してくださった厚木市小野の山田美登利さんに謝意を表する。

引用 ・参考文献

増井光子 1991:飼 育下の主な病気 :p100～ 113 カ モシカ 氷 河期を生きた動物

大町山岳博物館編 :207 PP 信 濃毎日新聞社 長 野

鈴木隆史 1993:自 然保護セ ンターに救護されたニホンンカモシカの幼獣について

神奈川県立 自然保護セ ンター報告第 10号 :81-100 神 奈川県立 自然保護

セ ンター

辞謝
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自然保護センターで保護してからの日数

図2 ニ ホンカモシカの体重の推移  ・

表 1 ニ ホンカモシカヘの給餌植物

木 本 類 科

科

科

　

科

科

科

科

科

科

科

科

科

科

科

科

キオナ　カ中ルラわエデ狩持弁々
”〕

ヤ

ヤ

ブ

　

ク

ツ

マ
バ

ユ
カ

ニ
ミ

カ

モ

ス

ク

ヤマモモ

ネコヤナギ十

コナラ* ク ヌギ* ア ラカシ* ウ バメガシ十

シラカシ* ス ダジイ マ テバシイホ

タブノキ*

ツバキ (花も含む)* ヒ サカキ

トサミズキ培

ヤマザクラ* カ ンザクラ*

ユズリハ+

イロハモミジ*

マサキ* ニ シキギ

ミズキネ ア オキ (実も含む)
カキ*

トウネズミモチネ

ガマズミ* ニ ヮトコ*

ヤマグワ*

草 木 類 科

科

科

デ

ラ

ネ

タ

バ

イ

イタドリ*

クサイチゴ

アズマネザサ

＊

十

好んで食べたもの

全く食べなかったもの
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表2 ニ ホンカモシカの摂食量

表3計 測 記 録 (199 3年5月14日)

頭胴長 8 4 0 11Ell    後 足長 255111111    尾 長  7 01wl

肩 高 5 6  0 E I E l

植物  日 付 2/11 2/14 2/15 2/16 2/17 4/9 5/3

サ

シ

キ

イ

キ

ラ

キ

キ

ギ

キ

コ

カ

サ

↓

バ

ク

ル

中

本

ズ

附

サ

シ

マ

マ

ツ

サ

タ

ト

ニ
ミ

ニ

40g

230

170

90

30g

160

360

140

210g

130

420

140

70g g g g

合  計 1,030 1,600 2,180
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て
怒
や
冊
十
小
レ

。
や
貧
喪
イ
ｄ

〉
や
ｏ
拘
や
小
小

。足
二
や
イ
怒
】
て
ヽ

′延

騒
収
ぱ
叶
樽
橿

。
や
■
や
恐
期
Ｇ
Ｓ
単

″】
Ъ

卜
や
ほ

′誉
潟
逆
よ
Ｑ
軽

′
対
や
く
逆
側
鑑
把

。足
０
や
導
難
〔
総
や
ミ

，、
中
ミ

′
０
と
、
や
帥
ユ
ー
ヽ
逆
世
無
足
さ
い
去
田
橿

。
や
】
終
球
理
Ｑ
細
筆
革
目
Ｑ
田
ほ

。承
組

卜
基
Ｐ
ハ
合
ヽ
コ
ハ
ト

′運
躍
一日
薫
革
翠
心
仏

卜

′
モ
言
『
二
ふ
い
ミ
ト

。照
饗
畳
Щ
郷
田
把

。
や
ヽ
電
吐
】
―
ふ
―
コ
と
ふ
イ

。
ぐ

て
報
壇
叶
や
十
Ｋ
ふ
足
ミ
叶

。■
緯
逆
側
仙
嘔

。■

〉
い
て
報
神
村
お
収

ぷ

廻

騒

翌 卒
【

十
Ｋ
小

＋
小
膨

′十

末
卜

′
卜
代
い
小

撃 H

題
せ

〇
一
一一
「い

い
弱　ｉ一
「
国

０
一
一一
∞

０
一　一一
０
「

０
一　一一
田
【

〇
”　十一
い
「

Ｏ
Ｃ　”
章
「

回
収

Ｃ
　
ヽ
い

卜　
＼
い

勺
や
照
空

′
捜
キ
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。日
田
．縄

〓
曜
苺

。
や
ヽ

率
苺
や
ほ
犯
逆
畳
凹
筆
田
控

。
や
二
や
０
翌
打

村
や
ギ
拘
倍
や
ぷ
増

。
〉
対
や
ト
ー
ロ
や
二
や

ぃ
メデ
や
逆
巡
ぷ
ぶ
糸
神

。
や
二
や
ｏ
国

〉
Ｄ
智

対
や

。項
球
】
―
ふ
～
Ｊ
た
小
イ
】
逆
側
憶
空

。
〉
や
や
３
田

′終
心
や
役
二
雫
イ
祖

。
や
二
や
０
出
杓
く
対
連

ア
代
や

ヽ
筈
伸
ｓ
終
「
い
料

′
対
や
く
名
＜
逆
田
隠
控

（細
磐
革
目
）

。目
監
■
す
べ

。
や
ヽ
や
導
難
Ｑ
揺
虹

′
Ｄ
ほ
栄
畳
田
筆
察
揺

。憩
悪
堰
妊

。収
０
や
竪
Ｑ
□
格
日
者

。足
ぃ
鳴
や
対

り
Ｑ
対
や
３
や
く
〔
ふ
各
稲
巡
榔
承

′
０
終
窒

対
ｗ
ヽ
逆
嬉
斜
Ｇ
巌
凹
姦
悪
揺

。棋
ギ
語
瑠
冬

。
や
二
や
占
冷
や
狸
妊

′
ｓ
禅
逆
醤
つ

や

〉
将
求
拘
や

。
や
彗
終
ぶ

。
や
鳴
や
判
”
Ｇ

対
二
Ｄ
慈
や
０
字
や
Ｄ
堰
て
電
８
６
′壇

卓
和

や

。
ぐ
藍
畳
凶
筆
察
韓
】
Ｑ
足
０
艘
様
終
狸
壬

ぶ

理

騒

翌 小
小

十
ｋ
ト

ふ
代
い
ヽ

十
〔
レ

邸 エ

重
営

０
０
”
”
「

一
０
一一　０
「

０
０
ャ一　
卜
「

０
い
一一　
卜
「

Ｃ
Ｏ
」一
∞
「

Ｏ
Ｎ
、一
∞
由

一
Ｏ
ｈ
Ｏ
い

口
Щ

Φ
　
＼
側

縄
□
拒
眠
ミ
心
博
ミ
ふ
ｋ
叫
　
寸
憾



句

将
ほ
把

′
捜
キ
眠
翌

′
ぶ
峰

。
０
い
や
Ｇ
電
醐

。
〉
や
や
０

逆
”
村
Ｑ
や

′や
Ｑ
や
二
や
０
ぷ
終
苺
Ｑ
口
癌

。も
Ｇ
や
増
名
韻
Ｑ
畳

。こ
揮
増
禅
笙
「

。
や
卜
碑
裡
や
盛
窯
や
無
「

。
や

倉
報
ｓ
尊
や
岨
冬
被
寝
逆
心
―
ふ
ヽ
卜
ヽ
い
ト

０
６
〕
電
綱

′強
叫
逆
，
対
ぷ
毬

′捜
キ
眠
翌

。
や
ヽ
対

対
り
や
卜
祉
嘱
Ｗ
里
煮
田
逆
い
６
二
叶

′】
Ｑ

将
艦
単
各
悪
回
Ｇ
捜
革
眠
翠

。億
ば
田
く
慨
Ｅ

。
Ｗ
ヽ
や
拘

０
収

′
０
標
伸
缶
ｓ
牟
４
３
鳴

。
つ
い
や
ミ
珊

。
や
ミ
理
や
＃
末
卜

′ホ
〕
″
ｋ
や
心

ム

′十
Ｋ
小

′＋
小
レ
逆
ハ
ー
ふ
ヽ
ヽ
ヽ
い
ト

。
対
日
Ｑ
対
Ｗ

〔
細
鴛
】
逆
朴
く
博
ほ

′臣
難
竪
林
ミ
拘
〓
迎

ぷ

理

騒

翌
ヰ
〔
レ

小

ふ

十
〔
障

十
小
併

′十

Ｋ

小

′
ヽ

ミ

い

ヽ

小

ホ

十
小
レ

十
Ｋ
小

小
小

′
ヽ
ミ
い
ヽ

〔

【

十
〔
臣

堅 H E J

題
世

０
命
一一
寸
「

０
い
　
一十
Ｏ

０
一
　
一す
０
「

一
い　一一
０
「

〇
一
≡一
崎
「

一
∞
一一　∞

崎
章
一十
「
「

０
一
　
一一
０
「

〇
∞
一一
∞

一
一
”
崎
「

一
い
一一
卜
【

口
駅

側
【
＼
側

”
「＼
田

Ｗ一ヽ
い

い
「＼
田

約
智
抵
把

′
捜
革
眠
翌

′
ぶ
峰

。
や
ヽ
謡
軍
Ｗ
ｉ
Ｑ
逆
柿
ほ
控
Ｑ
ぷ
ぐ

′
Ｄ

碁
弄
終
封
貯
Ｑ
レ
ｋ
い
ト
ロ
コ

′ョ
竪

′
ヽ
心

か
ヽ
ふ
向

′ヨ
畳

′味
製
Ｇ
細
軽
題
相
対
躍
目

粗
マ
揺
噂
進

。収
３
】
く
ヽ

〉
ヽ
や
終

。
や
■
や
柚
Ｐ
眠
逆

和
冷
距

。
や
ヽ
や
恐
轍
Ｇ
質
伸

′饉
蜂
珊
祉
嘔

。
や
イ
餌

〉
ば
や
電

′祖
ダ
縄
鳴
進

。
〉
胆
や
ギ
３
逆
韓
縦
や
ふ
ミ

″

。
〉
程

Ｗ
心
歴
母
□
Ｈ
空
鞭

′増
足
や
ヽ

〉
ば
や
順
瑠

。３
筆
村
慈

〉
畑
笙
ふ
ミ

″

。
や
ヽ
粒
Ｑ
眠

。わ
虫
や
や
【
ン

タ
ト
Ｒ
い
ふ

。３
や

イ
祖
勺
く
対
理
担
十
代
卜

。
や
ヽ
鳴
睡
占
役
巡

。
〉
凹
や
「

。
や
卜
れ
０
眠
普
Ｇ
Ｒ
糸
篤
博
押

。
Ｏ
ｓ
や
Ｇ
電
側

′
０
筆
勺
く
対
理
終
基

。盟
受
話
曜
苺

ぷ

翠

騒

翌

＋
【
レ

′
十
Ｋ
小

■

ク
ヽ
小

十
Ｋ
ふ

ヽ
Ｒ
い
ふ

十
小
レ

ト

Ｒ

い

か

小
Ｒ
い
ヽ

′
小
小

ヽ
ヽ
Ｋ
ト
ン

′
ふ

代
い
ヽ

′
十
小
ン

十
Ｋ
小

′
ヽ
Ｒ
い

心

′
や
ふ
Ｋ
ト
レ

巴 ば E H 」4

臣
皆

０
一
≡一　０
「

０
田　一一
０
「

０
〇
一一
∞

い
０
一一
命

０
ギ
”一　一
【

０
０
ｈ
Ｏ

い
や
い　０
「

Ｏ
Ｃ
“一
一

０
”
一一
い
「

０
∞
↓一　∞

０
一
”
い
「

回
Щ

卜
　
ヽ
い

０
　
ヽ
Ｎ

０
「ヽ
い

由
「＼
ω

い
「ヽ
い
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杓
智
憶
把

′
捜
キ
眠
翌

′
Ｓ
峰

。
や
●
や
イ
毬
つ
ホ
中
″
ｋ
や
心
と

タ
ト
ミ
い

ヽ

。
や
イ
報
や
や
貯
加
言
や
革
や
選
ほ

。求
ニ

】
ゃ
０
４
神
酷
卜
Ｑ
十
〔
レ
収
く
理

。
０
い
や

。収
Ｄ
壊
配
６
ヽ
や
ヽ
壌
料
や
皿

Ｑ
く

′お
Ｑ
や
ユ
ー
小
逆
□
ｓ
く
Ｑ
田
冬
被
嘱 ０足

二
Ｗ
Ｏ
〉
そ
二
毬
杓
く
対
理
担
十
小
レ
Ｇ
Ｋ
翠

。
や
Ｓ
笙
十
Ｋ
小

′ふ
〕
″
ｋ
や
心
と
　
′十

〔

レ

。Ｓ
，
投
二
や
イ
餌
逆
や
”
器
ぐ

。
０
い
や

。翌
０
強
慎

′
和
足
足
や
旧
景
】
運
橿

′
お

足
３
や
０
中
０
心
や
や
電
ハ
ー
ふ
ヽ
ヽ
や
い
い

０
や

ヽ
項
吐
口
Ｈ
空
田
ぐ

。
や
二
や
０
悪
区
や
配
冬

対
く
対
理
≡
口

。
や
増
】
ロ
ニ
轍
や
お
名
ｓ
申

。投
心
ヽ
ぐ

二
や
０
悪
回
逆
郎
軍
対
や
ヽ
お
牟
揺
毬
担
増
キ

ほ
翌

。投
０
〉
そ
イ
毬
〓
十
小
予

′
ホ
申
″
ｋ

や
小
二
Ｑ
終
軍

。
や
３
や
０
窓
Ｏ
Ｓ
担
小
ミ
い

ふ

。
や
二
や
イ
餌
や
イ
ト
担
十
小
ン

。
０
い
や

さ

理

騒

翌

ヽ
Ｒ
い
ヽ

ふ
代
い
ヽ

十
〔
け

ト

ミ

い

小

十
【
レ

ヽ
Ｒ
い
ヽ

十
【
ン

竪 H ば 玉

Ｅ
皆

０
〇　一す
０

〇
〇　
一一
的
「

〇
一
”
卜
一

０
い
一十
∞

０
〇
一十
０
「

一
０
一一
卜
「

０
一
“
命

回
吹

０
一ヽ
ベ

０いヽ
ベ

「いヽ
い

勺

禅
隠
把

′
捜
キ
眠
翌

′
耐
峰

。
０
６
や
Ｑ
電
田

。
や
ヽ
韓
輝
申
郷
「
Ｑ
ハ
ー
ふ
ヽ
卜
や
い
ト

。
０
い
や
Ｑ
電
悧

。こ
智
０
対
い
ヽ
イ
餌
や
騒

。
や
ヽ
ぷ
車
や

０
や
和
０
眠

′
対
Ｗ
ヽ
対
６
日
題
逆
田
く
や
―

ふ
―
コ

。３
輝
”
Ｗ
ヨ
Ｓ
４
田
冬
被
嘔
０
標
静

逆
ギ
態
Ｑ
罫
麟

。３
や
お
よ
逆
Ｑ
や
イ
毬

〉
ば

。
Ｐ
≡
∞
田
と

。ヽ

終
”
↓ハ
ー
ふ
ヽ
ヽ
や
い
い

。
Ｗ
〔

や
和
対
眠
逆
出
Ｑ
田
冬

。
〉
鳴
】
ヨ
お
各
田
冬

。
〉
程
や
０
拘
逆
旧
寮
対
均
ぷ

さ

理

騒

翌 小

小

十
Ｋ
ふ

′
十
小
併

十
小
レ

ヽ
卜
Ｋ
ふ
臣

十
小
併

十
小
け

ヽ
卜
Ｋ
ト
レ

ふ
ミ
い
ヽ

十
小
レ

ふ

代

い

ヽ

ヽ
長
心
ヽ

′小
ホ

十
小
レ

タ
ヽ
小
Ｋ

ト
レ

タ
ヽ
Ｒ
い
（

巴 E ば J

Ｅ
世

０
∞
一↓
∞

０
∞
一一
０
「

一
０
一一
０
「

０
”
一十
∞

０
一
≡一
０
【

０
〇
一一
「
一

０
一
”
卜
「

０
一
一十
０

０
一
”
【
【

０
一
一一
卜
【

口
Щ

０
「ヽ
い

卜
「ヽ
い

∞
「＼
穏
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対
や
ほ
空

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
に

。
や
ヽ
や
粒
０
収
】

ｏ
毛
Ｅ
逆
純
６
理

。
〉
９
や
い
や
か
―
ふ
ヽ
ヽ

。悪
ば
増
倒
や
田
く

。
や
３
や
０
窓
担
十
Ｋ
小
対
禄
様
Ｇ
心
ミ
い
ハ

。
６
革
●
瑠

′や
Ｇ
や

貧
報
て
毬

′】
柚
】
Ｐ
ヽ
増
逆
ほ
卜
拘
逆
旧
寮

や
革

。殺
６
ヽ
や
二
や
や
各
〔
や
聾

。
０
６
や

。
や
誉
判
や
３
渋
〓
十

ｘ
ふ

。ホ
伸
や
３
翌
足
や
旧
寮
】
運
橿
や

（益

ば

′輯
）
や
ム
ふ
Ｑ
〓
〔
ｂ
く
さ
や
心
―
ふ
ヽ

卜
ヽ
い
卜
Ｇ
益

′ぷ
収
て
餌
ｓ
照
―
や
十
小
け

。
や
ヽ
林
ム
ヘ

逆
と
や
Ｑ
ｋ
Ｇ
十
Ｋ
卜

。悪
区
退
田
】
収
智
０

。に
冬
ｐ
田
く

。
対
り
Ｇ
対

足
ヨ
く
拘
〉
収
各
ヨ
撃

′ヨ
畳

′
ヽ
心
か
ふ
ふ

同

。
Ｓ
増
帥
韓
蝶
投
細
筆
思
想
ｓ
ヽ
く
拘
〓
却

。
収
Ｇ

”
０
や
０
ヨ
ニ
瑠

′
や
Ｑ
翌
３
や
く
モ
】
田
そ

ぶ

廻

項

翌

様
様
ふ
ミ
い
ヽ

ふ

代

い

ヽ

辛
【
レ

や
小
レ

選 J ば

題
皆

０
的
一一　寸
【

一
”
一一　０
「

Ｃ
命　一̈
∞

０
的
一一
〇

０
”
一一
０
一

０
〇　一一
∞
【

〇
的
一一
い
「

一
い
≡一
０
「

田
駅

∞
田＼
酎

勺
禅
隠
把

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。
や
０
４

や

ヽ

ミ

い
ヽ

′
や

柚
や
ヨ

８
４
皿
く

。
や
登
終
睦

。求
和
Ｗ
ョ
ぶ
牟
皿
冬

。
ぐ
鳴
や
順
ば
つ
や
対

′各
や
二
ゃ
卓

空
笙
題
国
対
押
苺
台
収
Ｇ
に

。
（や
さ
４
逆
飛

ヽ
ぶ
会
〓
ヽ
）
収
ｏ
”
Ｄ
や
イ
ｄ
や
イ
ヽ
や
駅

延
十
Ｋ
小
Ｑ
く
理

。卜

〉
そ
イ
ｄ
空
騒
Ｑ
田
橿

。足
い
矩
〉
禅

て
毬
的
く
対
避
起
十
代
卜

。
や
ヽ
Ｋ
ト
ン
⑥
辛

Ｋ
ふ
③
ふ
中
″
Ｘ
や
心
と
③
ヽ
ミ
い
ふ
⑥
十
〔

膨
○
起
単
Ｑ
持
壊
Ｑ
騒
Ｑ
や
市
ぐ

。収
台
報
イ

餌

〉
や
ｏ
拘

′
対
や
ヽ
終
Ｄ
拘
や
騒

。
０
い
や

。
■

拘

】

旧
寮
や

（Ｑ
つ
３
粒
Ｘ
ｓ
将
る
）
革
Ｑ
十
Ｋ
小

。
や
て
収
韓

細
超
翌
Ｑ
や

。
ｓ
鳴
ｓ
窓
翌
十
Ｋ
卜

。
０
い
や

。役
６
ヽ
製
Ｄ
卓
林
く

。３
筆

０
加
０
眠

′条
や
誉
襲
対
６
導

，々瑠
や
中
心
培

。
や
■
ぶ
祢
翌

二

′
粒
る
ｏ
も
対
〔
代

小
衣
や
軍
組
や
連
橿
恒

ヽ
い
い

。
や
矩

〉
や
答
Ｓ
く
名
求
田

。
や
寓
や

二
十
卜
収
二
】
０
４
４
逆
か
―
ふ
ヽ
ハ
ヽ
い
ト

ぶ

製

騒

翌
十
小
レ

ヽ

Ｒ

い

ト

＋
Ｋ
小

ヽ

ミ

い

ヽ

十
小
ン

盟 ば H

題
皆

０
一
“一
”
【

０
い
”
卜
由

０
一
”
∞

０
い
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０
「

一
∞
”
∞

０
一
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０

０
∞
”
０
「

一
０
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”
「

回
Щ

「
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い
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い
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い
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対
将
ほ
把

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。
や
く
逆
田
４

。■
ぷ
起
ヽ
か
ヽ
Ｋ

′各

や
イ
ｄ
や
ヽ
Ｒ
い
ふ

′十
ヘ
ト
ふ

′中
申
レ
■

。
０
冷
や

。翌
う
や
Ｏ
Ｎ
堅
く
れ
〉

収

。足
て
毬
監
組
避
十
小
レ
収
ミ
叶

。
つ
い
や

。収
二
や
ぃ
ぷ
連
ヽ
Ｒ
い
ふ

′】
”
代
転

。と
や
二
】
イ
ｄ
笙
申
〕
レ
挙

。
や
く
逆
田
冬
）
〔

′糸
や
ヽ
報
区
】
ゃ

樹

′ぷ
足
イ
毬

。
や
て
毬

〉
や
ゃ
拘
や
十
【
レ

。
（や
“
い
ＩＪ
ｇ

“
ヨ
）
に
き
や
田
冬

。
や
〉
】
ヨ
お
４
田
冬

。
や
イ
怒

〉
や
ｏ
地
中
十
【
ン

。嘔
苺
や
田
冬

′
対
増
足
０
二
毬
も
ヽ
い
０

Ｓ
や
十
卒
レ

。
Ｗ
お
や
去
控
Ｑ
Ｏ
い
や

′や
Ｇ

二
将
て
報

〉
畑

′差
ふ
代
六
Ｋ
心

′
Ｗ
〕
ン
学

蕊

理

悪

翌

ヽ
Ｒ
い
ヽ

十
小
レ

や
ヽ
卜
ふ

′
心

ミ
い
ヽ

′
十
〔
レ

】
】
レ
■

＋
小
レ

や
ヽ
卜
ふ

十
【
レ

ヽ
Ｒ
い
ヽ

十
■
け

十
小
ン

盟 ■ E H ば 叫

運
営

一
の
一一
一
Ｈ

０
一
一一
〇

０
一
一一
０
「

０
い
ｉ一
ト

０
一
≡一
∽

０
〇　一̈
０
「

回
収

一”
＼い

∞
い
ヽ
い

的
禅
照
理

″
捜
キ
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。博
田
部
翌

。
や
二
や
イ
ｄ
や
十
〔
レ

。悪
区
退
田
】
足
将
も

。
や
３
】
イ
ｄ
Ｄ
ヘ

。収
イ
餌
や

′、
Ｒ
い
ヽ

′や
杓
や
ヨ
さ
４
田
冬

ガ
，
筆
イ
毬

〉
畑
空
心
代
ム
Ｋ
心

。
や
０
会
や
区
率
Ｇ
十
小
レ
Ｑ
無
理

。世
尺
叶
中
十
■
レ

′常
Ｇ
や
ニ

Ｗ
中
ヽ
ｓ
）
収
逆
ば
ヽ
や
ゃ
料
や
基
巡

′や
０

対
い
ヽ
イ
毬
や
艦
Ｑ
や
小
レ
や
３
】
ｏ
ぷ
逆
韓

「
明
Ｑ
Ｋ
翠

。
６
”
Ｄ
や
イ
毬
韓
組
担
十
〔
ン

。
（や
市
や
拘
８

一
資
）
収
モ

′報
区

。
や
イ
ｄ
や
十

ヽ
卜
ふ
逆
悪

。
や
イ
ｄ
翌
思
ぃ
賦
や
ヽ
代
い
ふ

】
粒
や
ヨ
な
る
Ш
冬

′
母
や
ヽ
ｋ
Ｄ
拘
逆
旧
寮

尽

翠

騒

翌
十
〔
レ

十
ヽ
卜
ふ

や
小
ヽ
Ｋ

ふ
Ｒ
い
ヽ

小
Ｒ
い
ト

ハ

Ｒ

い

ヽ

ふ
代

六
Ｋ
心

十
小
レ

′
十
Ｋ
小

十
小
レ

十

ヘ
ト
ふ

】
申
レ
■

′
ふ
Ｒ

い
ふ

′
ヽ
ハ
息
Ｋ

堅 E ば

延
皆

０
∞　
”
∞

一
０
”一
〇

０
０
一一
０
「

０
〇
一一　∞
【

Φ
一
一一
一
【

０
０
”一
∞

０
〇
一十
「
【

一
０
一一　命
一

一
０
　̈０
高

口
駅

い
Ｎ
＼
い

０
国ヽ
Ｎ
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的
縛
ほ
饗

′
捜
革
ほ
翌

′
編
に

メ
，
終
て
ｄ

ｓ
延
字

′空
中
中
ン
や

。
や
二
や
い
０
会
０
ヘ

や
ふ
Ｒ
い
ふ

′】
３
や
イ
餌
や
て
ヽ
や
十
■
レ

′室
東
祭
ｄ
軽
Ｑ
【
Ｈ
足
眠
叶
口
昔

。０
い
や

翌
≡
０
′霜

稲
田
進

。
対
り
Ｑ

母
３
ヽ
名
心
理
製
苺
申
い
韓
村
村
Ｇ
り

′や
Ｑ

や
二
】
Ｄ
Ｒ
烈
終
田
苺
】
日
営
怒
報

。
や
ヽ
謡

軍
逆
丘
凹
革
田
控

′】
二
い
逆
饉
邸
Ｑ
Ｈ
対
伸

。
や
ヽ
神
導
さ

４
田
く
や
―
ふ
Ｉ
Ｊ

。
ぐ
増
字
や
咽
睡
Ｑ
題
悪

膨
Ｇ
投
二
ぶ
震
ゆ
拘
轍

′】
揺
寧
特
長
型
Ｑ
梱

せ

。
や
０
名
や
十
く
小

′】
村
Ｗ
ヨ
お
４
田
ぐ

。役
い
ヽ
空
く
襲

０
毛
お
革
や
い
い
や
鳴
】
３
ぷ
翌
田
く

。
や
鳴

】
増
や
へ

′
ｓ
ヽ
つ
い
３
筆
噂
Ｑ
盟

。０
い
や

。
や
３
や
く
増
や
ト

ー
ふ
ヽ
卜
や
ヽ
卜

。
や
牟
態
る
題
増
Ｑ
林
六
ふ

ぶ

翠

騒

翌
十
小
レ

十
小
レ

十
Ｋ

小

′
や
ヽ
Ｋ
ト
レ

タ
ト
代
い
ヽ

′
＋

ヽ
卜

′
十
Ｒ
【
Ｊ

十
ヽ
卜
ふ

十
小
レ

ヽ
Ｒ
い
ト

十
代
〔
コ

や
本
レ

竪 E Ц

題
普

０
〇
一一　∞

０
い　一一
∞

〇
い
一一
い
「

０
一
　
一一
〇
【

一
∞　
一十
〇
虫

０
〇
一十
∞

一
０
一一　い
「

〇
∞　一一
０
「

口
Щ

崎
　
＼
∞

Ｃ
　ヽ
∞

約
樽
隠
犯

′
壇
キ
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。
や
ギ
牟
璽

対
収
二
Ｑ
楽
Ｒ
寒
ｓ
智
４

′
対
や
て
試
対
田
部

網
球

。
や
鳴
や
く
て
３
収
各
投
球

′
逆
Ｇ
や
態

モ
崎
ヽ

。ほ
栄

′
貧
求
Ｇ
目
難
終
監
凹
郊
察
揺

。
や
二
】
Ｄ
匝
モ
や
田
冬

。
や
二
や
Ｇ
ぷ
Ｄ
へ
終
小
ミ
い
ヽ
空
騒
Ｑ
田
橿

。
や
二
や

や
柿
ｓ
↓
収

′や
基
橿
や
駅
Ｑ
韓
「
増
Ｑ

（Ｋ

翠
）
十
Ｋ
小

′
ｓ
投
く
会
や
や
ヽ
卜
ふ

′牟
Ｑ

二
智
ｓ
喪

′終
十
〔
レ
収
Ｏ
Ｋ
Ｄ
拘

。
０
６
や

。
や
ヽ
ミ
瑠
や
Ｇ
禅
６
ヽ
二
投
“
餌
や
や
【
け

。悪
ば

′“
冬
や
田
冬

。
〉
投
足
３
Ｗ
も
や
い
整
逆
豊
凹
お
田
控

。
や
く
里
田
冬

〉
禅
つ

”

。収
て
ｄ
ψ
〔
や
十
小
け

′
や
り
対
足
尺
姉

や
ヽ

。
や
二
】
ｏ
ぷ
Ｏ
Ｓ
名
ヽ
代
い
ヽ
Ｑ
□
橿

。
や
ヽ
嘔
本
や
田
ぐ

。
や
ミ
叶
】
Ｄ
Ｒ

瑠

′終
や
二
Ｗ
ゅ
ぷ
名
二
役
終
｛
Ｈ
収
求
叶
群

ぷ

理

苺

翌

ふ

ミ

い

ヽ

十
ヘ
ト
ふ

十
小
予

十
本
レ

十
ヽ
卜
ふ

ヽ
ミ
い
ふ

＋

ヽ
卜

ふ

十
〔
け

ヽ
代
い
ヽ

十
■
予

ふ
Ｒ
い
ふ

Ｗ
中
ン
ト

竪 E ば E

臣
普

０
い
一一
寸
】

０
０
“
一
】

０
〇　一一
∞

Ｏ
ｍ　十一
∞

０
一
一一
「
「

〇
一
市
∞
【

０
０
「
０
「

０
一
一一
∞

Ｏ
ｍ
一一　卜
「

□
Щ

゛
　ヽ
い

∞
　
ヽ
ｍ

や
　ヽ
い
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約

将
隠
理

″
捜
キ
眠
翌

′
ぶ
峰 。足

ぃ
田

。
（申

ヽ
Ｒ
ふ
）
に
モ
悪
区
膨
田
く

。
や
イ
餌
逆
）
ヽ

。
Ｗ
３
】
Ｄ
硬
モ
や
田
く

。
や
二
）
ｏ
豊
終
睦

。こ
轍

″趣
器
ぐ

。足
ミ
毛
ｓ

対
輯
細
起
い
い
和
Ｄ

。足
二
】
Ｄ
製
お
逆
引
Ｑ

や

′
０
４
ｓ
革
く
名
二
缶
や
い
ぶ
れ
０

。
や
〉

や
ヨ
お
牟
回
４

夕
ぐ
り
対
求
３
や
Ｄ
や
０
や
や

。
や
二
】
て
毬
申
十
小
ン

。
や
く
世
田
冬

〉
縛
，
電

。わ

〉
い
て
毬
杉
〔

空
ふ
代
い
ふ

。
〉
い
や
６
や
外
―
ふ
ヽ
卜
や
い

卜
対
↑
ね
ぶ
る
群

。
や
名
「
い
消
膨
ど
檀
選
巡

。
や
増
蜜
て
ｄ
や
十
ヽ
卜
ふ

）
■

。３
つ
ぶ
翌
３
わ
終
る
軍
や

。
〉
０
や
い

。嘔
寒
】
田
冬

や
ミ
小
Ｊ

。
や
二
や
て
毬
指
組
担
十
■
ン

′
心

代
い
ヽ

′や
ヽ
卜
ふ

。
や
３
ゃ
や
電
糸
博
Ｑ
ほ

′や
睦
Ｑ
部
昔

。
や
二
や
ヨ
ｓ
毛
田
く
逆
や
ヽ

ぷ

翠

騒

翌

ふ

代

い

ヽ

十

卒

障

十
ミ
小
Ｊ

十
小
障

十
【
レ

十
長
小
Ｊ

ヽ
Ｒ
い
ふ

ヽ
Ｒ
い
ハ

′十

代
ト

タ
や
ヽ
ト
ヘ

盟 叫 ば

題
普

０
章
　
一一　
ト

〇
∞
一一
卜
「

０
〇
一一
∞

０
い　一一
∞

一
０
“一　一
「

一
一
一一
い
「

Ｏ
Ｃ
一一
０
「

０
い　一十
ト

田
Щ

∞
　
＼
ｍ

０
　
＼
ｍ

０
「＼
”

杓
将
鑑
理

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。
（く
Ｑ
く
Ｃ
足
●
】
Ｄ
餌
軽
翌
マ
「
′や

心

役
十
〔
レ

′終
投
倉
禅
へ
連
引
Ｑ
盟

。
つ
や
や

。翌
増
報
イ
佃
ｓ
ヽ

増
逆
）
卜

′
対
ホ
細
】
旧
寮
や
終
困
選
３
粒
く

。
〉
や
Ｗ
Ｄ
対
ｏ
や

卓
く
】
田
く

。足
Ｄ
堅
誌

′
Ｄ
伸
悪
）
卓
韓
ｓ

笹
″や

ど
自
困
目
監

。孫
樹
Ｋ
娘
終
困
×
ヽ
い
ヽ

日
ふ
や
レ
富
ず
営
臼
ハ
″
ふ
範

′察
樹
卜
遂
モ

罵
翠
心
“
卜
よ
い
。ほ

犯
や
ヽ
逆
畳
凹
郷
田
控

。こ
禅
イ
毬
担
小

Ｈ
Ｇ
翌

′逆
Ｑ
や
二
】
Ｄ
〉
そ
イ
餌
逆
十
〔
レ

足
尺
や
係

。
〉
い
や
い

夕Ｗ
加
】
ヨ
Ｓ
る
田
冬

。
や
求
掛

″や
Ｑ
智
字
０
〉
字

０
〉
る
い
い
や
３
や
二
つ
逆
醐
く

。
や
ヽ
悪
区

′
ｓ
く
逆
田
冬

′や
て
報
申
十
小
レ

〉
中
●
拘

。
ぐ
々
，
”
品
明
′
マ

０
ぐ

３
や
卓
電
名
旧
碧

′】
い
ヽ
製
●
豊
各
睦
博
讐

や
制
や
ヨ
お
毛
酎
冬

′
お
投
二
や
０
や
０
６
中

。
会
，距
ｏ
旺
）
足
と
】
０
や
暉
や
母
Ｑ
皿
冬

ぶ

翌

騒

翌
辛
〔
ド

。
〉
や
や
０
翌
”

”
Ｇ
や
や
Ｑ
つ
足

尺
叶
田
昔
延
ヽ
代

い
ヽ
対
十
Ｒ
〔
Ｊ

十
Ｋ
小

′十
■
け

単 J J

題
普

０
〇
一一
∞

０
い
一一
∞

０
一
一一　∞
「

０
一
一一　Ｃ
【

０
碕
一一
０
「

０
一
“
∞
一

０
い
一ト

回
駅

卜　ヽ
い

∞　ヽ
∞
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対
智
ほ
把

′
捜
キ
眠
翌

′
編
に

。
や
ヽ
横
翠
蕊
窯
や
「

。世
ゃ
将
〉
前
く
条
眠

。
や
イ
毬
や
や
ヽ
卜
ふ

′や
粒
や
ヨ
ぶ
姦
田
冬

。
〉
凹
逆
田
く
や
軍
想

。
や
二
Ｗ
Ｄ
ぷ
避
や
ト
タ
トヽ
ン

。
ｗ

３
や
て
電
や
駅
翌
十
末
卜

。翌
Ｆ
村
０
や
Ｐ
筆

里
い
ヽ
や
ヽ
や
林
六
へ
逆
田
冬
栄
ヽ
∞＼
∞
。

や

３
や
卓
電
名
岬
苺

。
や
二
】
↑
ｋ
名
睦
ｓ
４
悪

。
０
い
や

。
や
く
逆

回
く
↓
ホ

′名
や
て
投
や
や
ヽ
卜
ふ
〉
や
ゃ
拘

。
や
筆
逆
卓
や
ヽ
各
睦

。わ
り
ｏ
●
）
■

′名
や
〉
】
ヨ
ｓ
４
回
冬

。
ｗ
将
望
柳
Ｑ
ｓ
Ｏ
村
卓
や
お

０
や

イ
毬
申
十
小
レ

′や
粒
や
ヨ
ぶ
毛
田
く
毛
Ｇ
や

３
や
二
〔
為
４
智
や

′】
Ｇ
禅
ｓ
加
足
イ
毬
革

。
や
将
逆
睦
終
獅

ぶ

翌

騒

翌

（
ミ
い
ヽ

十
末
卜

′
ヽ
小
Ｋ

卜
け

′
十
ヽ
卜
ふ

ヽ
Ｒ
い
ヽ

′
十

ふ
ト
ヘ

′十
小
レ

十
代
卜

′
十
卒
レ

盟 ば

軍
皆

０
〇　一一
寸
【

〇
寸
十一
崎
「

０
【　一十
０
「

０
一　
一一
∞

０
【　一一
∞

０
〇
一十
０
「

０
一
”
側
【

一
０
一一　
∞
「

０
一
”
寸
「

０
一
”
０
「

回
Щ

「「＼
∞

ω
【＼
命

勺
智
隠
空

′
捜
革
艦
撃

′
Ｓ
ｔ

。二
将
３
】
“

ｄ
４
Ｄ
Ｄ
へ
担
十
末
卜

。
や
る
Ｗ
Ｄ
ぷ
Ｏ
Ｓ
空

０
い
や
Ｑ
電
ハ
ー
ふ
ヽ
卜
ヽ
い
ト

。
や
イ
ｄ

〉
や
ぃ
拘

。
や
く
逆
皿
そ

。や
り
ぃ
も
杉
卜

′終
や
〉
や
ヨ
お
４
田
冬

。わ
り
，
６
収

市

′各
卜
殺
や
思
ｓ
各
田
冬
Ｖ
二
題
や
ほ
Ｑ
く

。収
ゃ
役
匝
Ｈ

二
轍

′連
回
ぐ

。足
倉
投
て
ｄ
↓
卜
や
十
【
レ

。足
イ
毬
精
組
笙
小
Ｈ
足
求
叶
口
普

。足
貧
報
て
電
中
小
Ｈ

。
０
い
や

。こ
筆
Ｓ

名
軍
世
や
二
逆
田
′マ
や
”
対
Ｑ
り
日

。
や
二
】

ミ
襲

′】
ふ
―
ふ
ヽ
ハ
や
い
卜
対
ぃ
い
な
４
革

。足
和
や
ヨ

′糸
紀
３
】
０
悪
区
】
田
冬

ぶ

理

電

翌
や
小
レ

■
ヽ
ト
ヘ

十
〔
レ

′
ヽ
ミ
い
小

′
十

代
卜

′
十
ヘ
ト
ふ

ヽ
Ｒ
い
ふ

′
や

ヽ
ト
ヘ

′中
小
レ

尊 ば

題
士

Ｃ
Ｏ
一一
∞

い
一
一一
∞

０
”
一一
∞

０
０
”　”
「

〇
”
十一
ギ
「

０
寸
一一
い
「

一
０
”
∞

０
”
一一
「
「

０
一
”　ｍ
「

田
Щ

０
「＼
”

Ｈ「ヽ
い
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対

智
暗
饗

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

。
や
く
逆
皿
く

。足
↑
”
Ｄ
や
て
電
や
や
小
レ

。
や
増
喪
て
怒
逆
）
革

。
や
く
逆
田
冬

′
二
村
０
や
イ
投
申
十
【
レ

。
や
イ
餌
逆
杉
卜
や
ヽ
ミ
い
心

。
０
い
や

。こ
筆
３
や
て
怒

〉
細
空
中
Ｋ
小

。
ぐ
〔
旺
冬

ｓ
く
逆
田
冬
ぷ
Ｑ
や

。
や
驚

′
柚
楔
足
や
旧
智

や
選
橿

′
む
収
持
や
Ｐ
四

′貧
収
ｗ
貧
る
選
や

い
提
Ｇ
運
ぷ
や

。い
準
二
将
〉
把
て
ｄ
ｓ
村
鳴

。名
襲

′】
和
や
ヨ
ぶ
姦
田
ぐ

。
で
ヽ
ｗ
ｓ
糸
ｓ
る
や
軽
ｑ

′】
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ｉ
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Ｑ
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Ｏ
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３
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０
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Ｑ
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０
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３
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０
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６
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ヽ
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Ｗ
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４
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Ｗ
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０
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Ｑ
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０
６
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３
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３
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０
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収
二
ｓ
条
「
お
料

】
占
殺
革
巡

。３
４
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＋
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Ｑ
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収
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Ｑ
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０
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０
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６
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０
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０
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ｐ
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Ｇ
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Ｗ
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Ｑ
３
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６
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Ｑ
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収
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Ｑ
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二
い
ｏ
〉
終
増
対
弾
）
も
桁
竪
革

。
や
二
】
０
対
Ｏ
Ｗ
堂
Ｏ
Ｓ

。
や
ニ

や
Ｐ
智
〉
電
対
ｏ
）
ｓ
ヽ
口
讐

′起
聖
奏
Ｑ
邸

ガ
，ば
榊

Ｈ

ｐ
や
市
ぐ
糸
口
ぐ
笹
捜
革
Ｑ
基
ぷ
鞭

。
ｗ
電
や

ミ
ー
ト
ト
ト
Ｈ
卜
対
郷
想
逆
十
小
レ

。
０
い
や

。
（や
村
や
拘

言

”
再
）
や
二
や
く
襲
や
か
―
ふ
ヽ
ハ
ヽ
い
ト

。
や
イ
怒
や
小
Ｒ
い
小

′や
和
Ｗ
ヨ
さ
４
田
く

。虫
Ｈ
担
捜
キ
Ｑ
竪

。製
加
や
ぃ
ヽ
壇
対
や
二
】
０
や
０
６
や

。
や

二
】
ば

′４
３
禅
終
【
Ｈ
Ｗ
和
】
ョ
ｄ
毛
Ш
冬

や
３
や
０
や
和
対
眠
逆
ｋ
Ｑ
ホ
中

″

ｋ
持
心
と

。
や
剣
や
ミ
ー
ト
ト
ト
、
卜
対
郷
導

。足
３
や
イ
ｄ

〉
や
ぃ
拘
お
４
十
ヽ
卜
ふ

ぶ

理

騒

翌
十
【
レ

十
ヘ

ト
ふ

′
小
ミ
い
ヽ

＃
〔
レ

十
ヽ

卜
ふ

′
ヽ
ミ
い
ふ

十

Ｋ

ト

ヽ

ミ

い

ヽ

十
小
レ

ふ
長
い
小

や
ヽ
卜
ふ

盟 ふ J

題
世
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対
軍
憶
把

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
に

。
や
二
や
く
襲

′や

。事
く

′笙

各
Ｑ
翌
３
督
神
や

。収
二
や
３
彗

′
や
日
対
足

う
や
０
や
ぶ
揮
Ｑ
Ｗ
部
峠
Ｑ
十
ｘ
ふ

′】
電
側

。収
Ｄ
対
つ
逆
田
精
Ｇ
対
，

′や
ミ
”

擦
対
ぃ
字
や
や
ｘ
ふ

。足
潟
淑
０
苦
革
や
十
六

ふ
名
ミ
小
】
代

′や
Ｑ
二
智
会
二
や
ヨ
糸
十
六

へ

′終
足
Ｄ
は
逆
ば
や
ミ
小
中
ミ
逆
）
■

。足

二
や
ｏ
牟
４
ギ
く
糸
ミ
ヽ
中
ミ
対
十
六
ふ

′や

３
や
３
鳴
終
卜
生
Ｑ
Ｓ
車
題
Ｇ
母
Ｑ
へ
―
ふ
ヽ

卜
ヽ
い
卜

′
ぶ
足
粒
や
０
噴
な
る
臣
監
Ｑ
小
Ｈ

。足
二
Ｗ
Ｏ
悪
区
や

配
く
ヽ
皆
足
村

。
や
３
】
く
襲
】
和
】
ヨ
ｓ
毛

田
く
■
口

。
や
イ
毬

〉
■
●
十
小
レ
つ
い
へ
小

。
Ｗ
３
】
イ
餌
や
十
ふ
ト
ヘ
Ｇ
口
讐

。
や
３
や

く
増

′や
中
拘
●
０

〉
字
０

〉
や
ユ
ー
小
Ｇ
田

く

″
ｓ
求
二
足
製
や
や
単
翻
Ｑ
田
冬

。
コ
◆
や

。投
心
ヽ
３
禅
”
虫
連
体
様
Ｇ
十
小
レ

ぶ

理

騒

黎

十
■
レ

′
い
ふ
小

十
ふ
卜
ふ

ふ
長
い
ヽ

十
■
け

盟 田

運
営

〇
一
一一
〇

Φ
的
　
一十
０
「

０
一
“
「
「

Ｃ
”　“十
「
出

０
一
　
一一
０
「

一
∞　
一一
∞

０
い
　
一̈
０
「

０
一
一
「
「

口
啜

命
　
＼
寸

０
「＼
寸

対
禅
ほ
把

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
に

。
や
二
や
０
な
い
足
二

。
０
冷
や

。
や
く
叶
や
卓
二
逆
韓
縦
中
禄
様
Ｑ
十
■
レ Ｏ

Ｗ

３
】
や
ヽ
ｓ
）
収
逆
照
ヽ
や
革
Ｑ
十
Ｋ
卜
ｓ
終

鳴
い
料
や
基
ぷ

′や
Ｇ
二
笹
小
Ｈ
逆
翌

。二
智

Ｄ
対
心
ヽ
イ
毬

′る
■
に
や
き
悪

ヤや
Ｏ
ｓ
投

３
４
申
二
Ｇ
Ｑ
株
媒
Ｑ
中
小
レ
足
ギ
く
逆
韓
熙

メ
，Ｈ
超
矩
К
Ｑ
題
巡

。収
増
設
て
ｑ

〉

や
ｏ
和

′
対
〔
や
０
や
０
】
Ｘ
申
組
Ｑ
＋
【
併

。収
貧
憩
イ
ｄ

′Ｖ
粒
や
ヨ
ぶ
糸
田
冬

。
０
冷
や

。収
ミ
榔
ｓ
臣
ぶ
役
Ｇ
つ
や
二
】

ギ
煙
や
い
い
加
Ｄ

′基
Ｑ
Ｏ
い
や
Ｑ
田
く

。こ

揮
二
Ｗ
て
組
堂
十
ミ
小
Ｊ

。出
製
や
０
４
０
ヘ

担
十
Ｋ
小
対
十
本
け

。足
て
ｄ

〉
叫
〓
ふ
代
い

卜

。
や
電
や
ミ
ー
ト
ト
ト
、
い
『
軍
ぷ
逆
小
Ｈ

。投
イ
ｄ
や

′、
ミ
い
ヽ

二
縛
０
つ
加
Ｅ
ば

′や
Ｑ
や
３
や
卓
や
０

′糸

や
３
や
ｏ
ぷ
ｓ
や
毛
糸
【
Ｈ
Ｑ
田
に

。
０
６
中

ぶ

翠

騒

翌
十
ホ
レ

十
〔
臣

や
ヽ
卜
ふ

十
〔
予

や
長
小

小
レ

′
ヽ
Ｒ
い
小

十
代
卜

′
＋

〔
レ

′
ヽ
ミ
い
ヽ

堅 エ ば

題
を

０
い
一一
∞

一
０
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０
マ
”
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〇
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対
智
照
理

′
捜
革
眠
翌

′
Ｓ
に

。収
う
や
イ
翌
や
ヽ
代
い

。
や
貧
つ

二

′や
Ｏ
ｓ
投
０
革
３
瑠
０
へ

′膨
Ｑ
３
禅
心

潟
つ
や
ｏ
く
世
ト
ー
ふ
ヽ
ハ
ヽ
い
卜

。
つ
い
や

。
や
●
や
０
悪
区
ｓ
く
遭

田
冬

′】
イ
毬
Ｄ
Ｓ

。収
で
組
増
叶
や
十
小
レ

。
収
イ
餌
逆
料
や
ｈ
ふ
ヤ
小
ふ
笹
小
Ｈ
Ｇ
悪

。足
や
】
求
叶
弾
ｈ
ふ
ヽ
小
ふ
ｓ
各
Ｒ
ふ
当
ヽ

。収
イ
ｄ

〉
ヽ

′終
求
ゃ
役
Ｑ
，
３
拒
や
ヽ

長
い
卜
収
二
や
や
ぶ
０
逆
終

′
つ
甚
難
逆
資
革

。収
二
や
０
や
く
ヽ
紀
収

Ｑ
く
れ
〉
足
逆
田
冬

。
や
ミ
ミ
ｓ
富
や
ミ
精
や

３
】
ギ
ミ
申
区
や
い
い
粒
Ｏ
Ｑ
田
冬

”
０
６
や

。求
ゃ

智
逆
い
ヽ
せ
て
ｄ
や
く
蛍
や
６
理
Ｑ
軽
駅
撫
ｓ

ヽ
韓
盛
撃

。足
イ
怒
や
十
ヘ
ト
ふ
対
ト
ミ
い
ヽ

ぷ
Ｑ
〕

′Ｗ
て
報
や
報
神
Ｑ
十
Ｘ

″
将
叫

。
ｓ

村
０
や
０
ヨ
ニ
瑠

′遭
Ｑ
収
二
】
く
本
ｐ
田
冬

ぶ

翌

騒

翌

や
心
Ｋ
ト
ン

韓
蝶
ヰ
小
レ

ヽ
小
Ｋ
ト
ン

ｈ
ホ

ヽ
小

ふ

ハ
長
い
ト

い
ふ
小

ヽ
Ｒ
い
ト

十
衣
ト

や
ヽ
卜
ふ

ふ
Ｒ
い
ヽ

い
ふ
小

（
。

や
割
や
ミ
ー
ト

ト
ふ
Ｈ
体
）
十
ｋ

″

単 ば J

霊
せ

め
】
”
０
「

Ｏ
ｍ　一一
∞

一
一
一一
の

０
〇
　
一̈
０

０
一
”
０
「

０
一
一一
Ｗ
「
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Ｗ
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章
【

０
〇
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回
頃

∞
「
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寸

い
【
＼
マ
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寸

知
智
ほ
裡

′
捜
芸
ほ
翌

′
Ｓ
に

。名
料

〉
ヽ
や
ヨ
お
各
配
ぐ

′名
い
ぐ

投
や
鳴
つ
と
コ
収
和
Ｗ
ゃ
智
逆
４
字
理
終
媒
順

。足
ぱ
４
３
甚
′忘

〉
点
汁

′や
Ｑ
や
二
】
ギ
電
や
区
各
い
い
和
Ｄ

。収
て
ｄ
翌
慕
轄
や
十
Ｋ

″

。投
心
ヽ
や
れ
虫
各
Ｒ
Ｑ

ヽ
Ｒ
い
ヽ

′各
や
る
】
イ
怒
つ
小
小

。
０
い
や

。役
６
ヽ
や
軍
逆
転
対
や
３
逆
〉
増
名

十
六
ふ
や
二
”
一い
―
ふ
Ｇ
趣

。わ
基

〉
ば
や
ヽ

。
０

い

や

。
Ｗ
二
や

イ
報
神
よ
Ｑ
駅
収
や
捜
逆
卜

′
ｓ
ヽ
Ｑ
つ
足
０

や
０
や
早
照
や
革

。
や
て
ｄ
や
く
政
や
い
ふ
〔

。
や
鳴
各
駄
墳

や
〉
や
ｏ
難
ミ
拘
〉
足

′】
Ｑ
二
将
て
ｄ
る
０

革

Ｈ

′里
Ｑ
ぐ
柏
い
二
毬
革
ギ
ー
∞
空
十
ヽ
ト

ふ

ダ
，
筆
イ
ｄ
空
十
代
卜

。足
イ
ば
や
や
ヽ
ト

ふ
里
巡

′
や
へ
や
い
へ
小
逆
悪

′て
想
中
心
ミ

い
か
祢
村

。
ぐ
電
や
ミ
ー
ト
ト
ト
、
い
対
軍
導

卜

。
や
持
Ｗ
尺
叶
逆
ｇ
欝
柄
４
６
勺
る
や
イ
毬

ぷ

翌

尊

翌

ふ
代
い
ふ

′
十

ヘ
ト
ふ

′
＋
Ｋ

″

ハ
ミ
い
ヽ

′
小
【

ふ
Ｒ
い
ヽ

′
本
小

〔

小

い

ふ

〔

十
代
卜

′
＝
ヘ

ト
ヽ

′
ヽ
や
い
小

小
代
い
ト

堅 ば
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対
将
憶
把

′
捜
キ
眠
翌

′
Ｓ
ｔ

ガ
，想
名
庫

。
ｓ
や

。い
求
４
ｓ

〉
９
６
や
お
程
収
ぃ
く
Ｇ
終

。
〉
０
や
い
や
か

―
ふ
ヽ
ヽ
ヽ
い
卜
】
缶
て
ｄ
や
〔
Ｈ

。
つ
い
や

。
〉
や
や
つ
対
ｏ
や
や
Ｑ
役
く
り
０
も

翌
皿
冬

。ホ
ミ
逆
橿
ｗ
〔
対
逆
ヤ
日
名
捜
革
樽

照

。
や
ヽ
ぷ
申
や
Ｒ
３
ｌＪ
い
つ
や
０
投
球
ｐ
ｓ

会
終
く
寸

。（Ｆ
く
眠
導
０
日
終
）
モ
々
Ｎ目
鑑

。中
控
収
二
神
い
機
逆
４
機

。二
や
り
や
ヨ
な
名
田
冬

。嘔
本
増
倒

。
や
二
や
イ
ｄ
や
十

小
け
Ｑ
田
運

〉
的
対
Ｇ
□
村
ヽ
収
ｆ
樹

′】
ヨ

ｓ
牟
田
′マ
。収
イ
翌
精
却
翌
い
ふ
小
Ｑ
約
理
ば

。
や
る
や
イ
ｕ
つ
ヽ
代
い

小
翌
尺
叶
田
昔

。
や
イ
想
増
叶
】
ヨ
お
４
田
冬

。
ぐ
貧
蜜
イ
毬
０
玉
緯

逆
↓
ホ
や
Ｑ
や
将
杓
強

′
や
や
二
は
や
小
Ｈ
Ｇ

採
隅
覇

。
杉
４
や
二
や
里
Ｑ
駅
や
粒
】
ヨ
お
姦

田
′マ
。■

〉
０
イ
付
〓
十
ｋ

″
小
と
対
い
ホ
阿

二
や
イ
報
〓
ｈ
ふ
ヽ
小
ふ

。
ｓ
梅
０
や
０
〉
９

て
は
逆
）
革

′起
十
小
け
対
い
ふ
ホ

。
０
い
や

ぶ

理

項

翌

撫
様
い
ヽ
本

十
ｋ

材
小
と

い
ホ
ｍ

（
や
剣
ミ

ー
ト
ト
ト
ー
ト
）

十
ｋ

″

′
十
ヽ

卜
ふ

′ト
ミ
い
ヽ

′
い
ふ
小

′
十
＼

卜
ふ

′
ふ
Ｒ
い
ヽ

堅 玉

題
せ

一
∞　一一
〇

一
０
一一
「
【

一
０　一一
へ
出

一
∞
一一
い
「

０
一
”
い
「

０
一
一一　０
「

０
い　一一
０
「

一
∞
一一
一

田
Щ

崎ω＼
や

勺

禅
暗
空

′
捜
革
ほ
翌

′
Ｓ
峰

。こ
か
な
や
３
】
３
〔

各
各
将
程
却
理

。
や
二
や
イ
餌
や
０
小
代
ふ
代

。
や
二
や
イ
餌

〉
ヽ
空
十
（
予

。
や
二
】
Ｇ
ぷ
ｓ
将
る
終
十
Ｋ
ふ

。醸
部

。足
て
ｄ
や
二
轍
二
拘
ホ

′
な
把
尺
叶
や

Ｆ
鋼
や
ミ
ー
ト
ト
ト
ー
ト
逆
十
■
レ

。
０
い
や

。硬
冬
や
笹
や
Ｑ
Ｋ

。
や
さ
韓
畑
や

い
い
和
Ｄ

。足
イ
ｄ

〉
や
ｏ
拘

。
和
虫
名
暖
媒

。わ
岐
や
翠
Ｇ
十

Ｋ
小

。
い
”
０
や
て
報
杉
ヽ
笙
持
様
Ｇ
い
ホ
ロ

。
や
二
や

０
や
ｓ
ヽ
り
収

。
足
イ
毬
や
や
ヽ
卜
ふ

′
ふ
代

い
ヽ

′や
イ
ｄ
や
や
り
対
３
毛
お
艦
Ｑ
十
ｋ

″

。
や
卓
く
逆

田
そ
や
い
い
れ
０

。
（導
題
世
Ｈ
）
駆
は
導
倒

。収
い
く
！
田
く
や
台
黒
回
ぐ

役
Ｑ
将
３
と
ぃ
３
終
４
禅
程
い
つ

。収
て
ｄ
Ｄ

Ｓ
や
中
小
レ

。足
て
餌
指
細
建
対
鳴

′や
お
殺

や
二
】
０
ぷ
Ｄ
Ｓ
や
心
ミ
い
心
筆
小
Ｈ
Ｇ
田
橿

ぶ

理

事

翌
十
■
け

′
ヽ
長
い
ヽ

′
杵

Ｋ
小

夕
ヽ
小
ヽ
Ｋ

十
小
レ

中
小
げ

小

″
】
く
□
ヽ

い

ふ

小

辞
Ｇ
十
Ｋ
小

ヰ
ク
ヽ
小

′
い
ホ
同

十
ヘ
ト
ふ

タ
ト

長
い
心

′
十
ｋ

材

十
〔
レ

思 ば ば ば

題
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対
禅
照
把

′
捜
業
ほ
翠

′
Ｓ
ｔ 。

つ
い
や

。
や
イ
毬
杉
〔

。
や
剣
や
ミ
ー
ト
ト
ト
、
ト

（】
村
や
り
皆
営
）
照
区
ど
倒

。
や
３
や
０
翌
ば
や
ヽ
ふ

Ｄ
ふ
く
『
十
Ⅸ
ふ
Ｑ
ハ
ー
ふ
Ｇ
迷

。
〉
●
や
心

。
や
く
逆
田
冬

。
や
イ
ｄ
Ｗ
和

Ｗ
ヨ
ｓ
各
皿
キ

タ
対
ｗ
二
や
０
拘
逆
旧
寮
や
革

。
や
３
や
Ｏ
ｓ
栄
ｓ
足

ゃ
峰
申
ほ
０
匝

。
や
ヽ
逆
ぶ
３
収

′）
０
な
や

や
や
り
対
や
３
や
く
り
‘
Ｇ
旧
留

′基
Ｑ
Ｄ
６

や

。収
う
や
イ
毬
煮
ヘ
ヰ
代
卜
空
小
Ｈ
Ｑ
田
昔

。足
て
報
韓
ｑ
担
十
小
レ
赳
ミ
や
寄
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表5臨 床 検 査 結 果

l l )血 液 検 査

辛1 被 検血液の希釈には、ユノペット (日本ベクトン・デッキソン株式会社)使 用
*2 自 動血球計数器、セルタック (日本光電工業株式会社)に て測定
ネ3 ラ バスーパー (中外製薬株式会社)に て測定
*4 屈 折貫白計にて測定
ネ5 2月 7日 、3月 2日 、3月 27日の生化学校査値は、 ドライケムシステム (富士メディカルシステム

株式会社)に て測定

5月 8日 、 5月 9日 の生化学検査値は、VIS10Nシ ステム (大日本製薬株式会社)に て測定

② 虫 卵 検 査

2月 7日

肺虫(十十+)、 棟虫(十)、コクシジウム(十)
2月 15日

肺虫(十+十 )、鞭虫(十)、コクシジウム(十)
3月 31日

肺虫(十)

2/6 3/2 3/7 3/27 5/8 5/9
理学的性状 RBC (× 6個

/lr
Ht  (%)

Hb (g/dr)

MCV (fr)

MCH (p8)

MCHC(g/d′ )
WBC (個 /″r)

Lyn  (%)

MOn  (%)

E o s  ( % )

B a S  ( % )

S t a b  ( % )

S e g . 2 ( % )

S e g . 3 ( % )

S e g . 4 ( % )

S e宮 . 5 ( % )

6.82

18

8 , 9

26.4

13.0

49.2

2475

66.0

0 . 0

0。0

0 . 0

0 . 0

1 . 0

8 . 0

18,0

7 . 0

2.60'

12.5'2

9 . 4

48.1

36。2

75。3

lU.4b

25

7 . 6 ' 3

23.9

7 . 3

30,5

5270

64.5

0 . 0

3 . 0

0 . 0

0 . 0

9 . 0

12.5

8 . 5

2 . 5

12.60

35

27.8

77.0

0 . 0

20

0 . 0

0 . 0

6 . 0

12.0

3 . 0

0 , 0

35

11.4

77.0

0 , 0

3 . 0

0 . 0

0 . 0

0 , 0

8 . 0

12.0

0 , 0

69.0

0 . 0

1 . 0

0 . 0

0 . 0

12.0

15.0

3 . 0

0 . 0
態

力

状

能

養

謝

栄

代

Glu  く 噂/dr)
T P  ( g / d r )
A l b ( g / d r )
TChO(Dg/dr)
TC  (Dg/dJ)
Ca  (配 /d2)

99

5 , 3

3 . 3

51

36

11.3

4.9'4

U4

5 , 7

3 . 2

70.2

13.3

肝 機 能 TBil(噂 /dr)
AlP (I.U./〃 )
7  G T P ( I . U . /〃)
G O T  ( I . U . /〃 )
G P T ( I . U . /夕 )
L D H  ( I . U . /夕 )

1 . 5

110

158

41

0 , 7

458.3

86。9

155

21

腎 機 能 Cre (Dg/d2)

BUN (Dg/dr)

UA  (IP/dめ

0。4

28.0 13.8'3

そ の  他 A m y l ( I . U . /夕 )
C P K  ( I . U . /夕 )

550.8 550.8

亦皿球へのタイレリアの寄生

寄生がみられた赤血球数 (1000個中)
6
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写真 1 (上 )

救護直後のニホンカモシ
カ幼獣
(1993. 2. 6)

写真 2 (中 左)

1 点 満をうけるニホンカモ
シカ幼獣
(19 9 3 .  2 .  6 )

写真 3 (中 右)

1 点 滴終了後、餌を食べる
― ニ ホンカモシカ幼獣

(19 9 3 ! ! - 2 .  6 )

写真 41(下 )|十■

|1点着をち,とニホンカモ
シカ幼獣 ‐ ヽ

| |(■
9933 2,t7)
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神奈川県立自然保護センター報告第 11号

神奈川県におけるカワセ ミ類、フクロウ類、およびキツツキ類

6種 の生息状況について 131

有馬征二十.野口光昭
ネ

DistHbution of 6 sPecttS Of Kingisher,owi and Woodpecker

in Kanagawa Prefecture(3)

Seiii ARIMAキ and Mituaki NocucHI・

1まじ め に

県立自然保護センターでは、神奈川県の自然環境を知る上でも、また県民に自然保護思

想の普及啓発を図るために、 1983年 以降 5年 毎に生息調査を実施 している (塩沢ほか

1984、 古内ほか 1989)。 今回第二回の調査を行ったので、その結果を報告する。

調 査 方 法

この調査は、 1998年 7月 から同年 9月 にかけてアンケー ト調査方式により行った。調

査の対象は神奈川県在住の鳥獣保護員、自然観察指導員、自然公園指導員、野鳥の会神奈

川支部会員、愛鳥モデル校、平塚市博物館、横須賀市博物館、横浜市自然観察の森、箱根

強羅公園、および県機関職員等で、 447名 にアンケー ト調査票 (図1)を 送付 して、過

去 5か 年のカワセ ミ・ヤマセ ミ・アオバズク・フクロウ ・アオゲラ ・アカゲラの確認状況

を回答 してもらった。回答は、該当する記号を○で囲む選択式と記述式を併用 した。

回収 した調査票は調査対象の種類および市町村 (区)別 に集計し、メッシュ単位で生息

分布図を作成 した。メッシュ図は神奈川県の 10万 分の 1の 地形図を、東西約1.43血、南北

約1.15 1anに区分 したもので、メッシュの数は神奈川県全体で1,660個(以後総メッシュ数

と呼ぶ)で ある。

なお、 1984年 の調査を第一回調査、 1989年 の調査を第二回調査、第二回調査を今

回と呼ぶことにする。市町村 (区)の 位置を図 2に 示す。

43

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



44

表1.調 査票
1 .カ ワセミ
(1)象奎季督韮讐茫る督名騨培雫!本!!1県内でヵ_2セミを確認しましたか。

さい。   ~

◎書ききれない場合は、裏面へお書き下さい。

筋 :      _

墜 : 電話7fキ :

ア.確 認できた   イ .確 認できない   ウ .ゎ からない

東京湾

横浜地区

湘南地区

相模湾

西湘地区

図2 神 奈川県の市町村 (区)別 配置

横須賀三浦地区
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擦 査 結 果

調査の標本数は447個 (人)で 、回収数は185個 (人)、 回収率は41.4%で あった。

1 生 息の状況

(1)カ ワセ ミ Arccあ arrhな

ア 生 息の有無

調査票位)の質問に対 して、確認で きたが 111人 (60.0%)、確認できないが 49

人 (26.5%)、 わからないが 25人 (13.5%)で あった。

イ 生 息状況

カワセ ミの生息分布を図 3に 示す。

図 3 カ ワセミの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 208メ ッシュで総メッシュ数の12.5%、 第二回調

査が 282メ ッシュで総メッシュ数の17.0%で あったのに対し、今回236メ ッシュで総メッ

シュ数の14.2%と 減少 していた。その分布は第一回および第二回調査と同様に広 く県下全

域に分布 していた。
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カワセ ミの繁殖分布を図 4に 示す。

図 4 カ ワセミの素殖メッシュ分布

■ 繁 殖が認められた      |

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 29メ ッシュで生息メッシュの13.9%、 第二回調査

が52メ ッシュで生息メッシュの18.1%で あったのに対して今回37メッシュで生息メッシュ

の15.7%と 減少 していた。

生息メッシュの平均個体数は第一回調査が1.4羽、第二回調査が1.6羽で今回が1.8羽と

増えていた。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査が2,0羽、第二回調査が2.1羽で

今回が2.5羽と増えていた。
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(2)ヤ マセ ミ Cをり修 !48“う″な

ア 生 息の有無

調査票位)の質問に対して、確認できたが56人 (30.3%)、確認できないが82人 (44.3

%)、 わからないが47人 (25。4%)で あった。

イ 生 息状況

ヤマセ ミの生息分布を図 5に 示す。

図 5 ヤ マセミの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 71メ ッシュで総メッシュ数の4.3%、 第二回調査

が109メ ッシュで総 メッシュ数の6.6%で あったのに対 して今回98メ ッシュで総メッシュ

数の5,9%と 減少 していた。その分布は横浜市栄区および藤沢市の一部を除き、第一回お

よび第二回調査と同様に相模川以西に集約されていた。
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ヤマセ ミの繁殖分布を図6に 示す。

図 6 ヤ マセミの繁殖メッシュ分布

■ 繁 殖が認められた

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 14メ ッシュで生息メッシュの19.7%、 第二回調査
が21メ ッシュで生息メッシュの19.3%で あったのに対 して今回9メ ッシュで生息メッシュ
の9.2%と 大幅に減少 していた。

生息メッシュの平均個体数は、第一回調査が1.5羽、第二回調査が1.4羽で今回が1.7羽

と増大していた。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査が2,2羽、第二回調査が2.0羽

で今回が2.6羽と増大 していた。
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(3)ア オバズク 脱 ″研 sc″r肋勉

ア 生 息の有無

調査票伍)の質問に対して、確認できたが栂 人(26.5%)、確認できないが85人 (45.9

%)、 わからないが 51人 (27.6%)で あった。

イ 生 息状況

アオバズクの生息分布を図 7に 示す。

図 7 ア オバズクの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 161メ ッシュで総メッシュ数の9.7%、 第二回調査

が180メ ッシュで総メッシュ数の10.8%で あったのに対して今回 88メ ッシュで総メッシュ

数の5,3%と 大幅に減少 していた。その分布は県下全域に分布 しているものの、第一回お

よび第二回調査で確認されていた横浜市および川崎市の市街地で、今回確認されなかった。
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アオバズクの緊殖分布を図 8に 示す。

図 8 ア オバズクの繁殖メッシュ分布

■ 繁 殖が認められた

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 18メ ッシュで生息メッシュの11.0%、 第二回調査

が40メ ッシュで生息メッシュの22.0%で あったのに対して今回14メッシュで生息メッシュ

の15.9%と 減少 していた。

生息メッシュの平均個体数は第一回調査が1.4%、 第二回調査が1.3%で 今回が1.4%と

ほぼ同様の結果であった。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査が2.4羽、第二回

調査が1.8羽で今回が2.5羽と増大 していた。
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(4) フ クロウ Strま ″あ る

ア 生 息の有無

調査票(Dの質問に対して、確認できたが64人 (34.6%)、確認できないが74人 (40.0

%)、 わからないが47人 (25。4%)で あった。

イ 生 息状況

フクロウの生息分布を図 9に 示す。

図 9 フ クロウの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 97メ ッシュで総メッシュ数の5.8%、 第二回調査

が 150メ ッシュで総メッシュ数の9.0%で あったのに対 して今回98メ ッシュで総メッシュ

数の5.9%で あり、分布状況は第一回および第二回調査と同様に横浜市および川崎市の市

街化が進んだ地域を除いて県下全域に分布 していた。



フクロウの繁殖分布を図 10に 示す。

図 10 フ クロウの繁殖メッシュ分布      ‐

■ 繁 殖が認められた

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 8メ ッシュで生息メッシとの8.2%、 第二回調査が

25メ ッシュで生息メッシュの16。7%で あったのに対して今回9メッシュで生息メッシュの9.2

%と 第二回調査より激減 していた。

生息メッシュの平均個体数は第一回調査が1.5羽、第二回調査が1.3羽で今回が1.4羽と

第一回および第二回調査とはぼ同様であった。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査

が2.0羽、第二回調査が1.7羽で今回が3.2羽と増大 していた。
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(5)ア オゲラ Piczs仰的陸″

ア 生 息の有無

調査票ll)の質問に対して、確認できたが52人 (28.1%)、確認できないが86人 (46.5

%)、 わからないが47人 (25.4%)で あった。

イ 生 息状況

アオゲラの生息分布を図 11に 示す。

図 11 ア オゲラの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 101メ ッシュで総メッシュ数の6.1%、 第二回調査

が178メッシュで総メッシュ数の10.7%で あったのに対して今回112メッシュで総メッシュ

数の6.7%で あり、分布状況は第一回および第二回調査と同様に相模川以西で広 く分布 し

ているものの相模川以東でも今回新たに、横浜市旭区および戸塚区の一部で生息の確認が

あつたように生息分布を広げつつある。



アオゲラの緊殖分布を図 12に 示す。

図 12 ア オゲラの繁殖メッシュ分布

■ 繁 殖が認められた

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 10メ ッシュで生息メッシュの9,9%、 第二回調査

が37メ ッシュで生息メッシュの20.8%で あったのに対して今回12メ ッシュで生息メッシュ

の10.7%と 第二回調査の半数であった。

生息メッシュの平均個体数は、第一回調査が1.5羽、第二回調査が1.6羽で今回が1.7羽

と僅かながら増えていた。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査が3.3羽、第二回

調査が2.2羽で今回が2.9羽であった。



０

ア

アカゲラ Dc″ ar∝叩 sれ り研

生息の有無

調査票(1)の質問に対して、確認できたが5tl人(27.0%)、確認できないが86人 (46.5

%)、 わからないが 49人 (26.5%)で あった。

生息状況

アカゲラの生息分布を図 13に 示す。

図 13 ア カゲラの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は、第一回調査が 71メ ッシュで総メッシュ数の4.3%、 第二回調査

が 105メ ッシュで総メッシュ数の6.3%で あったのに対 して今回 88メ ッシュで総メッシュ

数の5,3%と 第二回調査より減少 していた。分布状況は相模川以西で広 く分布 していたの

は第一回および第二回調査と同様であるが、今回横浜市旭区の一部で新たに確認され、前

回逗子市と三浦市の一部で確認されていたのが今回は確認されなかった。
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アカゲラの繁殖分布を図 14に 示す。

図 14 ア カゲラの繁殖メッシュ分布

■ 繁 殖が認められた

繁殖メッシュの数は、第一回調査が 7メ ッシュで生息メッシュの10.0%、 第二回調査が

19メッシュで生息メッシュの18.1%で あったのに対して今回9メッシュで生息メッシュの10.2

%と 第一回調査とはぼ同様の結果であった。

生息メッシュの平均個体数は、第一回調査が1.6羽、第二回調査が1.5羽で今回が1.7羽

と僅かなが ら増えていた。また繁殖メッシュの平均個体数は第一回調査2.1羽、第二回調査

が2,3羽で今回2.0羽と逆に僅かながら減少 していた。

2 市 町村 (区)別 の生息状況

調査 した6種 の鳥類について、市町村(区)別の生息状況を表 1お よび図 15に 示す。
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表 1 市 町村 (区)別 生息一覧

地
区
名

市 町村(区)

カ

ワ
セ
ミ

ヤ

マ
セ
ミ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク

ロ
ウ

ア
オ
ゲ
ラ

ア
カ
ゲ
ラ

横

浜

地

区

横  浜  市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(鶴 見  区 ) ○

(神奈 川 区)

(西 区)

(中 区)

(南 区) ○

(港 南  区 )

(保土ヶ谷区)

(旭 区) ○ ○ ○ ○

(磯 子  区 ) ○

(金 沢  区 ) ○ ○

(泌旨  Jヒ  極重) ○

(緑 区) ○ ○ ○ ○

(戸 塚  区 ) ○ ○

(瀬 谷  区 ) ○

(栄 区) ○ ○ ○ ○ ○ ○

(泉 区) ○ ○

ナ||

崎

地

区

崎 市 ○ ○ ○ ○ ○

崎 区)

(幸 区)

(中 原  区 ) ○

(高 津  区 ) ○

(宮 前  区 ) ○

(多 摩  区 )

(麻 生  区 ) ○ ○ ○ ①

横

三須

浦賀

地

区

横 須 賀 市 ① ○ ○

鎌 倉 市 ○ ○ ○ ○

逗 子 市 ○ ○ ○ ○

浦 市 ○ ○

葉 山 町 ○ ○ ○ ○

備 考

○ 生 息が確認された

地

区
名

市 町 村

カ
ワ
セ
ミ

ヤ

マ
セ
ミ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク

ロ
ウ

ア
オ
ゲ
ラ

ア
カ
ゲ
ラ

県

央

地

区

相 模 原 市 ○ ○ ○ ○ ○

厚  木  市 ○ 〇 ○ ○ ○ ○

大  和  市 ○ ○ ○

海 老 名 市 ○ ○ ○ ○ ○

座  間  市 ○ ○ ○ ○

綾  瀬  市 ○ ○

愛 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○

湘

南

地

区

平  塚  市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

藤  沢  市 ○ ○ ○ ○ ○

茅 ヶ 崎 市 ○ ○

秦 野 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊 勢 原 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

寒 町 ○ ○

大  磯  町 ○ 〇 ○ ○ ○

宮 町 ○ ○ ○ ○ ○

足

柄

上

地

区

南 足 柄 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 井 町 ○ ○ ○ ○

大 井 町 ○ ○ ○ ○

松  田   町 ○ ○ ○ ○ ○

山  北  町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

開  成  町 ○ ○

西

湘

地

区

小 回 原 市 ○ 〇 ○ ○ ○ ○

箱  根  町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

真  鶴  町 ○ ○ ①

湯 河 原 町 ① ○ ○ ○

津

久

地井

区

城  山   町 O ○ ○ ○

津 久 井 町 〇 〇 ○ ○ ○

相 模 湖 町 ○ ○ ○

藤 野 町 ○ ○ ○ ○ ○

37市町村中の計
Ｒ
Ｊ

０
０

58市町村(区)中の計
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A カ ヮセ ミ

C ア オバズク

E ア オゲラ

B ヤ マセ ミ

D フ クロウ

F ア カゲラ

図 15 市 町村 (区)別 生息状況

物 生息が認められた
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(1)カ ヮセ ミの生息分布は、第二回調査が 33市 町村、第二回調査が 36市 町村であっ

たのに対 して今回は35市 町村であった。今回新たに確認されたのは横浜市南区と磯

子区で、第一回および第二回調査で確認された横浜市中区、港南区、戸塚区、川崎市

中原区、多摩区、麻生区、真鶴町および湯河原町では今回確認されなかった。

② ヤ マセ ミの生息分布は、第一回調査が 18市 町村、第二回調査が 20市 町村であっ

たのに対 して今回は20市 町村と第二回調査と同様の結果であった。今回新たに確認

されたのは二宮町だけで、第一回および第二回調査で確認された横浜市戸塚区、中井

町および開成町では確認されなかった。

13)ア オバズクの生息分布は、第一回調査が 33市 町村、第二回調査が 36市 町村であっ

たのに対して今回は28市町村と減少していた。今回新たに確認されたのは二宮町だけ

で、第一回および第二回調査で確認された横浜市鶴見区、西区、中区、南区、港南区、

保土 ヶ谷区、磯子区、港北区、戸塚区、泉区、川崎市高津区、三浦市、茅 ヶ崎市、中井

町、開成町、城山町および藤野町では今回確認されなかった。

(4)フ クロウの生息分布は、第一回調査が 32市 町村、第二回調査が 30市 町村であっ

たのに対 して今回は32市 町村と第一回調査と同様の結果であった。今回新たに横浜

市泉区、二宮町および開成町で確認され、第一回および第二回調査で確認された横浜

市港南区、金沢区、緑区、綾瀬市、松田町および城山町では確認されなかった。

(5)ア オゲラの生息分布は、第一回調査が 26市 町村、第二回調査が 28市 町村であっ

たのに対 して今回は28市 町村と第二回調査と同様の結果であった。今回新たに横浜

市旭区、大和市、愛川町および二宮町で確認され、第一回および第二回調査で確認さ

れた横須賀市および相模湖町では今回確認されなかった。

16)ア カゲラの生息分布は、第一回調査が 19市 町村、第二回調査が 24市 町村であっ

たのに対 して今回は22市 町村であった。今回新たに横浜市旭区、海老名市および愛

川町で確認され、第一回および第二回調査で確認された津久井町および相模湖町では

確認さっれなかった。

なお、 6種 すべての生息が確認された市町村は横浜市、厚木市、清川村、平塚市、

秦野市、伊勢原市、南足柄市、山北町および箱根町であった。逆に6種 すべての生息

が確認されなかった市町村は、第一回および第二回調査ともになかった。

市町村 (区)別 の繁殖状況

調査 した 6種 の鳥類について、市町村 (区)別の繁殖状況を表 2お よび図 16に 示す。
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表2 市 町村 (区)別 素殖一覧

地

区
名

市 町村(区)

カ
ワ
セ
ミ

ヤ

マ
セ
ミ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク

ロ
ウ

ア
オ
ゲ
ラ

ア
カ
ゲ
ラ

横

浜

地

区

横 浜 市 ○ ① ○

(鶴 見  区 )

(神奈 川 区)

(西 区)

(中 区)

(南 区)

(港 南  区 )

(保土ヶ谷区)

(旭 区) ○

(磯 子  区 )

(金 沢  区 )

(港
レ
し

ィ
メ 区)

(緑 区) ○

(戸 塚  区 )

(瀬 谷  区 )

(栄 区) ○ ○ ①

(泉 区)

) 1 1

崎

地

区

崎 市 ○

崎 区)

(幸 区)

(中 原 区)

(高 津  区 )

(宮 前  区 ) ○

(多 摩  区 )

(麻 生  区 )

横

三須

浦賀

地

区

横 須 賀 市 ○ ○

鎌 倉 市 ○ ○ ○ ○

逗 子 市 ○ ○

浦 市

葉 山 町 ○

備 考

○ 繁 殖が確認された

地

区
名

市 町 村

カ
ワ
セ
ミ

ヤ

マ
セ
ミ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ
ク

ロ
ウ

ア
オ
ゲ
ラ

ア
カ
ゲ
ラ

県

央

地

区

相 模 原 市

厚  木  市 ○ ○ ○

大  和  市

海 老 名 市

座  間  市 ○

綾  瀬  市 ○

愛 町

清 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○

湘

南

地

区

平 塚 市 ○ ○

藤 沢 市 ○

茅 ヶ 崎 市 ○

秦  野  市 ○ ○ ○ ○

伊 勢 原 市 ○ ○ ○

寒 町

大 磯 町 ○

二  宮  町 O ○

足

柄

上

地

区

南 足 柄 市 ○ ○ ○ ○

中 井 町

大  井  町

松  田  町

山  北  町 ○ ○ ○ ○

開  成  町

西

湘

地

区

小 田 原 市 ○ ○ ○ ○

箱 根 町 ① ○ ○ ○

真  鶴  町 ○

湯 河 原 町

津

久

地井

区

城  山   町

津 久 井 町 ○

相 模 湖 町

藤 野 町

37市町村中の計
Ｒ
Ｊ 9

58市町村(区)中の計



61

A カ ワセ ミ

C ア オバズク

E ア オゲラ

図 16

物

B ヤ マセ ミ

D  フ クロウ

F ア カゲラ

市町村 (区)別 繁殖状況

繁殖が認められた
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6種 鳥類のうち繁殖が認められた市町村は、カワセ ミが 18市 町村と最も多 く次いでア

オゲラの 12、アオバズク9、フクロウ7、ヤマセ ミとアカゲラの 5市 町村の順であった。

今回 6種 すべての緊殖が認められたのは清川村だけであった。

封   辞

このアンケート調査を行うにあたり、ご協力をいただいた皆様に厚くお礼を申し上げる。
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神奈川県立自然保護センター報告第 11号

中津川の河辺植生 ― その秋季相の一端一

口中徳久ネ

FloodPiain Vegetation of the Nakatsu River in Kanagawa Prefecture,

A Part of its Autumn Aspect.

Northisa TANAKA

SUMMARY

Phytosociological investigation of aoodplain vegetation was canried out in the Nakat―

su River in Kanagawa Prefecture.As a result,A Part of its Autumn AsPect Was clas―

stied into foHowing nodum; Setario― Bidentetum PiloSae MIYAWAKI et OKUpA 1972,

Polygonetum thunbergii LoHM.et MIYAWAK1 1962, 挽 勉ガα β αLitttsCa_LcsPc旋 務

c″″cara community, Pれ ″旨閉jres cο ″腕″″な COmmunity, Phragmitetum japonicae

MINAMIKAWA 1963,Miscanthetum saccharinori MIYAWAKr et OKUDA 1972,Dを ,物″筋

c″筋どな community,Cο 泣 あcり閉りοう'COmmunly,S′ ヴ岱 α"g″筋古な ,P″ 夕″riα わ bα惚

community.

1まじ め に

現在、中津川の上流部には宮ケ瀬ダムが建設中であり、その大部分が水没 してしまう中

津川渓谷の植生については、大場 (1991)に より報告されている。 しか し、その影響

は下流域の植物群落にもかなり及ぶものと考えられ、無視できないものがある。この影響

を把握するためには、中津川流域、特にその河川敷の植生を経時的に記録することは重要

である。本研究は、中津川におけるその河辺植生の類型化と分布、さらにその配分を明ら

かにし、その現状を把握することを目的として行った。本報では、その第一報として、そ

の秋季相の一端を報告する。次報では、その春季相を報告する予定である。

関東地方の河辺植生については、奥田 (1978)に より詳細な植物社会学的な研究が行

われている。さらに、中津川の河辺植生については、大場 (1985)が 、相模川の支流

として、 l ha程度の 8ヶ 所の調査区を設置し、そこに生育する植物群落について詳 しく

報告 している。本研究では、最終的に、この大場 (1985)の 報告との比較が重要であ

ると思われる。

調査地概況および調査方法

本報で報告する植生調査は、中津川の中流域にあたる才戸橋の下流、神奈川県立中央青

年の家周辺の河原で実施 した。中津川は、丹沢山塊の札掛付近に端を発 し、厚木市内で

*神 奈川県立中央青年の家  Kanagawa Prefectu』 Chuo Youth Home
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相模川と合流する相模川の一支流である。その上流部の中津川渓谷は鳳光明娼な渓谷と

して知 られていたが、現在宮ケ瀬ダムが建設中で、その工事のため、その大部分は失われ、

完成後には湖底に沈むことになる。

植物群落の野外調査は、BRAUN‐ BLANQUET(1964)に よる植物社会学的手法に基づ

いて行い、調査区内に出現 した全植物について、階層ごとに、全推定法による総合優占度、

群度を測定、記録 した。調査区は、種組成的に均質と判定される範囲に正方形または長方

形のものを設定 した。また、これらの調査とともに、各調査地の、海抜高、斜面方位、斜

面傾斜などの立地条件を測定、記録した。さらに、現地調査により得られた植生調査資料を、

パーソナルコンピュータによる表操作プログラム(鈴木ほか,1985を 改変)を用い、素

表、常在度表等に組替え、他地域より得られている類似群落の資料と比較 ・検討 し、植生

単位を決定 した。

韻査結果および考察

野外調査により得られた21個の植生調査資料は、既に報告されている各地の資料と比較・

検討 した結果、以下の群集および群集 レベルの植生単位にまとめられた。なお、各植生単

位の上級単位の詳細等については、次報以下で報告する予定である。

1.ア キノエノコログサーコセンダングサ群集 (表1)

コセンダングサを標徴種としてまとめられる群集で、MIYAWA臨 &OKUDA(1972)に

よって、多摩川中流域で記載された。今回調査された資料では、メヒシバやオオイヌタデ

の常在度 も高い。奥田 (1990)に よると、構成種数は多いようであるが、今回は、出

現種数 5～ 10種 、平均 8種 と比較的構成種の少ない資料が得 られた。本群集の主要な構

成種は帰化植物であるが、大場 (1985)は 、このような帰化植物の組合わせによる群

集をどのように扱うかについては問題が残ることを指摘 している。

アキノエノコログサーコセンダングサ群集は、河川敷の流水縁より多少高くなった立地

に生育 しており、安定立地側でツルヨシ群集やオギ群集と、不安定な流水縁側で ミゾソバ

群集と、人為的影響 (踏みつけなど)の 強い側で、メヒシバ群落と接 している。

2.ミ ゾソバ群集 (表2)

ミゾソバを標徴種としてまとめられる群集で、LoHMEYER&MIYAWA陶 (1962)に よっ

て、神奈川県や鳥取県の資料をもとに記載された。今回の調査資料では、ハイコヌカグサ

も区分種として有効であり、オオイヌタデの常在度が高 く、被度 も大きい。出現種数は3

～ 10種 、平均5,3種と少なく、 ミゾソバ、オオイヌタデ、ハイコヌカグサなどが小群状

に生育する。

ミゾソバ群集は、河川敷の流水縁に生育 しており、岸側にはアキノエノコログサーヨセ

ンダングサ群集が生育している。ミゾソバの繁茂は富栄養化の指標になるといわれている(奥

田, 1990ほ か)。

3.コ ツプキンエノコローメドハギ群落 (表3)

コツプキンエノヨロ、メ ドハギ、マルバヤハズソウを区分種としてまとめられる群落で、
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マルバヤハズソウーカヮラノギク群集やカラメ ドハギーカヮラケツメイ群集と種組成的に

類似するが、標徴種等を欠くなど、組成的に異なるため、別の植生単位として記録 した。

類似の群落としてメ ドハギーヨモギ群落が報告されている (大場, 1985)。 出現種数

は14～ 15種 、平均14.5種である。

コツプキンエノコローメ ドハギ群落は、コンクリー トによる堤防が築かれ、洪水等の影

響を受けにくいと思われる乾燥 した立地に生育 している。

4.ヨ シ 群 落 (表4)

ヨシを区分種としてまとめられる群落で、日本全国、さらに北半球に広く分布する(奥田,

1990)。 相観はヨシ1種 の純群落状であ るが、今回得た資料は、河川敷の水たまり近

くに生育している群落のもので、セイタカアワダチソウなどの種が周囲から入り込んでおり、

多少乾燥 した立地に生育する種を含んでいる。

5.ツ ルヨシ群集 (表5)

ツルヨシを標徴種としてまとめられる群集で、南川 (1963)に より、中部地方矢作川

で記載された。今回の調査ではタイヌビエも区分種 として有効であった。出現種数は7～ 9

種、平均 8種 であった。今回得 られた調査資料は、奥田 (1978)の 区分に従えば、カ

ナムグラ亜群集メヒシバ変群集に区分される。

ツルヨシの生育立地や性質については、石川 (1988, 1991)な どに詳 しいが、今

回のツルヨシ群集の植生調査資料は、河川敷の上手と接する部分、増水時に河川の本流と

は別の河道 (と思われる)の 跡地より得 られた。前述の下位単位の区分によれば、本群集

の生育立地の内、比較的貧養な立地であると考えられる (奥日, 1978)。

6`才 ギ群集 (表6)

オギを標徴種としてまとめられる群集である。利根川や多摩川の河辺に生育するオギ

草原は、MIYAWAKI&OKUDA(1972)に より、オギ群集 としてまとめ られたが、奥

田 (1982)は 、その一部を、オギ、ハナムグラ、タチスミレを標徴種として、ハナム

グラーオギ群集に組み替え、残りはヤブガラシTオ ギ群落と規定 し、一時保留 していた。

しか し、その後、奥田 (1986ほ か)は 、ヤブガラシーオギ群落のように、非湿性植物

が混在 し、ときにオギが優占する植分をも含め、オギ群集として扱っている。今回調査さ

れたオギ草原 もこの意味でのオギ群集としてまとめられた。

今回調査 したオギ群集は、河川に接する河川敷と、後背地の耕作地の間の堤防、その斜

面に生育 していた。土手の下では増水時の河道やツルヨシ群集に接する。

7.メ ヒシバ群落 (表7)

メヒシバを区分種としてまとめられる群落で、オヒシバーアキメヒシバ群集やヤハズソ

ウーアキメヒシバ群集などに類似するが、種組成的に異なるので別の植生単位として記録し

た。出現種数は3～ 6種 、平均4.5種である。

メヒシバ群集は河川敷のうち、バーベキユー等に訪れた4WD車 や人によって踏みつけ

られた立地に生育 している。
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8.ジ ュズダマ群落 (表8)

ジユズダマを区分種としてまとまられる群落で、出現種数は9種 である。ジュズダマのほ

か、メヒシバやオオイヌタデの被度が比較的大きい。

メヒシバ群落やアキノエノコログサーコセンダングサ群集に接する。

9.ア レチウリークズ群落 (表9)

アレチウリとクズを区分種としてまとめられる群落である。アキノノゲシーカナムグラ

群集やクズーカナムグラ群集に類似する。

アレチウリークズ群落は、河川に接する河川敷と、後背地の耕作地の間の堤防、その斜

面に生育 しておりヽオギ群集などと接する。

お わ り に

本報で報告 した植物群落は、中津川の河辺植生の一端に過ぎないので、次報以下さらに

報告を続けていきたい。報告は未完であるが、資料 として活用 して頂ければ幸いである。

また、調査地に隣接する神奈川県立中央青年の家では、以前より、河原や、付近の自然

環境等を生か したプログラム(河原遊びやウォークラリー等)を、利用団体の希望により、

その研修に取 り入れてきた。この報告が、今後の研修の資料となればと思 う。

お   要

中津川中流域にあたるオ戸橋の下流、神奈川県立中央青年の家周辺の河原において、河

辺植生の植生調査を実施 した。その結果、その秋季相の一端として、アキノエノコログサ
ーコセンダングサ群集、 ミゾソバ群集、コツプキンエノコローメ ドハギ群落、ヨシ群落、

ツルヨシ群集、オギ群集、メヒシバ群落、ジュズダマ群落、クズーアレチウリ群落の 4群

集 5群 落を記録 した。
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神奈川県立自然保護センター報告第11号

神奈川県立自然保護センタニ野外施設の植生位)

現 存 植 生 図

川村優子ネ.森尻雅樹林

Vegetation des bkologischen Cartens

von Kanagawa Prぢ fektur Arbeitsstelle ftir Naturschutz/in der Stadt Atsugi

(1)Rcale Vegetationskarte

Yuko KAwAMURAtt and Masaki MoRIJIRI中

は じ め に

神奈川県厚木市七沢にある自然保護センター野外施設 (図1)は 、 1980年 に自然観察

の場として整備された。自然観察の場としての運営の最も基本的なことは、様々な自然情

報が常時収集され、利用者が活用できるよう様々な形に加工して提供されていることであろ

う。

これまで植生については、おおまかな形で野外施設ガイ ド (川村 1992b)に まとめ

られているが、群落の種類や組成については明らかにされていなかった。開設以来 10数

年の植生の推移 も含め、今後の野外施設運営の基礎となる植生の情報を得ることを目的と

して野外施設及びその周辺地域の植生図が作成された。

野外施設の施設整備と維持管理の状況

約 13 haの 自然保護センター野外施設は、谷戸の水田耕作地や耕作放棄地であった所を

1979年 に買収 し、自然観察の場として整備 したものである。買収当時、斜面にはアズ

マネザサの密生 した雑木林、下草のほとんどないスギやヒノキの植林、また谷戸田には水

田耕作地やヨシがみられた。

図 1 神 奈川県立自然保護センター野外施設位置図
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*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prぢ fektur Arbe■sstdにfur Natwtthutz
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ここを、谷戸の立地をそのままいかす形で整備 したもので、斜面は雑木林として維持 し、

谷戸田は沢の水を引いて上から順次オーバーフローさせ常に湿った状態にし、途中に深さ

の異なる池も造られた。部分的には自然に推移させ、部分的には湿った状態や水辺の状態

を維持するものであった。 したがって、整備後植生を維持するための管理は、地域を限っ

ての定期的な刈 り取 りと造 られた池や水路か らの水漏れの修復であったが、1986年 に

なって、水漏れを防 ぐためのコンクリー ト止水壁などが施された。開設以来長年の利用に

よる踏圧等の影響もあるが、この工事以降水漏れが少なくなり、水の中とそれ以外の立地

との差が極端となり、それまで谷戸田のほぼ全域を占めていたいわゆる推移帯がなくなり、

全体に乾燥化傾向がみられるようになっている。

野外施設の自然環境

1 気    候

最近のデータで年平均気温13.5℃、年間降水量は約2,3側皿 (いずれも神奈川県林業試

験場測定 1992年 )で あり、神奈川県の中では、内陸型の気候区に属 している。

野外施設の保全に影響を及ぼす斜面滑落を誘発するような大雨が、概ね 5、 6年 に一度

記録されている。

谷戸の日照時間はだいたい8-15時 の間である。 1、 2月 の午前中、谷戸田に造 られ

た池沼止水面は全面凍結、浅い水たまりは一日中凍結 している。

2 地 形 ・地質

自然保護センターは神奈川県のほぼ中央にある厚木市の西部に位置し、丹沢山塊の東端、

大山のお、もとにある。野外施設は、西から東に向かって標高 70-80mの 縁やかに下る

谷戸状地形と、これを南と北から挟む標高 100-110mの 斜面からなる(中村 1975)。

斜面の傾斜は、 10-20度 、斜面下部では15-30度 である。

南斜面の表土は薄 く (鎌田 1972、 1975)、 表層地質としては緑色凝灰岩からな

るもろい岩盤がみられる。また北斜面は比較的表土が厚 く、その下には砂礫質のローム層

が堆積 している (大木 1975)。 多くの場所で、この斜面下部の砂礫層から湧水がみ

られる。谷戸に流れる沢の水も、野外施設内のいくつもの場所から地下水が湧出して集まっ

たものである。

3  土 壌

谷戸の水田耕作地跡については、河川流域に一般的な灰色低地土壊の安来統が発達する。

また、谷戸を囲む北斜面はその母材が火山噴出物に由来 し腐植含量が多 く、腐食の厚さ

50 ull以上に発達 した厚層黒ボク土壌の上宮田統、南斜面は黒色土層の厚さが表層 2 5 cal

以下で腐植含量の少ない淡色黒ボク土壌の丸山統が発達 している (鎌田 1972)。

4 植 物相

これまでに記録されている野外施設の植物は、被子植物 783種 (サ|1村 1989、 1992)、

裸子植物 18種 (川村 1989、 1992a)、 シダ類 38種 (川村 1989、 1992a)、

キノヨ類 363種 (神奈川キノコの会 1989)が 記載されている。また野外施設内518
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種の開花 。結実時期をまとめた植物ごよみ (川村 ・原 1990)も 報告されている。

植物相の特徴としては、渓流やきれいな湧水や浸透水に特徴的な、ユリワサビ、タマア

ジサイ、 ミヤマネコノメソウ、ヤマネコノメソウ、セントウソウ、ハナイカダ、ツルカノ

コソウなどの種があげられる。

また斜面の雑木林のなかには、キツネノカ ミツリ、ホ トトギス、シュンラン、ギンラン、

キンラン、 ミツバツチグリ、キジムシロ、マメザクラ、ヒトリシズカ、フデリンドウ、ホ

タルカズラ、ヤマルリソウなど、雑木林に特徴的な種が多 くみられる。

帰化植物としては、メマツヨイ、ノアサガオ、アメリカネナシカズラ、セイタカアワダ

チソウ、セイヨウタンポポなどがあげられる。

稀少植物 (日本自然保護協会 1989)と しては、タコノアシ、 7種 のラン科植物の自

生が記載されているが、 1998年 の調査でタコノアンは確認されていない。

現存植生図

1 調 査法

自然保護センター野外施設ガイ ドにまとめられている植生図を参考にして、現地踏査と

航空写真をもとに相観区分による植物群落の広がりが1:3000の 縮尺の地形図に表され

た (図2)。

2 植 物群落

位)夏 緑広葉樹林

谷戸を囲む斜面に広がる夏緑樹の高木林である。野外施設エ リアの約 1/3の 面積で、

現存する植生では最 も広範に広がる。 したがって、野外施設全体の水源保全には重要な役

割を果たしている。
一般的には雑木林と呼ばれ、 10-20年 に一度の伐採と定期的下草刈りや落ち棄かき

をすることによって維持される。この管理が粗放になることにより徐々に立地本来の植生

に移り変わるが、その過程は斜面の向き、位置、凹凸、日照条件、地盤の状況等環境に応

じた下草や低木が次々生育してくることで把握される。この地方でも、昭和30年 代までは、

農用林、薪炭林としての役割を果たしていたが、野外施設としてセンターが買収 した当時

にはほとんど管理されずにあった。

最上層は株立ちのクヌギ、コナラ、シデ類、イタヤカエデ、オニグルミ、マメザクラ、

ウワミズザクラ、ケヤキ、 ミズキなどにより形成されているが、林内は下刈りや落ち葉か

きなど管理の程度によつて異なり、アズマネザサが高い優占度で生育する林分、常緑植物

が生育する林分、沢山の革原生の草本が生育する林分など様々である。

この野外施設にみられる林分内には、地下水の湧出か所が多く、地盤は絶えず洗われる

状況にあるのが特徴である。

また、場所によっては最上層にアラカシ、タブ、カヤノキなど常緑樹が混生 している林

分もみられる。

物)常 緑針葉樹林 (スギ植林、ヒノキ植林)

谷戸の斜面には、スギやヒノキの植林 もみられる。野外施設全体の中での面積率は概ね
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1/6程 度である。

成林 したスギ林やヒノキ林では、葉の量が厚いため光が林内に届 く割合が極めて低 く、

また葉の成分に樹脂分が多いこともあって落ち葉の分解 も悪い。 したがって、下事は極め

て貧弱であり、たとえあっても耐陰性の種に限られる。

まだ成林 しない樹林では林内に豊富な光が届 くため、林床はマント群落の陽性植物でお

おわれ、出現種数 も多い。

(3)サ サ群落とススキ群落

131-1 ア ズマネザサ群落

雑木林、スギ植林、 ヒノキ植林などの林縁や樹林を伐採した後、上方が閉鎖するまでの

間み られる群落である。群落の高さ約 160m、 アズマネザサが優占して他の種の出現を

許さない。立地的にはかなりの急斜面にみられる。マント群落として隣接する群落の保全

や土壌浸食の防止に寄与 している。

13)-2 メ ダケ群落

メダケ群落は、たたら沢沿い斜面林下部の急傾斜地にマント群落として生育 している。

群落の高さ約 3 0 0 clllでメダケが優占し、群落内は暗く他の種は生育できない。前述のア

ズマネザサ群落が斜面の至る所にみられるのに対 し、このメダケ群落は地下水の高い所に

帯状に生育 している。隣接する斜面林を保護 し、土壌浸食防止の機能がある。

(3)-3 ス スキ群落

樹林を伐採 した後、定期的な刈り取りや火入れ等の管理により維持される二次草原の代

表がススキ草原である。ここには台地上の畑の跡地に典型的なススキ草原、斜面の樹林を

伐採 した後ササ群落に移行する間の一時的なススキ群落とがみられる。

群落の高さは約 160側 、植被率は100%で 、群落内に入るのも困難なほどである。定

期的管理が粗放になると、ミズキ、クサギ、タラノキなどの陽性低木が生育 しはじめる。

14)草 本群落

14)-1 湿 生植物群落

水田耕作地で行うような定期的冠水等の維持管理 とは異なり、谷戸田として使われてい

た所を、上部から沢の水をオーバーフローさせ、全域を湿地の状態に維持 しているが、必

ず しも常に湿っている状態が維持できない。 したがって、ここでは水回の耕作放棄地にみ

られる植物群落や湿地が部分的に乾性化 ・湿性化する所にみられるような群落がモザイク

状に生育 している。

群落の構成種としては、スゲ類、カヤツリグサ類、テンツキ類、セ リ、チゴザサ、チガヤ、

アカバナ、ヤノネグサ、アキノウナギツカミなどがみられる。

また、当該エ リア最下部にはタコノアシ群落がみられたが、 1993年 の調査では確認さ

れなかった。
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14)-2 水 辺 ・水中植物群落

谷戸田であった所に深さの異なる池を堀り、水辺の植物や水中の植物が復元された。その

後、主に水条件の管理のみによって、それぞれの植物が推移 している。

水辺には、サヤヌカグサ、ヨシ、マコモ、ガマ類、 ミクリ、フトイ、コウホネ、アサザ

などが群落をつくっている。

水中には、アオ ミドロ、コカナダモ、オオカナダモ、マツモなどが群落をつ くっている。

14)-3 流 水域植物群落

谷戸を流れるたたら沢の流水域内には、堆積土砂の上にセキショウ群落が生育している。

6)畑 地 ・果樹園

作物とクリの園地。

16)植 栽地 ・園地

樹木見本国、修景植栽地、竹見本国、芝生地など
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神奈川県立自然保護センター野外施設の植生α)

斜面の植物群落

大野啓一朗岩・増子忠治ネ・森尻雅樹岩.サil村優子ホ

調査協力者 :渥美誠寛*キ・松本カヨ子ホ*・赤羽尚夫キ

Vegetation des bkologischen Cartens

V08 Kanagawa Prぢ fektur ArbeitssteHe ftir Naturschutz/in der Stadt Atsugi
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Keiichiro OHNOⅢ ,Tadaharu MASUKOキ ,Masaki MoRIJIRIⅢ  and Yuko KAWAMURAⅢ
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植生調査の概要

自然保護センター野外施設 (写真 1)の 1:3000の 現存植生図()|十村 ・森尻 1994)

は、相観により区分された植生単位によって表わされている。一般的に、相観により区分

された植物群落単位は、種組成に基づく植物社会学的な群落の複合である場合が多い。

今回の調査では、植生図の作成と並行 して、植生図に記載された植物群落の組成を明ら

かにする作業が行われた。

本報文は、現存植生図に記載されている植物群落 (表1)の うち、斜面と台地に生育す

る夏緑広葉樹林、常緑針葉樹林 (スギ植林、ヒノキ植林)、ササ群落くアズマネザサ群落、

メダケ群落)、 ススキ群落、芝生の管理放棄地草本群落、路傍雑草群落について、 1988

年から1993年 に実施された31か 所の現地調査資料をとりまとめたものである。

表1 自 然保護センター野外施設の現存植生図に記載されている植物群落

1 夏 緑広葉樹林

2 常 緑針葉樹林―スギ植林、 ヒノキ植林

3 サ サ群落とススキ群落

3-1 ア ズマネザサ群落

3-2 メ ダケ群落

8-3 ス スキ群落

4 草 本群落

4-1 湿 生植物群落

4-2 水 辺 ・水中植物群落

4-3 流 水域植物群落

5 畑 地 ・果樹園

6 植 栽地 ・園地

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Pおfektur Arbeitsstelle fur Naturschutz

**七 沢かわせみの会  Nanasawa‐kawasemi Verein



84

調 査 方 法

BRAUN‐BLANQUET(1964)に よる植物社会学的調査法(全推定法)を用いて調査 した。

調査地の概要

自然保護センター野外施設の植生位)現 存植生図 (1994 川 村 ・森尻)の なかで述べ

られているのでここでは省略する。

調 査 結 果

1 植 物群落

位)夏 緑広葉樹の高木林

位)-1 ク ヌギーヨナラ群集 (表2)〔 植生図凡例番号 1〕

現在私たちのまわりにみられる植生の多くは、人為的な干渉下で形成された代償植生であ

る。その代表的なものが、クヌギ、コナラを標徴種とするクヌギーヨナラ群集で、定期的

な伐採、下草刈等がほぼ同 じ程度で継続することで維持される (大野 1990a、 鈴木

19 8 6 )。

ここで確認された 11カ 所の林分は、高さ12～ 20m、 出現穏数 19～ 88種 とややば

らつきがあるが、それは高木層のうっ閉度と、立地のちがいによるものと推定される。

エノキ、ケヤキ、 ミズキ、ハエ ドクソウ、マムシグサ、ォオバジャノヒゲのタブ林指標

種群により区分される下位単位 (表2-b)は 、主に北斜面の凹状地や斜面下部の適湿富

養土壌立地にみられる。潜在自然植生はイノデータブ群集である。

更にその中でムラサキケマン、セントウソウ、コクサギ、などで区分される下位単位(表

2-c、 写真 3)が 認められる。 この立地は、地下水の浸出が多 く絶えず表層土が移動 し

ており、やや不安定となるため、潜在自然植生はヨクサギーケヤキ群集と推定される。
一方、これらの種群を欠いている下位単位(表2-a、 写真 2)は、平均出現種数 38種 で、

主に南や西向きで土壌の堆積が浅い凸状斜面や尾根部にみられる。この立地は、イヌシデ、

アラカシ、スダジイ、シュンランなどが高常在度で出現することからヤブコウジースダジ

イ群集の潜在自然植生域と推定される。

どちらの下位単位も低木層にアズマネザサが優占するため、他の出現種としてはアオキ、

キツタ、タブノキ、テイカカズラ、ジャノヒゲ、ヤブランなど耐陰性の常緑広葉樹林構成

種が目立つ。また、立地的には緑色凝灰岩を母岩としたもろく崩れやすい不安定立地と判

断されるので、その管理区分如何にかかわらず、樹林の維持管理については、林内のササ

類や周縁のマント群落の取 り扱いを一体的に捉えた対応が、強 く望まれるところである。

さらに、この群集は野外施設で最大の面積を占めているため、その存続の仕方が野外施

設全体の水分条件にも関わり、施設イメージを決定するということも認識 して、植生の後

退を招かないような配慮が必要とされる。

(1)-2 ウ ワミズザクラーアラカシ群落 (表3)〔 植生図凡例番号 1〕

林分の高さ20m、 高木層にウワミズザクラ、カヤノキが優占する。 この林分 (写真

4)は 凸状斜面の上部にあり土壌は浅い。周辺にはスギの植林が広がっているが、ここだ

けが植林から取 り残された形になっている。
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クマシデ、ウワミズザクラに混生してカヤノキ、アラカシ、タブノキなど常緑樹が高木層、

亜高木層にみられることから、現在東丹沢の山麓地域一帯にみられるような常落混交林(ア

ラカシ、ウラジロガシ、アカガシ、タブノキ、スダジイなどの常緑樹、イヌンデ、イタヤ

カエデ、ヤマザクラ、ウワミズザクラなどの落葉樹が混交する樹林)の アラカシーウラジ

ロガシ群落 (宮脇ほか 1976、 1982)が 断片的に残されたものと推定される。 うっ

閉度が高いため概ね潜在自然植生の構成種で構成されており、かなり自然度は高いと判断

される。出現種は38種 である。

12)常 緑針葉樹の高木林 (植林)

12)-1 ス ギ植林 (表4)〔 植生図凡例番号 2〕

野外施設の最上部は保護区 (非公開エ リア)に なっており、このエ リア内の凹状斜面

にスギ植林がみ られる。今回調査 した3カ 所の林分 (写真 5)は 、高さは 14～ 22m、

高木第一層の植被率はどれも80%で 、林内は非常に暗い。管理直後の林分と管理放棄さ

れている林分があり、出現種数 24～ 56種 。いずれの林分 もアマチャヅル、 ドクダミ、

ハエ ドクソウ、シオデ、タプノキなどタブ林指標種が高常在度でみられることから、立地

としてはイノデータブ群集の潜在 自然植生域 とされる。その中に、イヌショウマ、ムクノキ、

サラシナショウマ、オカタツナ ミなどの種群をもつ林分があるがギこれはコクサギーケヤ

キ群集の立地と判断されよう。

スギ植林は野外施設の最上部に位置 していることから、施設全体の水源を確保をする上

で重要となる。保護区としてゾーン分けされ、スギ植林のまま植生の移り変わりをみるこ

とになっているが、コクサギーケヤキ群集の潜在自然植生域については、閉鎖 したスギ林

内にコクサギーケヤキ群集構成種の侵入が暗すぎて困難のように思える。また耐陰性の常

緑植物が林内に侵入 してきたとしても常緑林は成立 し得ない立地である。今後どのように

維持 していくか、十分な検討の必要があろう。

の -2 ヒ ノキ植林 (表5)〔 植生図凡例番号 2〕

ヒノキ植林は、野外施設最上部の保護区内にある南斜面に認められた。調査 した2カ 所

の林分 (写真 6)は 、斜面の中央部に位置 し、林分の高 さ6～ 7m、 出現種数 47～ 58

種である。林内は、林冠が開いた所を中心にアズマネザサが優占しているが、 ヒノキの樹

冠の下に入ると下草はほとんどなくなる。

調査された林分の立地は、ヤブムラサキ、アラカシ、コバノガマズ ミ、スダジイなどの

種群によリヤプコウジースダジイ群集の潜在自然植生域と推定される。

(3)サ サ群落とススキ群落

(3)-1 ア ズマネザサ群落 (表6)〔 植生図凡例番号 3-1〕

ササ群落は、一般的に樹林を伐採 した後、再び樹林が成立するまでの間にみられる群落

である。時系列的には多年草群落と陽性低木群落の間を占めている。 したがって、土壊条

件や日照条件が満たされればいたる所にみられるが、樹林の縁にあってはマント群落的役

割を果たしている。特に急斜地では、土壌保全上極めて重要な役割を担っている。

アズマネザサ群落 (写真 7)は 、野外施設では谷戸の南斜面上部、 ヒノキ植林地の端に
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認められる。群落の高さ0。6mで 、アズマネザサが高校度で密生 しておりほとんど純群落

の様相である。沢山の光を必要とする群落のため、上層がうっ閉してくると徐々に後退 し

てなくなる。この野外施設では、管理されなくなることによリヤブヨウジースダジイ群集、

アラカシーウラジロガシ群落へ移行する。

(3)-2 メ ダケ群落 (表7)〔 植生図凡例番号 3-2〕

メダケ群落 (写真 8)は 、斜面林の下部や林内で湧水がしみ出る所に生育 している。斜

面下部では岸辺の草本群落(セキショウ群落ほか)と共に林縁群落を形成 し、隣接する斜面

林 (イノデータブ群集域、コクサギーケヤキ群集域)の 保護と斜面の土壌浸食防止につい

て重要な役割を果たしている(大場  1988)。 群落の高さ3mで 、純群落を形成 してい

る。立地が安定 してくるとイノデータブ群集やコクサギーケヤキ群集に移行する。

13)-3 ス スキ群落 (表8)〔 植生図凡例番号 3-3〕

ススキ草原は、定期的な刈り取りや火入れによつて維持される二次草原で、昔は採草場

として利用されてきた。管理がなくなると、ササ類や陽性低木が繁茂 しはじめ、低木林ヘ

の遷移が進行する (奥田 1990)。

野外施設では、南側台地上の畑跡地にまとまった面積で広がっているほか、谷戸に面 し

た南斜面には、小規模ながらササ群落へ移行途中の群落がみられる。調査資料が得られて

いるのは後者の植分 (写真 7)で 、群落の高さ1.6m、 アズマネザサも繁茂 し、出現種数

は22種 である。

この野外施設では、アズマネザサ群落やクヌギーコナラ群集を経てシラカシ群集、ヤプ

コウジースダジイ群集、アラカシーウラジロガシ群落に移行する。

14)草 本群落

14)-1 芝 生の管理放棄地草本群落 (表9)〔 植生図の凡例番号 6〕

日本に野生するシバは、海岸断崖地の日当たり、風当たり(潮風)の良い所に生育 してい

る。芝生 として庭に作る際は、この自然条件が管理として代替されなければ維持できない。

園地エリア本館建物横に、野外 レクチャーの場としてコウライシバの芝生広場がある。定

期的な草刈り、施肥、目土入れ等により維持されてきた。 しかし周辺樹木が成長 して日当

たりが極端に悪くなったため、また、草地における植生遷移の観察の場 として提供するため、

芝生で維持することを断念 し、この土地本来の種からなる草地に移行させている。得られ

た調査データは、芝生管理を停止してから約1年が経過した時点でのものである(写真9)。

群落の高さ0.5～0.6m、 出現種数 21～ 34種 である。 日当たりが確保されたよく踏ま

れる植分ではアキメヒシバが優占し、日陰地でかつ踏圧の弱い植分ではノミノフスマ、シ

ロツメクサ、セイヨウタンポポ、ヘビイテゴ、ダンドボロギク、ベニバナポロギクなど路

傍雑草群落の構成種が生育 している。

管理や踏圧がなくなると、ススキ群落、クヌギーコナラ群集を経てシラカシ群集に移行す

る。
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141-2 路 傍雑草群落 (表10)〔 植生図凡例番号 4-1、 6〕

得 られた調査データは、以前水日であった所に盛り上をして整備 した野外 レクチャーの

ための小スペースエ リア (写真 10)で ある。

踏圧の頻度が低い所では、 2層 構造で、高さが2.Omま でになり、踏圧頻度が増すと単

層構造で高さ0。3mと 低 く抑えられている。

群落構成種としては、オオバコ、チカラシバ、クサイ、カワラスゲなど踏み跡群落の構

成種が目立つ。またカキ ドオシ、ツリフネツウ、 ミゾソバ、イヌタデ、ツユクサなど湿生

種も常在度が高い。踏圧がなくなって放置されるとススキ群落を経てハンノキ林やムクノ

キーエノキ群集に移行する。

2 野 外施設の自然の特質一斜面の現存植生からの考察―

このエ リアの植生については、これまでに宮脇ほかにより(1972、 1976、 1982)

現存植生図、潜在自然植生図が描かれているが、野外施設の特質を詳 しく把握し今後の維

持管理の基礎とするには大補尺のため適応できず、現地の詳しい調査データが必要とされた。

野外施設の斜面は、夏緑広葉樹林、常緑針葉樹林 (植林)、 ササ群落、ススキ群落でお

おわれ (宮脇ほか 1972、 1982、 川村  1990、 川村 ・森尻  1994)、 今回の調

査でそれら群落と群落の組成が以下のように明らかにされた。すなわち夏緑広葉樹林として

は、クヌギーコナラ群集 (表2)と ウワミズザクラーアラカシ群落 (表3)、 常緑針葉樹

林としては、スギ植林(表4)と ヒノキ植林(表5)、ササ群落としてはアズマネザサ群落(表

6)と メダケ群落 (表7)、 そしてススキ群落 (表8)、 草本群落として芝生の管理放棄

地植物群落 (表9)、 路傍雑草群落 (表10)で ある。

宮脇ほか (1972、 1982)の 大縮尺の植生図によれば、野外施設エ リアの谷戸はム

クノキーエノキ群集、斜面下部はイノデータブ群集、なだらかな斜面 と台地上部はシラカ

シ群集、斜面はヤブヨウジースダジイ群集がそれぞれ潜在自然植生とされている。今回、

詳細な現地調査がされたことにより、斜面の特質が更に詳 しく把握された。

すなわち、潜在自然植生がシラカシ群集とされていた北斜面は、ひだの多い斜面で、沢

沿いの凹状地や地下水湧出が多くみられるため、シラカシ林は安定 した台地上だけで、斜

面ではイノデータブ群集、コクサギーケヤキ群集 (大野 1986、 1990b、 宮脇ほか

1976、 1988)が 広 く生育できると推定された。今回の調査データにシラカシの生育

はごくわずに認められたにすぎない。
一般的にコクサギーケヤキ群集の立地は破壊されて殆どないとされてきた (宮脇ほか

1976、 1982)が 、東丹沢のこの一帯には七沢、広沢寺など沢の付 く地名が残されて

いるように地下水が個れずに斜面を潤しており、潜在自然植生域としてかなり広範なエリ

アが認められる。

また、斜面上部についても、スダジイーヤブコウジ群集が潜在自然植生とされている(宮

脇ほか 1972、 1982)が 、このあたりを含めて東丹沢一帯の斜面は、緑色凝灰岩か

らなるもろい岩盤が表層近 くにあつて土壌堆積が浅く、スダジイ林が生育するような安定

立地はわずかであることがわかった。このような立地ではアラカシーウラジロガシ群落(宮

脇ほか 1976)が 潜在自然植生と推定される。 このアラカシーウラジロガシ群落は、

主に海抜 200m以 上の地域に生育 (宮脇ほか 1976、 1982)と されているが、この
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野外施設内でも100mあ たりの斜面で断片(表3)が みられる。アラカシ、ウラジロガシ、

カヤノキ、モ ミとヤマザクラ、ウワミズザクラ、イヌシデ、イタヤカエデなどの常落混交

林として成立 している (宮脇ほか 1976、 1982)。 完全な常緑広葉樹林とならずに

夏緑広葉樹やカヤ、モ ミなどが混生するのは、やはり不安定立地によるものである。

野外施設の斜面の潜在自然植生は、イノデータブ群集、コクサギーケヤキ群集とヤブヨ

ウジースダジイ群集、アラカシーウラジロガシ群落である。本来常緑広葉樹林域でありな

がら夏緑広葉樹林や夏緑広葉樹を混生する樹林であるのは、斜面立地が常緑広葉樹林の立

地要求に応えられないためであって、自然のままでも不安定であることを示している。現在、

野外施設として散策路が整備され絶えず人が歩いてインパクトを与えているため、当該地

における今後の管理運営のあり方が再検討される。

今回の調査結果をもとに植物社会学の見地から、野外施設斜面の今後の管理運営につい

て次の事項が提案されよう。

(D 現 在夏緑広葉樹林である所で、刈り取 りなど定期的管理をするエリアについては、

マント群落の機能を果たしているササ群落の保全を行う。特にコクサギーケヤキ群集

域のメダケ群落については、十分な保全をする。

12)現 在夏緑広葉樹林である所で、刈り取 りなど定期的管理をしない保護区域や緩衝区

域については、そのままの保全が可能である。

13)ス ギやヒノキの植林について、コクサギーケヤキ群集域については、常緑広葉樹林

への移行が考えられないので、

① 適 宜間伐を してケヤキ林へ移行させる。マント群落(メダケ群落)の保全に注意。

② ス ギやヒノキの植林として管理継続 ・伐採 した後、ケヤキ林に移行させる。マン

ト群落 (メダケ群落)の 保全。

14)自 然保護の野外展示として、神奈川県の代表的な自然林としての常緑広葉樹林を復

元するのであれば、台地上がシラカシ林、斜面がスダジイ林、斜面下部がタプ林の潜

在自然植生域である。

ま と  め

自然保護センター野外施設の斜面に生育する植生が調査された。

記載された植物群落は次のとおりである。

1 ク ヌギーヨナラ群集

2 ウ ワミズザクラーアラカシ群落

3 ス ギ植林    |

4 ヒ ノキ植林

5 ア ズマネザサ群落                           ン

6 メ ダケ群落

7 ス スキ群落

8 芝 生の管理放棄地植物群落

9 路 傍雑草群落

また、それぞれの群落について、潜在自然植生が推定された。
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【
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【
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―+, サ ンショウ Z研 あ"P,27irrt秘 卜+,

スイバ R″閉α ∝cめsa【キ, ツ バキ C筋 所肋 角脚配協 Var.肪茂狙由 【―十・ ツ ユクサ 働 閉肋 ●●m加 腕き【―十,
パライチゴ Rめ な 出焼 ●b陶四 【キ, ボ タンズル 磯 "山 "肋 【―+, マ ンリョウ ム加 o産滋  【キ,

ミス ミツ ウ (栽 ) A″ ″″ 力″ 的 脇 v a r .ヵ匹 所 ∽ ( I ) X + ,  ア ズ マ イ パ ラ R o s a脇 力 o L― + ,

アカシデ Ca7加 四仏均的四 Bl.B2-十, オ オシマザクラ(栽)障ぃ 四 ね朋唖Й″ var.字…  (【)Bl.B2+,
Nr.6:イ ヌザクラ P― 四 め“呼 克筋aSキ , ウ ドム●品 卸 2ara S i, ヶャマハンノキ ム施 み,stt Blキ.

オオパタンキリマメ my確 施 ち acwP8れ電ル協 【キ, ク リ Castara cたr8ara Bl―十, ク マシデ ∽ あ四角脚成筋 B2+,
Nr.7:ア カショウマ ′毎胡うoあり対s【

―十, オ カトラノオ "胡 磁 協め"泌  【―+, イ ヌザンショウ 拘留昭 れ あ胡筋 【キ・
コアカソ B胡 "研ia s7協ra k―|, シ ュロ 陥 Lッ“rPぃつ晦 i【―+, ナ ンテン 対わ あ″●ユ協 【十,
ヒメワラビ 吻 ″た り確 拘WI― 十.2, マ メザクラ P― ルr泣 【―十, ヒ ノキ θ協阿″"obar・ Bl-2.l B2-1.1,
メダケ Pルあ脇西!匹sinο減,S-3.3,

Nr.8:ア キ ノ タム ラ ソ ウ Sary協 拘″ が筋 【十 ・ キ ン ミズ ヒキ スダ筋ゅЙ れ″ 加  【キ , ガ ンク ピソウ て鈎 ″ 航 り 1』 ッ卸 商 幽 配 【―+,

キ ンラ ン CcP"″ 【→+, カ ノツメ ソウ "″ 由7わ ?あ ●協 “り働確 卜 十, ツ ルニ ン ジ ン C●4oaq匹 お 晦 ね“ 【―+,

ツル ボ Sガ防 ど施 ぃお 【―+, ナ ツ トウ ダイ ユ?肪 めЙ ttbθ Zね w【 ―+, ヌ ス ピ トハ ギ 妨 角的 "は wカ メ的 "【 ―+,

ノウルシ Ew7腕 Й 逸 ■Ocaraw【 ■, ノ ガリヤス Cara″ ダぃぉ αw広 由確″ var.う,町力"竜 肱 卜+,

ノブキ Aた ,仰 滋加 ああ閉放w"【 ―+. フ キ 乃湾 ルsjりり此四 【キ, ミ ツパツチグリ ,oを前脇 ytyPBぁw【 _+,

ヤブマオ B∝ L,確た め,3諄げ挽 【―十, ヤ マタツナ ミ 監辺閉あ施 腕幌説ル 【キ, ヤ マハ ッカ P筋 あい 的陸・四 【―+,

Nr、9:イ カリソウ(栽)EP筋 町的"卸 切唆ル胸閉 Var,あwb2rgil128rm(【)【キ, カ ワラスゲ 働 ″I的 卜1.2,

スハマソウ(栽)ム ″加o″ 施7河 “ var.J47仰 ∽ (【)【キ, セ イヨウタンポポ ra“溜田阿 窃倍れた 【十,
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ミゾ ソパ め ゅg。胸兜 吻 ダ 【キ ・2 ミ ドリヒメ ヮラ ビ 筋 eryP″ぉ yあ 句力 四 【キ ,
ムサ シア プ ミ(栽 )ム お “加`ヵ 中加 (【)【 ―+, ヤ プガ ラ シ cayrarriaル 肋  【―+, カ ンスゲ 働呼 ェ ″0,拘 ゅ"【■ ,州r。10 :ヤマムグラ C" 1開 四抑四取駒"I― +,  ヤマルリソウ θ切ヵ"材跡ヵμ滅協 【―+,  コゥゾリナ rぢa応″フて成協 【―,ニガキ ,た四 初 ?如 s"佐 S Bl-1.1,ハ ダカホォズキ

?々 警ワ輸 閉D駒 れ防 卜+,ヒ ィラギ os加 湖魅 た卯    【
―十,ヒゴクサ caた1 7apo河“ 1-+.2, チャノキ コルa sa確なる【_1,

Lい つ 麻 Eracap四 印 物 路 ,Wマ タニタデ

緒 夕 端 続 崩 鰈 P航
叫拘肱 掛 'ヤマネコノメソウ Cヶ脚じヮあ 山"ル の政財"【 - 1 . 3 ,  マツ:

み努与▼鶏誘解撤 材徽 十
1し
紆五陥 緒哲

革i
スズメウリ財oわあれ 如,。河勧 【ギ, ツ ルニガクサ 駒にだ切 y品批れ, var.閉 的欧胡切口" 【 一+.ネコノメソウ働9sOs7腕"ダリ研吻卜iハナタデ

徽 空F 】々ダ1蹴 岳ガ協鱗者挽F韓巴H好
既寸,

子雪考介うしメ物&脇 ,ユニ
シヨウマ働減切牝
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表 3 ウ ワミズザクラーアラカシ群落 Tab.3財 切 tJs grayana‐ Ouerus gragca_GesdLchan

調査年月日

調査番号

高木第1周の高さ(m)
高木第1層禎被率(%)
高木第2層の高さ(m)
高木第2層槙被率(%)
低木層の高さ(m)
低木層植被率(%)
草本層の高さ(m)
草本層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

群落の区分種
ウワミズザクラ
ハナイカダ

カヤ

クマンデ
コパノガマズミ

アラカシ

ヨナラ

ヤブムラサキ

ウラジロガシ

常線広葉樹林構成種
アオキ

タプノキ

クマワラビ

キツタ
ジャノヒゲ
テイカカズラ
ヒサカキ
モチノキ(栽)
ヤプラン

ランヨウアオイ

ケヤキ
ベニシダ

その他の種
スギ(栽)
エゴノキ

ヤブミョウガ
シオデ
シケシダ

ドクダミ
マルバウツギ

オオパウマノスズクサ
ヒトリシズカ

ヤマブキ
ゼンマイ
ツリバナ

ミツシダ
ノササゲ

ホウライカズラ

カシワバハグマ

テンナンショウs P `

Datual d.AuhaLme

l   N F . d . A u m a h n e

20  H She d.Baunschicht-1(m)

90  Deckung d.Baum』敵ht…1(%)
lo H She d.Baungdlicht-2(m)

20  DduaB d・ Bau匝 的的ht…2(%)
3  H5Le d.StratELdよ 出t(m)

10  Deckung d.SmudlntcLt(%)

l  H She d.KnutschicLt(m)

5  Deckuag d.KttutttHcht(%)

1 0 0  (光 S , e d . P r O b e a  S c h e ( m×m )

38    -nzabl

TrennaHen d.Cesenschat

P― 即 ″

所中 ″ 加

拘ィン 脚朝,″

∽ 四ンヮθ河“

yめ" ,,aw"

0“ 門西 grara

・
１

＋

Ｈ

十

十

十

・
１

，
２

＋

３‐

１

３‐

Ｉ

Ｂ２

Ｓ

乾

Ｓ

・

・
Ｋ

Ｉ

Ｓ

Ｂ２

ｋ

ｋ

Ｋ

Ｋ

ｋ

Ｌ

ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

　

Ｂ

Ｂ

Ｋ

Ｘ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

ｋ

Ｘ

ｋ

Ｋ

Ｘ

Ｉ

Ｉ

ほ

十  o確 ァロ0貶 閉協
+  6宮 放拓呼口,M刈時
+  0切 “SM山 的И

hen d`mtta』 aPOniCae

2.2  ム ー b4抑 施

1 . l   P ● 7 r a  J 脇め 四 F

十

I.2  Dり q7をお 腕 秘

+  打 θ佐沌 ,ル秘め“

十 の り 。抑 ル 例此四
十  "印 四施 切 Var.加 効 由 娩

十 駒 りをルワ肋
十  HcI占 宅コ“(K)
十  距 ガ″c PraryZyFa

十  ム w触 昭 られ阿ci

十  Z材 ねヵを 霊加昭″

十  Dり cP協な o"拘 "た

Sonstige Arte■

2.l  Crypromo,力 j毎り高“ (K)
+  S9rarコ 呼じ確

+  阿 比 ル 。コ商

十  S″ 批r"aria vaF.四 S庇 四お

十  ム めン也閉 "
+  H● ■山ッЙ ∽施

+   Do政 ″ scabra

十  ム お湖佐肋 協"
+   Cttra■ 施 ″
+  X● ″И ′竹o触昭

+  OsnuFaヵ P研域餌

十  E叩 ぁ四 叫, 7り脇

十  tSrgz● gra閉73a″ ィOisuw.れ

十  D的 ― ara

+  c a r a r r i a 如

十  P 2● aぇわ血

十  ム 泣 惚 ―sP,
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調査年

月
日

調査番号

高木第1層の高さ(m)

高木第1層植被率(%)

高木第2層 の高さ(m)

高木第2層植被率(%)

低木層の高さ(m)
低木層植被率(%)

草本層の高さ(m)

草本層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

植載種
スギ(栽)

その他の種
アズマネザサ

ドクダミ

アマチャズル
ゼンマイ
フジ
ハエ ドクソウ

シオデ
ヒカゲイノコズチ
ウラシマツウ

テイカカズラ

アプラチャン

ミョウガ

タブノキ

トウゲシバ

ノササゲ
シロダモ

サネカズラ
ヨナラ
マムシグサ

オオバウマノスズクサ

イヌワラビ

アオキ

クサイチゴ

ナルコユリ

オニ ドコロ

クサギ

ケチヂミザサ

ヤブミョウガ

イヌショウマ

ホウチャクソウ

ヤプラン

シケシダ
ヤプマオ

ランヨウアオイ
タヽ コペ

ヤマグワ

ヤブツテツ
エビネ

表4 ス ギ 植 林 Tab.4 CryprOmθtta」ilapO痢昭―Forst

Datun d.A』 haLale

3   Nr.d.Aufnahme

14  H She d.Baumschicht-1(m)
80  Deckung d.BaumscLicht-1(%)
・  H She d`BaunscLicLt-2(m)
・  Deckung d.Baualschicht-2(%)
・  H5he d stauchscLicht(m)
・  Deckung d.StrauchschicLt(%)

0.5  H OLe d.KrauHhicht(m)
10  Deckung d.Kraunhicht(%)

20 GrS,ed.PrObefl ichc(mxm)
×

2 0

56   43   24    Arteコ 巴aLl

２０

×

２０

２０

×

２０

Ｂｌ

一
　

　

　

　

　

　

Ｓ

≡

十

一＋

十

十

十

＋

十

Ｔ

十

十

＋

十

■

十

・
２

＋

十

十

十

＋

・
２

十

＋

＋

十

・

5.5 4.5 45

3 . 3  3 . 3

1.2  +

| . 2  +

+  +

十

+

+

+

+

+

十

十

十

+

+

+

+

+

+

+

+

十

+

+

+

+

・
３

月

十

＋

十

十

十

十

・

・

Cepflanzte焔

C9Pr●加αtt rap078ra(K)

Sonstige Artea

Pを,obrasaA c腕

打o″り 滋 c a r a a r a

の , O S r C a F l a  P c a r a P助

O S " E 4 2 4ル研協

財きをた ルめ肋

Pれり初 r2PrafrattO var.四腕

助 施 ″ 施 V a r . 郎所と西体

ムCけ こ力あ容"
AttM●閉a3mぃ "肥

rrt訪施甲伽 閉 血 虚 印 Var.加 閉 湖 妨

Parab`確 o力 P″●●α

Z"炒 ●ア,に80ga

Pcrs●a rh切対s

■輝07例助材 ど●触山町

Dmasia,w四 協

打θθttwa受 脇

Katrspra加 復

2″7●四W初
ム施″閉 ル ,肋
A 為 肱 施 t a c 競 ガ

ム的臨 初 泣切
ムrtrba ttPθ腕
Rコbこな力irdaraA
乃, P″ 切 r a L a n m
Dわ scorca め

OcR兜た,どれ"1 庇 あっり,w″"

OPお "例 四 “加 朋 加 "魅

Po回防 ″ 減“

0減 伽 ″ ∽

D句,θm筋  輌蜘修

L筋 ″々,P比け,■メ脇

ム,メ批閉 ″ 秘

D“れ"2Ha bⅢ "協
ha― 妨 '

S 腕々 "caЙ

nf。西 防"沖

●施荊阿 ル胸昭:
caran"ca粒っぁr

・

・
　

・
３

・
３

・
２

・
２

・
２

＋

十

十

十

＋

＋
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マツカゼソウ
アカショウマ

ナツノタムラソウ

クロモジ
ペニシダ
ヌスビトハギ
オニグルミ
ムクノキ
ヤマホ トトギス

オカタツナミ

カヤ

イヌタデ

ソクズ

ミツパアケビ

オオバジャノヒゲ
ミズヒキ
クマヤナギ

サラシナショウマ

タマアジサイ

ヤブムラサキ
ウグイスカグラ
ミツバ

アカネ
アカソ

フタリシズカ
ツルデンダ
イワガネソウ
マルバウッギ
ヒサカキ
フクロシダ
ナツツタ
アカメガシワ

ホ トトギス

イノデ

イヌホオズキ
ツユクサ
モミジガサ
マユミ
ハンショウズル

クマワラビ

ホシダ
エゴノキ

アキノタムラツウ
コゴメウツギ

イヌツゲ
ジャノヒゲ
タラノキ

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

S

【

【

【

【

【

【

【

【

B2

【

【

【

【

【

【

【

【

S

【

【

【

【

【

【

【

【

【

+

十

十

+

十

十

+

十

+

十

十

+

+

+

+

十

十

+

+

+

十

十

+

十

十

十

十

+

十

十

十

十

十

十

+

十

十

十

十

+

+

+

+

十

+

+

+

'α海功"“ 口逸 拘P。滋

綱 b`Jを抑みうoィg“
S″ッra r2sccas vart妨 れ

これた″ 筋 う●24●

Dヮ 9Pをお cり̀ h70JOra

挽 s魔oれ ″ oェンP仰
Jzgraなa"加伽"肱

々 加 ・aSP切

筋 け,お胸確rcPo4ra

Sc″θ′腕 う砥 カメEP協
T●呼ン ″"朝″

Pο〕ゅ″″閉 わ″諄貶勉加

Samう″四 c航確曲

ム姥bia胸"脇

07駒 ″P″ 夕rainca7四

Poryg。円″碑 炉均修閉●

,どたル加la閉確初 M

Craに抑 翌″ 肱

=ノ 初 野“あνttCMra

働 "あ 確 秘ο施

助 c,″コ昭胡ゅos Var.grabra

cryprOracala,4っため

Rめ とata″

コοαれ閉cP12,お叫7西
働わ初 あ西 ざα閉的な

乃tysおcれ抑腕 "
C o河o即閉艇 ル o滋

Dc叫ぇ″ scabra

励 呼 ″ " 施

Woθ』L力 初 c力″月を,コむ

Pa泣 ″饉螂 協加呼滋協

Mめ 如 ル 。泣 四

筋 |メ施 み筋

POこンStth四" P】 )brcPha―
sora′"“閉 "″

∽ ″"●力w∽ ″"wBW

ca胡ねacrP腕 "肱
万的 り , ぃ どめ o あれ 朋 四

C確純 体 jηo所“

Dィル7rcお ra″″

Cッ品 oれなacw閉力切向な

Sけ座 ル 。滋

捌 レとル 例 ∽

ScP筋 麓 ″ 統 純

r2.c″ 岡幽

07hio7o30'メ ηOコ昭四

ムP銀 ●rara
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調査年

月
日

調査番号

高木第1層の高さ(m)

高木第1層植被率(%)

高木第2層 の高さ(m)

高木第2層植被率(%)
低木層の高さ(m)

低木層植被率(%)

草本層の高さ(m)

草本層植被率(%)

調査面積(m× m)

出現種数

表5 ヒ ノキ植林 Tab.59狛 maec/parrs obrgsa_Forst

58   47

Datun d.AttBLEle

Nr.d.AufnaLale

H5he d.BaulnscLicht-1(m)

Ddung d.Ba口 的ぬ河lt-1(%)

H She d.Battm時出曲t-2(m)

Deckung d.Ba旺田働的ht-2(%)

H She d.staК出時bttt(m)

DecLun3 d・StamcLt(%)

H She d,KraumLicht(m)

DecLung d.Kmuthicht(%)

orS,ed.PrObea S位  (m× m)

Artenzahl

７

６０

．

．

．

．

１

８０

６

８０

．

．

２

５０

・

３

３０

２０

ｘ

ｌ０

２０

×

２０

植栽種
ヒノキ(栽)

その他の種
アズマネザサ

タチツポスミレ

ツユクサ
フジ
エノキ
ヨナラ

ケチヂミザサ

アマチャズル

オニ ドコロ

ケスゲ
マルバウツギ

イタヤカエデ

イヌワラビ

イノデ

クサイチゴ

クサギ

オオパウマノスズクサ
コポタンズル

ノブドウ

ヤマブキ

ウツギ

アオツツラフジ
エビネ
ツクパネウツギ
テイカカズラ

ヤブレガサ

ヤブムラサキ
ミツパアケビ
ハンショウズル

アプラチャン
ヨウシュヤマゴボウ

アカネ
アラカシ

イヌシデ
エゴノキ

オオパノイノモ トソウ

オクマワラビ
コバノガマズミ

S

Bl

【

【

【

【

【

【

【

X

【

【

【

S

【

【

【

【

【

【

【

ほ

【

S

L

【

【

X

【

【

【

【

S

【

【

X

【

【

【

K

【

4 . 4  4 . 4

3 . 3  3 . 3
+ . 2  + . 2

+  1 . 2

1 ` 2  +
+  十

十  +

| . 2  1 . 2

+ +.2

1.2 +

1.2 +
十  十

1.2  ・
+  十

十  十

十  十

十  +

十  +

十  十

十  十

十  +

+ . 2  ・

2 . 2   ・
+ . 2  ・

+ . 2  ・

1 . 2   ・

1 . 2  ・
+、2   ・

1 . 1  ・
+ . 2   ・

+ . 2  ・

1 . 1  ・

1 . 1   ・

+  ・

十  ・

十  ・

+  ・

十  ・

十  ・

十  ・

cepaanzteれ

0肱秘″q″ め如 (K)

Scastige Arten

,たためrastA.れ由。

7ゎra♂け70ccras
∽ ″材●的“ て初mm阿 山

昭位た ルめ切カ
Cctt J力,府なvar.ル お“

Orm4S W"“
の体″西 …
0メ″J ″々加4P,'比フカメL材
"″ aり わ円

勧 座 れ"

D●政 協 scab″

Accr秘 o″

えカメれ廓 BilPa協財加

白 ヴ "商 胡 吻 碑  P。 ウ bttP加 切

Rttb“FれはM由な

C陸れた″″a ntわ り″切

ムAror●批 L.mPreri

C力閉コ由a7可し協 Var.b″″““

ム仰 "う 印 "●2-Wara

&滋 ″ 7研 協

D●4zFa c産″“

C●●●“とな0お C“五2JrA

carana加 。rOr

ムb●脇 呼途 Jara

打確cLcrosPcrPPBtt ωね佐切  Var.確 77Z況助"

妙″姥S汀″
rん加切″ 閉0′体

A確 う力 ,ル 協幽

Cル加コ出乃 o前∽

Parabo円之o立 P,“co■

,たyめracca attg″仰

Rめ 協 ね 産

2距 rCn gと政“

CaP7山付位わo″ s崩

Sけ醒 ル 切脇

,″克占"飲 ″

Dり q7″応 切挽 施

こも抑材町開 Crostr72



カラムシ

クサコアカソ

クマノミズキ
クマヤナギ
ヨウヤポウキ
ヨゴメウツギ
シュンラン

ヤマシロギク
ジャノヒゲ
スイカズラ

スダジイ
テンナンショウsP.
ニガナ
ヌスビトハギ
ノササゲ
ホタルプクロ
ハダカホオズキ
ヒカゲイノヨズチ
ヒヨドリジョウゴ

ヘクソカズラ

メギ
モミジイチゴ

ヤプヨウジ

ヤマウコギ
ヤマヨウパシ

ヤマタツナミ
ヤマハゼ

ノイノくラ
ホウチャクソウ

イヌザンショウ
ウグイスカグラ
ウマノミツパ

オカウヨギ
カナムグラ

クヮ

クヮクサ
ヨウゾリナ
コシオガマ
ヨナスピ

タケニグサ

ダンドボロギク
ツポクサ

ドクダミ

ナヮシログミ

ネコハギ

ネパリタデ
ヒメジョオン

ホシダ
マルバグミ

ミズキ

ヤエムグラ

ヤブラン
ヨウシュヤマゴポウ
レモンエゴマ

ワラビ
マムシグサ

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

X

【

I

【

【

【

【

【

【

【

【

X

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

I
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十

■

+

十

十

+

十

十

+

+

十

■

十

+

十

+

十

十

十

+

+

+

+

十

■

十

十

+

+

キ

+

+

+

十

+

+

+

+

+

+

+

+

十

+

+

+

+

+

+

十

+

+

+

+

+

+

Bお 筋o,佐 Яゥリ"だ ツCa

B∝ あ″●7を 8Pac〕体

CC― 肱 り 協

コ研Jセ施 座 ●閉osa

P ●り a  S C a 2 2 w

S ″競 肱 とa

物 うた"比筋 go3だわgど
An″ ,28● れ どVar・腕

q″駒7q辞"′″。加山四
"“ 】呼吻減∽

" が S C り 協 確 V a r . 立 捌 鵬

ムお仰惚 sP.

イたな たカ

挽 ど"肋 "は 沖 h姉

D四胸岱協 ― Cara

働 ″Pama″ ヒ胸α狗“

r・・b。印 位 筋 a z O脚妨

A抗 ガ卸"●どJiaPoだ“

Sο』あ“閉 ゅ ″的ぁ

施 どを勉  3白 四円』必"庫 var`印

コか お あ“わoィg“
RrDtt Parmarr4s var″ 7々カメ比西

ム泌体″ヵヮa域∽

ム●a■ね?Pa■aI SP如 四

助 たra grara

Sc政比勉 伽四腕

駒 四 ギル 。S体

R●J4"切 切あ″

眺 Po― 輌N挽

Faga″ 加筋た力″加

妨 ra FacrilriPcs Var.grab″

S口可協 oあ筋●西古

AcancPttME ttPO,た 四

rrmガ 西 sca滋 西

〃ο口府防″"体
Faり確 ッ】わsα

比 お ル切協

の ど筋ZPaル 。泣 碗

り 筋 閉 Й ル 。山

MacLaμ  cttra
E Mカ ルざ施 ″"肋
c . B r a  Oと協

】し四確げ″と のrFara

Eね 均探四 ′りgαな

LsPcを za Pあ M

P仰 抑碑 ツ四"Я り'

Erig●"″ arw“四

のCttοtt ac847Z力arW

Eracaptt PBacrcP般

6o開四 cttrrO燿西α

C】泣″ ヮ “,切

加的″ ,加,Pル肱

Pttracca.m● た仰

み 克脇 力切 体 CCA Var.6カ あ わ ″

れ 月″閉  a?励 Ban var.ra山四Ⅲ腕
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調査年月日

調査番号

低木層の高さ(m)

低木層植被率(%)

草本層の高さ(m)

草本層植被率(%)

調査面積(m× m)

出現種数

表 6 ア ズマネザサ群落 Tab.6 Prei9brastts ttri●o‐Gese‖schat

Datul■ d.Auhahne

Nr.d.AttaLne

H She d.stta■thicht(m)

Deckuag d.Strauchschicht(%)

H She d.Kコ uwhicht(m)

Deckun3 d・Krauthicht(%)―

orS,ed.PrOberl Sche(m× m)

AHenzahl

Trenaart d`GeseLhaft

5,5  Pル カbrasaa】 "″

So■stige Men

l . l  C h a ″ c y P a w めH 4 S a ( K )

1.l  Casratta craara

十   yiora″ αR四

十  ∽ 加 腕 can7PB―

十  ▼ 磁 た 抑 四町b

十  晩 こぷ説″西おvar.ヵp研由“
+  0確 ,C四受加
十   拓 印″″ raPθ滋

+  m″ 辺町防″

十  Dゅ o商 蝉 並

十  ム 池 閉 Jao,wwP8
+  R力 ILF′aを″Ca

十  ム α"あり%触軍 高"ゅ″肋加四

十   駒 防,wc4s説 わ批 脇″

十  五 れわた 響力″″

十   T胸 け河な れ防協

群落の区分種
アズマネザサ

その他の種
ヒノキ(義)
クリ

タチツポスミレ

ツユクサ

フジ
エノキ
ヨナラ

ヤマブキ
ノイバラ

ホウチャクソウ
マムシグサ

ヌルデ

ウコギ
ニワトコ

アケビ

ホ トトギス

Bl

S

【

【

【

【

【

【

【

【

【

S

K

【

【

【

調査年月日

調査番号

低木層の高さ(m)

低木層植被率(%)

草本層の高さ(m)

草本層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

表 7 メ ダケ群落 Tab.7 Pretttatts siloonii―Geselischaft

Datun d.Aufnahne

N I . d . A m a b n e

H5he d.smuchschicht(m)

D●●Lu■Bd.Sta■ ●Lschicht(%)

H She d.輸 unicht(m)

DecLun3 d・Krautchint(%)

or5,ed.Probea iche(m xal)

A n z a b l

十

+

+

キ

TI●Enart d.Cesel18chaft

比 ゎbrasaA碗

Sonstige ARea

材めЙ 観助P∝o四

駒 pゼめ 般
CamPama P“ 閉“切“

n″たれa scaz2●A var.れ ,

群落の区分覆
メダケ

その他の霞
タチツボスミレ

ヤプラン

ホタルプクロ
ヘクツカズラ

S

【

【

【

【
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調査年月日

調査番号

草本第 1層の高さ(m)
草本第 1層植被率(%)

草本第2層 の高さ(m)

草本第2層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

表 8 ス スキ群落 Tab.8材 i弱卸船ぃ si199nsrs‐Gesellschat

Datum d.AttaLEle

Nr.d.AutlahHle

H She d.輸 uthicht-1(m)

DecLun3 d・Kr"敵 対ぬt-1(%)

H5he d.輸 uthicht-2(m)

DecLun3 d・Krautschicht-2(%)

orS,ed.PrObea Sche(m× m)

AH●nzabl

4 . 3

3 . 3

3 . 3
3 . 2

2 . 3

2 . 3

2 . 2

2 . 3

2 . 2

2 . 2

1 . 2

1 . 2

1 . 2

1.2

1.2

1.2

1.2
+

1.2

1.2

1 . 1

+

キ.2

+

十

Trenllart d.CeseLha丘

M碗 349Jあ0西山

S o n s t i g e  A r t e n

Erigero2御 ″四

r a P例″ qンL″ど日た, v a r . たo 9 1 をど

r●.的ッЙ ∽r2ara

ム確前 7-2PS
Pに克閉比" a即 湖けwtt var.Йばれ

" 彼 腕

ル "泣 ″″ arcP,.ち湖比J

E確 拘,P吻 施

α翔妨秘 たた昭 w vart抑 伽施

Pたわめね山栂●肋

沢trb四肱 s触

駒 脇 筋 ぬ 的 v a r .妨筋 切

】四佐力Procmb● A var。たれ

Hy施 ″ めめ ヮ4oFa●J

A'メ仰前陸J raP●″∽

拘 殻 施 。競 西 V a r . 閉旋 :

∽ 秘"加 ●om閉 -3

"山 巾

"四 “切 肋 魅

的 抑 抑 じ】協

万?成財腕 “呼o西,

８８

８

１

　

‐９

　

６０

００

３０

５０

　

７

×

７

　

２２

群落の区分種
ススキ

その他の種
ヒメジョオン

チガヤ

ドクダミ
ヨモギ
ワラビ

セイヨウタンポポ
チカラシパ

ハルジオン

カキ ドオシ

アズマネザサ

クサイチゴ

アキカラマツ

キツネノマゴ

チ ドメグサ

ヒカゲイノコツチ

ヘクソカズラ

ツユクサ

ケキツネノボタン

ホシダ
ヒルガオ

スギナ

【1

【1

【1

【2

【1

【1

【2

【1

【2

【2

【1

【1

【2

【1

【1

【2

【1

【2

【1

【2

【1

【2

【2

【2

【2
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調査番号

草本第 1層の高さ(al)
草本第 1層植被率(%)

草本第2層の高さ(m)

草本第2層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

植栽穏
ヨウライシパ

その他の種
アキメヒシバ

チ ドメグサ

カタタヾ ミ

トキンソウ

オオアレチノギク
しメジョオン

ヒメムカショモギ
チチコクサモ ドキ

クサイ

オオバコ

オオマツヨイグサ
チカラシバ

サクラsp.

スゲsP.

オナモミ

イヌガラシ

ミズキ

トキワハゼ

キツネノポタン

ノミノフスマ

シロツメクサ
セイヨウタンボボ
ヘビイチゴ

ダンドポロギク

オオイヌタデ
ベニパナボロギク

イヌタデ

クサイチゴ

ヨナスピ

ノハラアザミ
ヨモギ

アメリカセンダングサ

アサガォ
ススキ

キンエノコロ
ニワゼキショウ
スギナ
ハキダメギク
ヒカゲイノコズチ

カゼクサ
シロザ
アシポソ

Datun d.Auhahあ ム

Nr,d,Aualahne

H She d.xlautphicht-1(a)
Ddun3 d・ mutahicht-1(%)

HSL d.Krauthidlt… 2(口)
D― gd.輸 ut田出山 -2(%)

o■5,ed,Proben Sche(DXm)

Arteazabl

表0 す 津放裏地植勧群落 Tab.9 Autgegebene Rasen‐ Unkrautgeselほchat

年

月

日

査田

1

50

10

10

100

5

×

5

20   34

＆

盟

蛇

蛇

陀
一ｍ

聡

Ｈ

ｍ

ｐ

蛇
一蛇

ｍ
臨

ｍ

虹

Ｈ

盟
陀

＆

＆

勉

盟

蛇

蛇

ｍ

Ｈ

Ｈ
＆

蛇

蛇

Ｈ

ｍ
Ｈ

粗

Ｈ

Ｈ

ｘ２

配

盟
配

蛇

聡

既

5 , 5

4 . 4

2 . 3

2 . 3
1 . 2

1 . 1

1 . 1

1 . 1

1 . 1

+

1 . 3

+

十

1 . 1

+

o c P a a n z t e  A r t

4,5  Zoysね "肋
Sonstige Aten

2.3  〕 仰仰協 フ施 “四

2,3  rryr7● ●●●L胡 "わワ勉 S
+.2    0出】皆cθ"

2 . 2   Q四 "滋 れ

望  Errig・印 "由
・ 垣昨 朋 47W―

+.2

+  EPrig●″″競 施き

+  C47妨  77Wgl17PB

+.2  J― w“θ施

1.2  Prarag● な競
・  0● ″佐 閉 αり,70S●7ara
・  姥 れ 切 ,中

十  。  P― ぃ P .
十  。   C a r a  s P .

十  ・    Xan″ 腕  車乃"wtth碑

+  ・   R o z P P a 競

十  ・    Cc_car8的 y●Aa

+  ,   Maを な Pれ
十  ・   R4脚 駒 必 仰 ゎ り 幼 曲 var.gra防 ァ

3 . 3   S湖駒を aな佐 v a r .切切

3.3 ■ 湖 助 ヮ ぃ

3.3  "げ 艇れた

8,3  D確 施開o“抗抑
1.2  β ttc腹 ど佐 ″Ⅲ 肋

1.2  コ o,″励碗 脚乾粗筋

1 . l  C西 賊 q 7朋И  C呼め た ざ

1,l  PⅢ 観mJ研 紳的筋
+.2  Rめ な 碗
+.2  中 拘″減%iSめ 貶Ss泳

十   伽 筋 "

+ ム 確 減 並 Pmc● Ps

+  ,を な anaaFa

十  つ oコ″∽ "
+  M&抑 め四 豆確山
十  S“ ″″ grara
+   Stメ 向融材"切, コ防四佐“"
十 駒 山 伽 anを独昭

+  C加 解 胡脇

十  ム Jサ脚的あ2リヮ●■ra

+  Ezgrasti.Fユ ″理由切

+  6切 れ 閉 abWPB

+  M腕 確 妨  流 商  Var,Pο 4汀 山 ",印
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調査年

月

日

調査番号

草本第1層の高さ(m)

草本第 1層植被率(%)

草本第2層 の高さ(cm)

草本第2層植被率(%)

調査面積(mxm)

出現種数

表 10 路 傍雑草群落 Tab.10 Wegrand‐ Unkrautgeselにchat

Datun d.Auhahne

Nr.do AmaLale

・  ・   H SLe d.&uWhicht-1(皿 )
・  ・   Demgd.輸 uttht-1(%)
20 30  H She d.muchicht-2(価 )

80 100  Ddung d.Kra山 貧臨的t…2(%)

8  1  GT S,ed,PrObea Sclle(mxm)
×  ×

5    5

20 24  ArtenzaLl

Trennarten d.0●|●LLaft

+  十   ・   ・  1.2  ・   ・   A商 的Йフ"
十 + . 2  +   ・  2 . 3  3 . 3  2 . 2
・ 2 . 3 3 . 3  ・  ・  ・  ・  P o r y g●a w P 8 "
・ 十 ・ + . 2 +・ ・

キ  ・   ・   ・   + 1,2 1.2  E■ rror a,四 匹

md.TriteseLhaft
・ +.2 4.4 ・   ・   + 1,2  PraaragOい 脇

1.2 +.2 + 5.5 2.3 ・   ・

+.21.2 ・ 2.21.1 ・ ・ 筋 放 m araPα atwね

+  ・   ・   ・   ・   ・  1.2

+十 十 ・ ・ ・ ・ ル aな″″ぬ
・ ・  + . 2  ・  1 . 2  ・  ・  働 座 施 商

９３

９

２９

　

５

　

２００

４０

５０

‐００

　

３

×

３

　

３８

９３

９

２９

　

４

　

００

２０

３０

９０

　

ｌ

ｘ

ｌ

　

ｌ５

９３

９

‐０

　

３

　

６０

６０

２０

００

　

３０

×

２０

　

１‐

９３

９

２９

　

２

　

００

７０

３０

００

　

１０

×

‐０

　

３‐

９３

９

２２

　

‐

　

３０

１０

３０

００

　

３

ｘ

５

　

３‐

群落の区分穫
ヨモギ

イヌタデ

ヒメジョオン

踏跡群落の構成種
オオパヨ

チカラシバ

クサイ

カワラスゲ

その他の種
カキ ドオン

ツリフネツウ

ミゾソバ

スギナ

セリ
ツユクサ

ドクダミ

アオミズ

アシボツ

コブナグサ

シロツメクサ

トダシバ

ヌカキビ

ヌスピトハギ
ヘビイチゴ

ヤプマメ

オナモミ

オヘピイチゴ

カタタヾ ミ

キツネノマゴ

キンエノヨロ

ケチヂミザサ

ススキ
ノアザ ミ

ｍ

陀

ｍ

盟

蛇

Ｉｌ

蛇

粗
陀

幼

陀

蛇

ｍ
協

ｍ

蛇

陀

陀

ｍ

盟

蛇

蛇

ｍ

蛇

ｍ

＆

蛇

Ｋｌ
＆

＆
一ｍ

既

臨

Ｋ２

Ｈ

蛇

幼

蛇

幼

陀

ｍ
陀

1 . 2  3 . 3  + . 2  ・  十

1 . 2  2 . 3  3 . 3  ・  ・

2 . 2  + . 2   ・ 2 , 2  2 . 2
・ 2.2 4.2 ・   ・

・  ・  +.2 3.3 2.2
,  十   ・   。  3.3

+  ・   。   十   ・
・ 1.1 +  ・   ・

+ 1.2 ・   ・   十

十.2 ・   ・   + 3.4
・ +.2 ・  +  ・
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写真 1 自 然保産センター野外施級の全景

中央にのびる谷戸の両側が調査地の斜面。
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写真 2

クヌギーコナラ

群集の相観

林内にはアズマネ

ザサが高被度で生

育する。

塙再に3

ムラサ寺ケマン、

セントウツウ、

コクサギなどで

下位区分された

ク京ギーコナラ

群集の林内

駆 4

ウワミズザクラ
ーアラカシ群落

の林内
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写真5

スギ植林の林内

写真61  ‐

下生えが貧弱な

ヒ″キ林内:

写真7

奥にススキ群落、

手前にアズマネ

ザサ群落
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写真8

水路ぞいに生育

するメダケ群落

塙切に9

芝生の管理放棄

地柱物群落

写真 10

路傍雑草群落



神奈川県立自然保護センター報告第11号

野外施設活用のための情報提供について
(神奈川県立自然保護センターの事例紹介)

川村 優 子
中

Information service of making the best use of ecological garden

of kanagawa prefectural nature conservation centerin atsugi city

Yuko KAWAMURA中

はじbに

自然保護センターでは現在年間約 5万 人以上の利用者がいるが、 トイレや食事等の休憩

所的利用や散歩、 リクリエーション等の公日的利用が多く自然観察や目的をもった体験、

学習をするなど能動的利用は充分とはいえない。施設の設置目的に叶ったかたちで野外施

設の利用がなされるためには、体系的に情報を提供をしていくことが必要となる。

現在自然保護センターで実施されている野外施設活用のための情報提供を体系づけ、そ

のあり方について検討 してみた。

今日までの経過

厚木市七沢にある神奈川県立自然保護センターは、 1978年 に緑化センターと鳥獣保護

センターの両機能を合わせ持った自然保護思想の普及啓発機関として、当時林業試験場敷

地の一角にあった林業研修所の閉鎖後の施設を利用 して設立された (図 1)。

設立時の施設 としては、自然保護全般についてやさしく解説した館内展示のみであったの

で、林業試験場の一部樹木見本国を野外施設 として共用し、周辺地域のハイキングコース6

ルー トを自然探索路として紹介 していた。

その後 1980年 には、新たに買収した5ヘ クタールの隣接地を自然観察の場として整備、

1983年 には 「自然と人とのかかわりあい」をテーマとした展示と旧施設の改修を含む

本館等施設が建設された。

更に 1989年 には、 8ヘ クタールの隣接地を買収 して施設の拡充をはかり、現在は雑木

林と谷戸からなる13ヘ クタールの野外施設を運営 している。

この野外施設は自然保護を伝えるための野外展示として位置づけられ、館内展示との一

体的利用により学習効果が高められるよう整備され、様々な事業が実施されてきたもにも

かかわらず、利用者から「館内展示と野外施設 との結びつきが稀薄で連携した利用がしにく

い」、「野外施設の利用に関する種々の情報提供 も貧弱である」との声が寄せ られていた。

その原因は、一つには施設全体の条件 (表1)か らくる制約に起因するものであり、一つ

には体系的な視点での野外施設活用についての取り組みが、長い間意識的にはなされていな

かったことによる。

その後、野外施設の能動的利用を促すための取 り組みが少 しづつ始められ、 1993年 に
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は野外施設維持管理指針 (川村 ・森尻  1993)も 作成された。よって野外施設の将来

方向が定まり、利用者は今後より充実 した能動的利用が可能となろう。

野外施設活用のための情報提供の体系化

自然保護センターで実施されている野外施設活用のための様々な情報提供が、表 2の よ

うに体系づけられた。

提供されている野外施設活用のための情報は、提供目的 (利用者の施設活用段階)に 応

じた内容によって利用基礎情報、活用基礎情報、ステップアップ情報の 3つ に分けられる。

利用基礎情報は、自然保護センターをまだ訪れたことのない県民にたいして施設の存在を

伝え利用を促すための情報や利用のために最低限必要な情報であり、活用基礎情報は、施

設の目的に叶った能動的利用のための情報であり、ステップアップ情報とは、施設利用に

とどまらず自然保護の学習や活動をさらに進めるための情報である。

また情報の提供方法としては、直接的な伝達方法として、説明 案ヽ内、観察会、研修会 ・

講演会、発表会 ・討論会 ・シンポジウム、調査などが実施 (予定も含む)さ れ、媒体を利

用する間接的な伝達方法 として、書込板、掲示板、展示、説明 ・解説板、標示板 ・標識板、

印刷物、視聴覚装置などが使われている。

具体的に一つの情報を提供するについては、直接的な方法、媒体を利用 しての間接的な方

法、両者を組み合わせるかたちの方法が適宜使い分けられている。なかでも野外施設にお

ける情報提供については、施設開設以来、自然保護に相応 しく(表現や媒体 ・素材 ・色)、

野生生物への影響を最小限に (位置や手法など)、 という基本的姿勢に基づいてできるだ

け工作物設置をしない方向で実施され、そのためのいろいろな工夫が試みられている。

実施されている情報提供を利用者の利用プロセスの中でとらえると (図2)、 利用基礎

情報とは利用する全ての人が、野外施設利用の間ずっと継続して利用し、活用基礎情報やス

テップアップ情報は、その間、目的 (施設活用段階)に 応 じて利用されている。 したがっ

て情報の伝達形式や媒体も、利用基礎情報については、様々な方法で繰り返 し繰り返 し伝

えられ、活用基礎情報やステップアップ情報は、的を絞って主に間接的な方法で伝えられる。

言い替えれば、一つの情報を提供する際、伝達形式や媒体は、利用基礎情報において多彩

であり、活用基礎情報やステップアップ情報においては、伝達内容に相応 しい形に限定さ

れている。

情報の内容と提供の方法

1.利 用基礎情報

位)施 設紹介

自然保護センタTの 存在を知 らない県民に向かってのビーアールとなるものなので、で

きるだけわかりやす くしかもしっかり印象づけられる方法が好ましいが、限られた予算の

中での取り組みのため、従来から方法は変わらず、リーフレットやポスターが主体である。

印刷物一リーフレット:変形A4型 。「いこうよ自然保護センターヘ」は施設の目的、

業務内容、位置とアクセスの方法、運営時間、休所日、利用ルール等を紹介 (1978

年以来)。 県庁や県の各合同庁舎県民向け窓口他に配置。

印刷物―ボスター:B2型 。毎年年度はじめに作成、1年 間の実施事業計画、当センター



施設へのアクセスの方法等を掲載 (1992年 以来)。 県庁、合同庁舎県民向け窓口

に掲示。県内の教育機関 (小学校、中学校、幼稚国、保育園、生涯学習施設、教育

施設等)や 県市町村の自然保護担当の県民向け窓口、最寄りの鉄道主要駅、最寄り

の路線バス内などに掲示依頼。

標示板一道路上の案内標識等 :市街地からの道路上の案内標識は、入り田300m手

前に一つあるのみ。最寄りのバス停留所には案内図板を設置。

その他 :新聞、雑誌等によるピーアールの機会が与えられた場合の記事(随時実施)。

テレビやラジオによるピーアールの機会が与えられた場合の解説 (随時実施)。

121 野外施設の目的と利用規則

施設の目的や利用規則が利用者に伝わっていないと、様々な トラブルを引き起こすこと

になり、施設管理者にも利用者にもマイナスである。施設の目的や利用規則は曲げられる

ことなく正確に真っ先に伝えられるべきである。

利用基礎情報全般について、本館のインフォメーション展示に説明板があり、またリーフ

レットも1部 づつ持って行けるよう本館入口においてある。更に受付窓口では、 「野外施

設ガイ ド」も配布されている。

自然保護センターの場合、団体利用は予約が原則となっているので、予約や下見の際に

施設の目的や利用規則を十分に伝え目的にそぐわない利用は遠慮願うか、利用の仕方を調整

願っている。さらに利用当日、利用基礎情報全般を職員が伝えることにしている。また予

約無 しで来る団体については、一応入館がチェックできた団体については、その時点で職

員が説明 している。

また、野外施設においては、 1985年 頃までは注意表示 ・警告表示とも自然観察の場に

ふさわしく禁止語句や命令語句ではないソフ トな表現がされていた。 しかし最近は、ダイ

レク トに伝えないと理解が得 られないケースが多くなリトラブルが絶えない。 したがって

野外施設の利用規則に関しては直接的表現に変わってきている (写真 1-3)。

解説 :団体利用に対 しては職員が解説 (1979以 来)。 個人利用者に対 しても、現状

の施設設備が改善されないのであれば、職員やボランティア指導員等の巡視を増や

しその中での直接指導が検討される。

説明板 :本館の展示、野外施設の主な出入口にあるが、施設の設備条件 (表1)に よ

る制約のため、あまり効果的でない (1983年 以来)。

標示板一円形注意板 :直径 30側 大。一注意板に一注意を表示。約 15種 類あり。野

外施設の随所に適宜設置。それぞれが簡潔な一言で表現され、イラス トも添えられ

ている (1980年 以来)。

印刷物―リーフレッ ト:B5型 。 「ようこそ自然保護センターヘ」 (1991年 以

来)に 記載。利用者が一部づつ持っていけるよう本館入口に配置。

(31 設備 ・見取図 ・利用区分

施設設備 ・見取図 ・利用区分については、野外施設の主な出入口に設置されている説明

板に図面情報として示されている。

また、従来野外施設には生き物の名をとったエ リア名がつけられていたが、自然観察の
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ための誘導にはむしろ位置 (ポイント)を 明確にした方が便利であることから、エリア名

をやめて地番や場所の名を決めて標示していくことにした。このうち地番杭の設置が完了し、

地番杭や地名の入った観察のためのマップも作成中である。

さらに、それぞれの場所がどの利用区分に該当しているのかを伝える現地での情報提供

については、標示板が適宜設置されている

説明板 :本館入日、インフォメーション展示(1983年 以来)、野外施設の主な出入ロ

に (1987年 以来)設 置

標示板一地番杭、地名板 :エ リア標示(1980年 以来)か ら地点標示への変更にあわせ

て、地番杭 (1998年 か ら)、 地名板 (1994年 予定)を 設置。

標示板一円形注意板 :ふさわしい利用形態を誘導するよう、利用区分の境界域に設置。

印刷物―マップ :前述の「ようこそ自然保護センターヘ」(本館入口に設置)と B3型

リーフレット 「野外施設ガイ ド (春・夏 ・秋 ・冬)」 (1992年 以来、受け付け窓

口に設置)に 施設設備をマップで表示 (図3)。

14)そ の他

掲示板 :最寄りの交通機関の案内。

2.活 用基礎情報

位)維 持管理情報

野外施設の活用そのものを左右する維持管理区分や維持管理作業情報等については、予

め利用者に伝えて置くべきである。

掲示板 :本館入 り日の受付窓口横にある掲示板に年間維持管理作業計画が示され

る (1994年 から)。

標示板 :本館玄関前、野外施設の主な出入口に設置される施設の設備 ・見取り図に維

持管理区分 も標示される予定。また主な管理区分区域に、どのような管理をしてい

る場所なのかを示す説明板が設置されることが望ましい。

印刷物―マップ :新たに作成予定の地名板 ・地番杭マップに維持管理区分を標示の予

定 (1994年 作成予定)。

印刷物一かわせみ通信 :季刊かわせみ通信は、 B5型 の自然保護センター情報機関誌

で、自然保護センターの野外施設情報や実施事業を紹介 しているが、ここに、予め

計画されている維持管理作業がつけ加えられる予定である。

物)自 然情報

自然観察の対象となる野外施設の自然に関する基本的な情報は、それぞれの利用者の「今」

という 「時と目的」に応じた活用ができるよう加工して提供される。

環境情報については、地温は継続測定されている (1990年 以来)が 、まだ情報提供で

きる形にまとめられていない。将来的には、 「自然保護センター報告 (年刊)」 に定期的

に情報が掲載される予定である。また、気温、水温、降水量については、野外施設そのも

のの測定値ではないが、隣接する林業試験場が約 20年 前から継続 して行っている測定記

録を引用 している。これは、 「林業試験場の業務報告」に毎年掲載されている。 しかし、
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計測機器の設置等予算的に解決されるなら、将来的には、野外施設内の測定を実施 してい

くべきであろう。

生物情報については、外部研究者等による集中的調査で得られた成果が順次まとめられ

自然保護センター報告に発表されている。現在までに、高等植物(サ|1村 1989、 1992)、

キノコ類 (神奈川キノコの会 1989)、 哺乳類 (神保ほか 1993)、 鳥類 (坂本ほ

か 1992)、 は虫類 。両生類 (富田 ・見沢  1990)、 魚類 (林ほか  1993)、 甲虫

類 (高橋  1987b)、 チ ョウ類 (七沢生物調査会  1992)、 コオロギ ・カマキ リ類 (飯

村  1987)、 トンボ類 (高橋  1986、 1987a)、 水生昆虫類 (斉藤 ほか  1987、

高桑ほか 1993)等 の リス トが作成されている。 これらオ リジナルな成果印刷物は、

図書室で施設利用者に関覧され、また、希望者には窓口で別刷が配布されている。同時に、

職員によって加工された情報も、利用者向けガイ ド印刷物や季節展示、自然観察会等で活

用されている。
一方、現在の野外施設の自然の背景となる、この地域の人々の自然との関わり方の歴史

や地域文化等についても整理 して情報が伝えられるべきであるが、これについては、利用

者の関覧に供される図書資料を充実させている。

印刷物一リーフレット:「野外施設ガイ ド」に植生図、植物群落、自然環境、生物の

概要が述べ られている。

印刷物一自然保護センター報告 :野外施設および周辺地域の自然に関する調査の結果

を掲載。今後は定期的調査や継続観測を充実させ、これらの定期的とりまとめと「自

然保護センター報告」への掲載を増やしていく予定。

印刷物一自然観察カー ドの情報提供型カー ド:自然観察のための情報として、基本的

な自然情報が加工されて取り上げられている。今後新 しいデータが追加されしだい、

更に充実させていく予定。

その他―図書資料等 :図書室で利用者に関覧。

その他一展示、写真、実物標本 :季節展示の中で随時適当なテーマで紹介。

その他―ビデオ等 :随時、レクチャールームで上映。

131 野外施設活用事業情報

野外施設を活用する自然保護センターの事業(自然観察会、動物 ・植物調査、自然環境調

査、野外作業体験教室、維持管理作業等)は自然保護センターが主催するものとボランティ

ア指導者グループが共催に加わるものとがある。いずれも、広く県民に参加 ・協力を呼び

かけて自然保護を伝えていこうとする事業である。

印刷物―ポスター、ちらし、かわせみ通信、広報紙 :事業についての情報は、1年 前(ポ

スター)か ら提供され始めているものもあるが、概ね 3-1カ 月前からである。

掲示板 :本館入り回の情報コーナー掲示板に随時掲示。

14)自 然観察 ・セルフガイ ド情報

自然情報が自然観察のために加工されたもので、基本的には、 「今、何が」というよう

な極めて時限的に活用する情報である。

観察会 :毎 日曜日 ・祝日の 13:00か ら定期的に実施 (1986年 以来)。 予め参加
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申込を必要としない参加自由の形態で行われており、休憩所的利用や公園的利用を

目的にお、らっと訪れた個人利用者に対し、自然保護を伝える重要なオリエンテーショ

ンの意味を持つ。

書き込み板、掲示板 :本館入り日の情報コーナーに設置。戦員により随時情報の書き込

み。観察できる動 ・植物写真の掲示 (1985年 以来)。

掲示板 :野外施設内3カ所に設置。それぞれ植物・昆虫類・鳥類の情報板になっていて、

季節的に情報を交換出来るようになっている。しかし設置以来15年近く経ているた

め、傷みが激 しく現在は情報板の交換が不能となっており、改修か廃止か検討中。

展示 :別館展示室季節展示で随時テーマに取り上げられている。

印刷物一自然観察カー ド:B6型 のセルフガイ ドカー ド (川村 1987)で 、基本的

情報を与えてから後は、観察テーマによって異なるのだが、各自が観察によって情

報を集め自分で整理 していく体験型観察カー ドと、各自持っている既存の情報を目

の前で観察確認 しながら整理 していく情報提供型カー ドで構成されている。一年を

通 じて、それぞれの時期に最 も特徴的でなおかつ一般的に観察できる情報が相羅さ

れている。現在約60種 作成されており、観察時期にあわせて提供されている(図4-

7)。観察 ポイントヘ は、カードに示 された地名や地番を地名板 ・地番杭 マップ

(1994年 作成予定)や リーフレッ ト「野外施設ガイ ド」、「よ うこそ自然保護セ ン

ターヘ」で探 して現地へ行けるようになっている。

(51 観察指導プログラム情報

自然保護センターを団体で利用するものの中には、指導者がついている場合が多く、自

然保護センターが野外施設活用のための情報を提供して指導することにより、自然保護セン

ターの目的にふさわしい施設利用が可能である。こちらからの積極的な情報提供による働

きかけは、今後ますます重要になってくるであろう。

説明 :団体利用の予約や下見の際に、あるいは観察指導の方法について指導を受ける

ことを目的で訪れた利用者に対 し、自然観察指導の方法について職員が説明し、具

体的なプログラム(自然観察会、いろいろな自然観察ゲーム (オリテ、ビンゴ等}、

自然の新聞づ くりや図鑑づくり等)が 紹介される。

印刷物一野外施設の自然観察ガイ ド (リーダー向け):B5型 の冊子 (川村 ・柳下 ・

金田 1993)で 、指導者向け自然観察指導マニュアル。月別に自然観察項目や指

導のポイント等が示されているが、これらを材料にまず指導者各自が下見をして、

オ リジナルな観察会用マップを作り、これをもとに各指導者のオ リジナルな観察会

が運営されるような内容となっている。

印刷物一自然観察カー ド:一年を通 じての野外施設の様々な自然観察情報がはいって

いるので、一つのカー ドの内容をいくつかに分けたり、逆に複数のカー ドの情報を

組み合わせたりするなど、自然観察のための新たなプログラムを作る(図8)際 には、

観察情報のソースとなる。いろいろ目的に合わせて活用されている。

印刷物一自然保護センター報告 :毎年 1回発行される。記載 レポー トは、県民からの

投稿も受けており、自然保護に関わる普及啓発の事例、手法などもテーマの一つとなっ

ている。今後、新しい自然観察プログラムなどの紹介に関する投稿も期待されている。
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野外施設活用につながる様々な情報は、利用者からも得られることが多い。これらを積

極的に受けとめていくことは、更にまた大きな情報を産むことにつながる。現状では観察

カードの回収箱が設置されているのみで、積極的に収集する努力があまり成されていない。

今後は、書き込み板や掲示板の活用、あるいは利用者の調査 ・観察等の報告会などが検討

されよう。

印刷物一自然保護センター報告 :野外施設の活用で得られたデータや自然観察記録など

が、利用者等により投稿されてセンター報告に掲載されている。

(7)活 動 情 報

利用者が野外施設での様々な活動を展開する中で、同じ目的で活動する他の人たちと情

報交換をし、暖かい関わりを持つことは、自然保護を伝えていくための重要なステップであ

る。また、専門家との関わりも同様である。 しかし現在のところ、野外施設を拠点の一つ

として活動する個人やグループの組織化が行われていない。そのため情報収集も提供も断

片的に行われているにすぎない。今後、これら個人 ・団体の組織化が検討されよう。

181 センター所蔵資料情報

野外施設活用の際に、センターが所蔵している様々な資料の活用が有効であることも多い。

センターが所蔵 している資料等については、本来整理保管され定期的に印刷物等で情報が

提供されるべきであるが、 1983年 (神奈川県立自然保護センター業務報告)以 来実施

されていない。

3.ス テツプアツプ情報

位)周 辺自然情報

自然保護センターから外へ出ての周辺の自然観察は、それぞれの人々が住んでいる場所

で自然との関わり方を考えてもらうために有効な機会である。当初は主にハイキングコー

スの自然観察情報が目的とされていたが、人々の生活の場にルー トを設定 して自然との関

わり方を実際に目にして考えてもらうことも本来の目的に有効であるとの認識にたつている。

印刷物―ガイ ドマップ :変形 B4型 。 「自然探索路ガイ ド」は、現在までに自然保護

センターを起点として 6ル ー ト発行、 2ル ー ト作成中。本館の情報コーナーで窓口

に申し出た者に対 し配布。

12)類 似施設情報 ・活動情報

自然 との関わり方は、住んでいる場所のまわりの環境から考えていくことがはじまりであ

る。自然保護センター以外の施設や機関や団体でも、類似情報の提供や類似活動が展開さ

れているので、利用者がそれぞれ地域の情報を容易に得られるような情報の提供が必要とな

る。 しかし現在は、情報の収集も積極的には行われていないため、相談を受けた場合のみ

情報提供されている。今後は、交流会の開催や活動する指導者や専門家等の登録制度など

も検討されよう。

掲示板 :類似施設等から伝えられてきた情報のうちボスターについては、別館内にあ
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る休憩室に掲示。

13)自 然保護情報

自然保護に関わる様々なテーマの内容やその研究者等についての情報は、利用者一人一

人が自然保護を進めていく中で重要な働きかけとなる。

研修会 :自然保護講座を年 3-4回 実施 (1992年 以来)。

掲示板 :ニ ュース性のある話題について、随時本館入回の情報コーナーに掲示。

その他―図書資料等 :自然保護活動をする団体の機関誌や自然保護に関する定期刊行

物等を集めており、随時図書室で閲覧ができる。

課題と今後の方向

課題 1

特に利用基礎情報について顕著であるが、様々な形で十分と思えるほどの情報提供が行

われていても、必ずしも利用者に全て周知されていない。そのための利用上のトラブルもあ

る。いかに伝達を徹底させるかが課題である。今後の方向としては、

・特に利用基礎情報については地理的条件、設備条件を克服できるような対応をしていく。

たとえば、出入回の限定を試みる、全ての出入口に情報を掲載する、職員等の巡視を増

やし現地指導を強化するなどが考えられる。

・特に自然情報やセルフガイ ド情報については情報媒体や情報加工の工夫をしていく、情

報内容の充実や情報の提供頻度を増やす、などがあげられる。

課題 2

野外施設の利用は、あくまでも自然保護を伝えていくための手段であって、利用そのも

のが目的ではない。自然保護センターの施設利用はその第一歩で、最終的には利用者一人
一人が住んでいる地域ヘロを向け、それぞれの場所で自然との関わり方や生活のあり方を

みなおしていくことが目的である。 したがって情報提供についても、最終的には利用者一

人一人の生活に到達するようなところまで配慮される必要がある。

残念ながら現在の情報提供体系のなかで、この部分を担う活用基礎情報やステップアッ

プ情報は不十分なところが多い。それは、自然保護センター自身が積極的な情報収集体制

を整えていないことによる。今後の方向としては、

・組織 ・機構的条件を克服 して、合理的な情報収集の方法を模索 していく。

・情報提供側としてのボランティアや地元研究家など外部の協力体制を整える。

・特に活用基礎情報については、伝達形式や情報媒体の工夫をしていく。

・情報提供の中で、あわせて情報収集ができることを認識 し、積極的に機会を捉えていく

などがあげられる。
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高桑正敏ほか 1998:神 奈川県立自然保護センターの水生昆虫について 神 奈川県立

自然保護センター報告 10 神 奈川県立自然保護センター

富田京一 ・見沢康充 1990:神 奈川県立自然保護センター野外施設に生息するは虫類 ・両

生類について 神 奈川県立自然保護センター報告7 神 奈川県立自然保護センター
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利 用 者 休憩所的 ・公園的利用

利 用

|
基礎情報

報

↑
―
―
―

情礎基用活

セルフガイ ド利用

観察会 ・研修会 ・調査参加

資料調査 ・閲覧

グループの指導運営

そ の 他

|
ステップアップ情報

周辺探索路の観察

地域の類似施設 ・類似活動

特定テーマ活動

地域の自然保護活動

そ の  他

図2 情 報利用と施設利用のプロセス

現地調査データ

自然観察カード

指導マニュアル (自然観察ガイ ド)__→

図 8 野 外施設活用プログラムの作成過程の例 (自然観察プログラム)

自然観察カー ドの観察項目をベースに、指導対象 (年齢、

興味の内容など)に 応じたプログラムが作成される。

自然観察会

自然観察会の直接運営

自然観察会の媒体利用の運営

自然観察オリエンテーリング

自然観察ビンゴゲーム

自然の新聞づくり

自然おもしろ図鑑づくり

Q and A ハ イク

そ の  他
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表 1 情 報提供条件としての野外施設の概要

1 組 織 ・機構的条件

県条例に基づき設置されている。

県環境部自然保護課の出先機関として位置づけられている。

自然保護思想の普及啓発を目的とした施設である。

県機構の中では試験研究機関としては位置づけられていない。

林業職等が専門職として配置されている。

職員の配置替えは一般行政職の中に組み込まれており概ね 3-5年 で行われる。

学芸員職はない。

野外施設維持管理のための現業職はいない。

2 自 然的、地理的条件

県民全体を普及の対象としているが市街からのアクセスが困難である。

同一集水域内の台地上に、民地 (住居、日畑など)や 林業試験場の施設がある。

谷戸を囲む斜面は、地下水が湧き出て崩れやすく、観察路の整備がむずかしい。

3設 備 条 件

既存施設の再利用でスター トしたために、施設そのものの立地条件に制約がある。

施設全体面積は、 13ヘ クタールである。

公道をはさんで本館敷地と野外施設が分断されている。

利用の際、情報提供コーナーのある本館施設を通過せずに別館や野外施設に直接入

ることができる。

観察路を設けて指示はしてあるが、それ以外どこからでも利用者や部外者が野外施

設内に入り込める。

敷地が細長 く、鳥類や獣類の場合、観察者が生き物に近寄りすぎてしまう。

4 施 設管理条件

休所日は月曜および休日・祭日の翌日と年末年始である。

開所時間は9100-16:30で ある。

利用は自由 (無料)だ が、団体利用は予約を必要とする。

研修や調査、解説等の指導を受けたい場合は、予約が必要である。

施設利用上の規則を設けている。
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表2 自 然保護センターにおける情報提供体系

間 接 的 伝 達

情 報 の 内容

位)施 設紹介

12)野 外施設の目的と利用規則

13)設 備 ・見取図 ・利用区分

(4)そ の他

位)維 持管理情報

12)自 然情報

G)野 外施設活用事業情報

14)自 然観察 ・セルフガイ ド情報

6)観 察指導プログラム情報

(6)フ ィー ドバック情報

17)活 動情報

18)セ ンター所蔵資料情報

位)周 辺自然情報

12)類 似施設情報 ・活動情報

13)自 然保護情報

掲 示 板

書 込 板

○ :現在は、まだ実施していないもの

物吊印一不
　

板

　

板

明

　

一不

展

　

説

　

標

テ レ ビ

ラ ジ オ

ビデオ他

＊

　

　

＊

　

　

＊

○

　

十

　

＊
　

＊
　

ネ
　

＊
　

○

　

○

＊

　

　

＊

　

　

Ю

＊

　

　

＊

直 接 的 伝 達

形 式

観 察 会

研 修 会

発表会他

1.利 用基礎情報 :利用を促す情報、利用のための情報

2.活 用基礎情報 :活用を促す情報、活用のための情報

3.ス テップアップ情報 :次の行動をさらに進めるための情報

注 *:現 在、実施 しているもの
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神奈川県立自然保護センター報告第 11号

神奈川県立自然保護センター (厚木市七沢)

野外施設でのトンボ観察記録

土方 一 久
ネ

Notes of the Dragondies in the Kanagawa Prefectural

Nature Conservation Center(Kanagawa,Atsugi‐ city)

Kazuhisa HIJlKATA

lまじ め に

神奈川県立自然保護センター (以下センター)の 野外施設に トンポが多種、多数生息 し

ているのを新聞記事で知ったのは 1987年 で、写真を撮るべく訪れたのがきっかけで興

味を持ち、以来、毎年 4月 上旬より12月 上旬頃までの間、写真撮影とともに観察 した記

録である。センターの野外施設に於ける生息の種や個体数については 『神奈川県立自然保

護セ ンター調査研究報告 3J(1986年 )「神奈川県立 自然保護セ ンター(厚木市七沢)

の野外施設に産す る トンボ類について」、『神奈川県立 自然保護セ ンター調査研究報告

4』 (1987年 )「 神奈川県立自然保護センター (厚木市七沢)の 野外施設に産する ト

ンボ類について(2)」に高橋和弘氏による詳細な報告がなされているが、その後の種の消長

などを含め 1998年 までに観察 した事項について記 した。

観察 ・撮影は休日を利用 して行い、平均 して 7～ 14日 毎程度である。観察の機会、施

設の整備等の条件により確認できた種や個体数には変動があった。種の同定等については、

学術的な知識はほとんど無く、捕獲することもせず検索図説を頼りに撮影した写真により行っ

たため、不確実な事項については記述を省略した。撮影時に観察された事項については出

来る限り記 した。尚、この間に48種 を目撃 した。

観察の方法

特に決った一定の観察の仕方ではなく、概ね午前 9時 頃から午後 4時 頃までの間、施設

内全域を 3～ 4回 程度巡回 しながら写真撮影とともに観察を行なった。又、成虫の個体数

については正確に計数 したわけではなく、おおよその数である。

イ トトンポ科   CoenagHonidae Munz

モートンイトトンポ  〃 研ror2αgriO″髭たがο″ (Ris)(写 真 1)

成虫の見られた期間は短く、5月 中旬～下旬の間に未成熟の雌雄が毎年5頭程度であった。

湿地草原や池周囲の低い草間で停止或いは草間を縫 うようにゆつくりと飛翔するのが観察

できた。 1992年 、 1998年 には見ることができなかった。
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キイトトンポ  Cタ ガαgrj切″をra″″″″ selys(写真 2)!

成虫は6月 初旬～8月 下旬頃まで見られた。羽化は午前中昼頃まで見られ、池縁近 くに

繁茂 したサヤヌカグサやセ リ等の細い挺水植物の水面上数cEl～10数 cEl程の茎に定位 して

行なわれていた。 1988年 7月 初 ・中旬にはアサザ、セ リやコウホネが適度に繁茂 した

池の周囲・周辺の低草本に定位して交尾する個体、雌雄連結して産卵する国体が多数みられ

た。又、水域に隣接する林の低草本に停止 ・飛翔 している個体も見られた。産卵箇所を雌

が腹先で探リアサザの葉裏に届かない場合に腹をピンと延ばし雄に移動を促すような行動

が観察された。1988年 には湿生植物園のアサザが適度に繁茂 した池で多数みられたが、

1989年 にはアサザが池面を覆い尽 くすほど繁茂 してしまい、この池では殆ど見 られな

くなり、別の池のアサザ等の挺水植物の適度に繁茂 した池で見られるようになった。 しか

し個体数は減少 し続け 1992年 には数頭 しか見 られず、1993年 には 1頭 も確認できな

かった。

アジアイトトンポ  rscん″″滋 αs筋'御 Brauer

成虫は4月下旬～9月下旬頃まで見られた。5月 中旬頃には池縁周辺に繁茂したマコモや、

池に隣接 した湿地に繁茂 したミクリの葉の間をゆっくりと飛翔 ,停止する個体や交尾中の

個体が見られ、交尾時間は5～ 10分 程であった。又、オレンジ色の未成熱の雌も混 じっ

て見られた。以後は、個体数は少ないが池の周囲・周辺の草むらで見られることが多かった。

1998年 には8月 下旬頃に雄 1が 見られたのみであった。

クロイトトンポ  Gttc'a″御r2初rz″caわ″or2″ (Ris)

成虫は6月 初旬～ 9月 下旬頃まで、ほとんどがアサザやセ リ、コカナダモ等の適度に繁

茂した水深の浅い池や湿地の小さな水溜りで見られた。午後に雄の配偶行動が活発となり、

交尾 ・産卵も活発に行われていた。連結後は池縁の草本、アサザやスイレンの葉等に定位

して交尾が行われていた。交尾時間はおおよそ 10分 程であった。その後、雌雄連結 して

アサザやスイレンの葉に定位 し、雌は水面下の葉裏に腹端をまわして産卵、又、セ リの水

面下の茎やコカナダモの茎に、時には雌雄供に水中にまで潜り産卵するのが見られた。連

結産卵中の雄が ミズカマキ リに捕 らわれ水中に引き込まれるのも目撃 した。 1993年 に

はオオイ トトンボより個体数は多く7月 中旬頃に最も多く見られた。

才オイトトンポ  Cを rcjο″sigbθrZi,(selys)

成虫は4月 下旬～ 9月 初旬頃まで見られた。 1988年 にはアサザやコカナダモの繁茂 し

た池で飛翔・停止、交尾・産卵する個体が多数が見られ、施設内では最も個体数の多い種で

あったが、最も多く見 られた池で凌渫と周囲を石の土止めの改修工事などがなされ、翌 1

989年 以降はこの池での発生は殆ど見られなくなった。以後は漸減 し、アサザやスイレ

ンのある各池で数頭が見られる程度であった。

アオイ トトンポ科  Lesttdae T‖lyard

アオイトトンポ  と 容惚sw∽ sa(Hanseman■)

1988年 9月 13日 に池中の水面上を飛翔し挺水植物に停止する成熟した雄1が見られ



た。以後一度 も見 られずこの 1例 のみであった。

オオアオイトトンポ  Lcstes″切防raris selyS(写真 3)

成虫は6月 上旬～中旬頃の発生時期に未成熟の個体、 9月 中旬～ 11月 下旬頃に成熟 し

た個体が池の周囲 ・周辺で見られた。発生後、暫 く後には林縁や林に少 し入った付近で見

られた。 1989年 7月 4日 にハ ンノキのある池で羽化直後の個体が見 られ、池縁のマコ

モの水面上 1 0 cal程の所に 10数 個の羽化殻があった。前年に、池面に張り出したハ ンノ

キの枝に産卵するのを観察 している。 1990年 からは、 この池で見 られる個体数は減り

続け 1992年 には殆ど見 られなくなり、別の池で池面に張り出したカツラ、ネムノキが

ある浅い池周辺で多数見 られるようになった。配偶行動は午後になると活発 となり、

1990年 10月 18日 には数組が連結 したままネムノキの枝の樹皮に、少 しずつ後退 しな

が ら産卵するのを観察 した。翌 1990年 6月 6日 には、この池縁付近のサンカクイ等で

羽化途中や羽化を終了 したばかりの個体を観察することができた。

1992年 には多数のザ リガニが繁殖 し、羽化の時期に羽化に使われていたセ リやサヤヌ

カグサ等の挺水植物がほとんど切られ、又これらがヘ ドロ状となり池底に沈澱 して堆積や

浮遊する状況 となった。羽化は確認できなかったが、9月 中旬になると数頭が見られ交尾 ・

産卵が行なわれていた。 しか し、翌 1992年 にも羽化する個体は見 られなかったが、 9

月下旬頃から数頭が見られた。

ホソミオツネントンポ  娩 あたstts rたr"パ (Ris)

成虫は4月 下旬～ 7月 下旬に見られた。 1990年 5月 9日 に2組 が池の中程にあるマコ

モの水面上3 0 cEl高程の位置で交尾後、連結したまま少しずつ上方或いは下方に移動して産

卵、 1991年 5月 17日 には1組 が同じ池で交尾 しているのを観察 した。 1992年 には、

この池では見 られず、別の池で4月 27日 に連結飛翔 している1組 を、 7月 1日 に飛翔中

の雄 1を 目撃 した。

1993年 5月 20日 には水際に生えたイグサに連結産卵する13組 が、又、その周囲で飛

翔 ・停止 している雄数頭を観察 した。産卵は場所を移動 しつつ 1時 間以上に及んでいた。

この産卵されたイグサの葉は長 く成長すると水面に倒れていた。

カワ トンポ科  Calopterygidae Buchecker

ハグロトンポ  C航 解り arratt Selys

成虫は7月下旬～9月下旬頃に見られた。1989年 には多い時期には10頭 程が見られ、

8月 初旬頃には水辺から少 し離れた草本に停止 しているのが、 9月 頃になると池縁や池中

のマコモ等に停止 し占有行動する雄が見られた。又、雄 3が 接近 し互いに絡むように飛翔

しながら争 うのを観察 した。個体数はこの年が最 も多く見 られ、 1990年 は雄 1の み、 1

991年 にも雌 1の み見られたが 1992年 1998年 には見 られなかった。 1989年 9月 1

1日には折れて水面に浮いたマコその葉に雌単独で産卵するのを観察した。停止している時

に、時折翅を大きく広げては閉じる行動や腹部を曲げて上下に動かす行動がよく見られた。
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ミヤマカワトンポ  CarOPttx∽ 用をria selyS

成虫は5月 上旬～ 9月 中旬頃まで見 られた。1989年 には雄 1、1990年 には雄 2・ 雌

1、 1991年 には雄 2、 1992年 は雄 2が 沢沿いの草木の葉等に停止や飛翔 しているの

が見 られた。 1993年 には雄 3,雄 4と 最 も多 く見られ、又、 9月 中旬までと、見 られ

た期間が長かった。 5月 中は池縁のマコモ、ハンノキや比較的大きな池面に繁茂 したアサ

ザの葉等に停止 したり摂食行動するのが、 6月 以降は沢の流水際の草本に停止 しているの

が見られた。

ヒガシカワトンポ  M惚 なP″施 sa costtris selys

成虫は4月 下旬～ 8月 初旬頃まで見 られ、個体数は毎年ほぼ同数程度であった。若い固

体は沢沿いの草木や、少 し離れた草原等で摂食行動するのを観察した。成熟 した雄は沢や

幅3 0 all程の人工水路の流水際の植物に停止し、占有行動するのが見られ、種色型が多かっ

た。成熱 した雌は流畔から離れた湿地草原で見られた。雄の個体数では透明型が檀色型よ

り多く見られた。 1989年 6月 20日 には沢沿いの車本上で、 1990年 6月 8日 には湿地

草原の草本上で交尾するのが見られ、交尾時間は概ね5分 程であり、交尾後すぐには産卵

せず分離 して暫 く留まっていた。いずれの場合も雄は透明型であった。 1993年 6月 10

日に沢の極浅い流水域で雌単独で産卵するのを目撃した。    ・

サナエ トンボ科  Gomphidae Banks

ヤマサナエ  As'α即切力″s″crattT (selys)

成虫は4月 下旬～ 7月 下旬頃の間に、毎年ほぼ20数 頭程度が見られ、大型であり飛翔

もあまり敏捷でないため大変良 く目についた。沢沿いや人工水路沿いの草木の葉に腹部を

付けて停止 していることが多かった。1991年 6月 13日 の午前 6時 30分 頃に雌雄連結 し

て、沢沿いの樹上 3m高 程の枝に定位 し交尾 しいてるのを観察 した。交尾時間は4時 間程

と長かった。産卵行動は確認できなかった。

1992年 5月 11日 の 15時 10分 頃、沢の流水から10側 程離れた所で羽化を始めた幼

虫を発見 し、飛翔するまで観察 した。既に胸まで抜け出たところで見つけ、 15時 13分

腹部が抜け出て、後退 りして羽化殻の上に乗り安定させた。全体を小刻みに震わせながら

翅と腹部が延び始め 15時 45分 頃にほぼ延びは終了 した。この間、翅や腹が水分を含ん

だ地表に接触 しないように、特に腹を反り返 していた。 この後、腹先から腹部に含まれて

いた水分を少 しづつ排出した。 16時 2分 に翅を一気に開き、 16時 37分 に沢の土手の

草上まで飛翔 した。羽化終了までおおよそ 1時 間半程であった。又、この近 くで羽化を終

了 したばかりの 2頭 が見 られ、その周辺に羽化殻が数個あった。 1993年 6月 10日 、

16日 の午後に陽のあたらない沢の狭 く極浅い流水面上 20 clll高程でホバ リングしては流

水に腹端を打ち付けて、雌単独で産卵するのを観察 した。産卵の間隔は10数 秒ほどで産

卵時間は2分 程であった。

ダピドサナエ  Dα ッど冴″s″α″zS(Sdys)

成虫は5月 初旬から6月 下旬に見られたが、個体数は極めて少ない。沢沿いの低草本や

樹上の葉に停止 しているのが見 られたが、路上の小石上に停止 しているのも見 られた。
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1990年 6月 22日 に沢沿いの低草本上で小さな蛾のような虫を結食するのを観察 した。

このほか 3回 目撃 した。 1992年 5月 11日 、 1993年 5月 20日 にコウホネが繁茂 した

池でコウホネの葉上や花に停止 。飛翔する雄 1が 見られた。 1998年 5月 26日 には沢沿

いの草本に停止 している雌 1が 見られた。

オジロサナエ  の な s2ZZ筋 (Oguma)

1991年 7月 9日 に沢沿いの草本から飛翔 し上方の樹の葉に移動 ・停止 した雌 1が 、

1993年 7月 28日 に沢沿いの土手の草本に停止 している雄 1が 見られ、その後上方へ飛

翔 しての樹の葉まで移動 した。何れも羽化直後の個体のようで翅が柔 らかく光っていた。

1993年 8月 19日 に沢沿いの樹上から草地へ飛翔する雌 1が 見られた。個体数は極めて

少なく観察できた機会は少なかった。

コオニヤンマ  Sた 防rJiなαゎ″れc SettS(写真 4)

成虫は6月 初旬～ 8月 下旬頃まで見られた。池周囲の木の枝や池中に挿された棒先に停

止 しているのが見 られたが、 1988年 7月 4日 に飛翔中のシオカラ トンボを捕 らえ、近

くの樹上の枝に止まり、食すのを観察 した。又、 1989年 8月 8日 、 1990年 7月 6

日にも飛翔中のシオカラトンボやショウジョウトンボを追っていたが、捕らえられなかった。

更に 1990年 7月 1日 には飛翔中のスジグロシロチ ョウを捕 らえ、近 くの 5m高 程の枝

に停止 して食すのを観察 した。他種と比べ異常に長い後肢が、大きな トンボやチョウを捕

らえるのに有効なのであろうか。個体数は少ないが大きいため見られる機会は多かったが、

1993年 には8月 12日 に1度 しか見られなかった。

ウ チ ワ ヤ ン マ   r c r i z o g O切 力 ″s c筋 燿 r z s ( F a b r i c t u s ) (写 真 5 )

1992年 7月 30日 午前中に、施設内では開けた最も大きな池面上をパ トロールするよ

うに比較的敏捷に飛期 している1頭 が見られ、池中に立てられたカワセ ミの止まり木の先

端に停止した。年後には隣の池の中央のカヮセミの止まり木に停止しているのが見られた。

腹先の広がりもはっきり確認でき写真も撮ることができた。前年にも目撃したとの報告があっ

たが、この年は確認できなかった。以後は見 られずこの 1例 のみであった。

オニヤンマ科  CorduregastHdae Banks

才ニヤンマ  A″ θrogasセrsたうOrZij(selys)

成虫は6月 上旬～ 10月 中旬頃まで、毎年ほぼ同数程度の個体が見られた。沢の流水上

を往復飛翔 したり、午前中には上空を飛翔 しているのがよく見られた。羽化殻は主に沢の

流域沿いや人工水路沿いの草本上で発見 したが、沢の流水から回路を隔て4m程 離れた湿

地の草本で羽化を目撃 したとの報告がある。

1989年 8月 15日 には連結 して飛翔 し、杉の樹上 10m高 程の枝に停止 し交尾するの

が、8月 29日 には湿地に造られた幅3 0 all程の水量の少ない水路で雌単独の産卵を観察し

た。 1991年 9月 5日 には人工水路で産卵中の雄が飛翔 してきた雄と連結 し、交尾状態

で林縁の樹上 5m高 程の枝に停止するのを観察 した。交尾時間は25分 程であった。 199

2年 には、産卵は人工水路では見られず、沢の流れの浅い砂泥に産卵するのを3回 目撃した。
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ヤンマ科  Aeshnidae Rambur

コシポツヤンマ  』 りをria″α統 あJ2れ,(Selys)

成虫は8月 下旬～ 10月 中旬頃まで見 られた。1991年 8月 23日 、9月 5日 、9月 12

日、 10月 2日 に沢の流水面上を一定区間往復飛翔 しているのを午後 2時 頃から午後 4時

頃まで観察できた。飛翔の仕方はオニヤンマのように直線的でスムーズでなはく、隅々ま

で確認するように飛翔 し、区間はオニヤンマより長かった。オニヤンマと同区間で出会う

のが数度みられ、オニヤンマを追放していた。又、9月 23日 には午前中に池面上を飛翔後、

林縁の枝に停止 した雄 1を 観察 した。1992年 にも同様な行動を数回観察 し、更に 10月

7、21日 には林縁の比較的高いところを小刻みに探索するように飛翔する行動を観察し

た。 1993年 9月 16日 には木に覆われた比較的暗い沢沿いの林縁を忙 しなく飛翔 し捕食

行動 している所ヘオニヤンマが飛翔 して来てぶつかるように攻撃 し、 ミゾソバの繁茂 した

中に落下 したが、直ぐに林の中へ飛翔 し去るのを目撃 した。

ミリしンヤンマ  Pわ ″α2scZ″α″協冴 (Selys)

成虫は8月 上旬～ 10月 初旬頃の間に見 られた。 1989年 8月 8日 に沢沿いの上手に

ある木の 3m高 程の幹に停止 している羽化後間もない雌 1が 見られた。 1991年 10月 2

日午後に池近 くの林縁の 5m高 程の枝に垂れ下がるように静上 している雌 1が 見られた。

1992年 9月 24日 には沢の土手の土や沢に落ちた朽ち木に上流へ向かって移動 しながら

雌単独で産卵するのを観察 した。 1993年 9月 16日 には林縁の枝から飛翔 し、林縁沿い

の沢の水分を含んだ木の幹に数秒間腹端を立てた後、流水上を飛翔 し小さなクモを捕らえ

直上の木の枝に停止 して食べるのを目撃 した。産卵 したのか否かは不明である。個体数は

少なく見 られる機会も少なかった。

カトリヤンマ  Q″ aca″筋αj叩 ″たa Battenef

成虫は8月 初旬～ 10月 初旬頃まで見られ、個体数は3～ 4頭 程度で林の中や林縁の枝

に停止 しているのが見 られた。 1991年 8月 1日 に薄暗い林の下枝にに垂れ下がるよう

に静止 している若い2頭 が見られた。 9月 中旬以降は、林縁付近の枝の間を縫 うように小

刻みに飛翔するのが、何度か見られた。 9月 25日 には池まで飛翔 し、小さな虫を捕 らえ

て林縁まで戻 り枝に停止 した雌 1を 観察 した。 1992年 にも林の中の枝に静止 している

個体や林縁付近を飛翔する個体を観察 した。 1993年 9月 29日 には 15時 頃に湿地中央

に僅かにヨシの生えた付近をホバリングを交えて飛対した後、ヨシに停止した雄1が見られ、

長時間に亘 り停止 していた。

ヤフヤンマ  Poけ c47″統α伊″α肥 筋″たたra(Selys)

1993年 6月 10日 13時 頃に ミゾソバが一面に繁茂 した湿地で ミゾソパの間の湿った

土の数箇所に雌単独で産卵 しているのに出会 し目撃 した1例 のみであった。

ルリポシヤンマ  Acsれ打aブ″″αα (Linnacus)

成虫は8月 中旬～ 10月 中旬の間に見られたが、個体数は極めて少なかった。 1989年

9月 11日 に比較的大きな池で中程に水面まで繁茂 したコカナダモに定位 し、雌単独で場
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所を移動 しては産卵を繰り返すのを観察 した。 1991年 8月 15日 には池近 くの林縁の枝

に垂れ下がるように静止 している雌 1が 見 られた。 1993年 10月 13日 には午前中に、

池続きに繁茂 したフ トイの周辺でフ トイの水面下の茎に腹部すべてが水面下に入るまで下

降 して産卵、また水面に倒れて枯死 したフ トイなどに場所を変えて 1時 間程に亘り産卵を

繰り返すのを観察 した。

才オルリポシヤンマ  ム 容力″α“↓grttαИ Maiin(写 真 6)

1992年 9月 9日 に施設内で一番大きな池緑で、朽ちて水面に浮遊 しているヨシに産卵

するのを観察した。産卵は少しずつ後退りしながら、幾つかの浮遊したヨシに産卵していた。

産卵時間はおおよそ 30分 程であった。観察できたのはこの 1例 のみであった。

マルタンヤンマ  ム ″acJαcsc力″α″arrizj(Selys)

成虫は7月 中旬～ 9月 下旬頃に見られた。 6月 中旬頃には池続きの湿地に繁茂 したミク

リやフ トイの比較的高い位置に多数の羽化殻が毎年発見されたが、 1992年 、 1993年

には発見できなかった。成虫の観察は殆どが産卵のため池に飛来 した雌で、コウホネ、ヘ

ラオモダカ、マコモの繁茂 した間に入り込んで行なわれていた。 1990年 9月 28日 には

マコモにつかまり後退 りしなが ら胸まで水中に没 して産卵するのを観察 した。 1991年

8月 15日 の午後 2時 頃に林縁の比較的暗い場所の枝に垂れ下がるように静止 している雄

1が 見 られた。 2時 間後にもそのままの状態であった。 1992年 、 1993年 には 1頭 も

目撃できなかった。

ギンヤンマ  A″ α Parれを″呼 ブ2rin Brauer

成虫は5月 中旬～9月 中旬頃まで見られ、池面上をパトール飛翔する雄がよく観察された。

1990年 5月 31日 に池縁から飛翔した羽化直後の1頭 が見られ、近くで羽化殻を採取し

た。交尾は、池周囲の樹上の枝や池中のヨシに定位 して行なわれ、交尾時間はいずれも

10分 程であった。産卵は、 1989年 には7月 4日 に観察されたが、以降の年は8月 下旬

から9月 初旬頃に多 く、池面まで繁茂 したコカナダモやヨシ、アサザ、スイレンの葉等に、

雌雄連結あるいは雌の単独で行なわれのを午後に観察 した。 1991年 8月 23日 には同じ

場所で 3組 が同時に産卵するのが見られ、産卵時間は30分 程であった。 1992年 には個

体数が減少 し産卵は1例 しか見 られなかった。 1993年 には個体数は更に減少 し8月 中

旬～下旬に雄 2頭 が見 られたが、池の水際に朽ちて浮遊 したヨシに、場所を移動 しつつ

40分 程に亘り産卵を繰り返す 2組 を観察 した。

クロスジギンヤンマ  A″ α ″1軍韓 並協zS″'脚"髭 力加 Oguma

成虫は4月 中旬～ 8月 中旬頃まで見られたが、個体数は減少傾向である。 1990年 4月

10日 に池縁付近の 30側 程に延びたマコモに、羽化を終了 し羽化殻の近 くに停止 してい

る2頭 が、又、この日の 10時 過ぎに水中からマコモの葉伝いに登り20m程 の位置に定位

し、羽化を始めた 1頭 を観察 した。この付近で羽化殻を3個 、隣の池で2個 を採取 した。

その後の観察でも湿地に隣接 した池等で羽化殻を 10数 個採取 し、池面上を飛翔 している

雄や雌単独でアサザの茎に産卵するのが多く観察できた。この年は暖冬で気温の上昇が早



136

くサクラの花 も3月 末には満開となった。 1991年 には発生時期は遅 くなったが前年同

様に観察できた。又、池から離れた管理棟近 くの林にある、コンクリー ト造りの池のスイ

レンに雌単独で産卵するのが見 られた。 1992年 には羽化殻は発見できず、見られた個

体数は減少 し7頭 程度であった。産卵は2例 見 られた。1993年 には更に減少 し5頭 程度

で、産卵は2例 見られた。

エゾ トンポ科  Corduliidae Karsch

コ ヤ マ トン ポ   財 従 rο″筋 α印 力ど野 ″α α叫 力fr″a SelyS

1990年 5月 31日 に水際からlm程 離れた池の土手の草本で羽化殻 1個 を採取した。

1991年 6月 13日 に池縁に繁茂したマコモの低い位置に停止している雄1が見られたが、

複眼の一部が潰れ傷ついていた。個体数は極めて少ない。

才才ヤマトンポ  身 判"あα筋筋 2r2ga,s(Brauer)

1988年 5月 16日 に沢沿いの土手のハルジオンの茎 30側 高程の位置に定位 し、羽化

を開始 したばかりの個体が観察できた。 1990年 5月 31日 、 6月 8日 に羽化殻各 1個 を

採取 した。池面上を飛翔するのを目撃 したが、回数は少なかった。 1991年 6月 19日 に

は開けた池で飛翔しながら落下するように水面に腹端を打ち付けて産卵する雌1を観察した。

1992年 には池面上を飛翔する雄を2度 目撃 した。 1993年 にも池面上を素早 く飛翔す

るのを数度目撃 した。

トンボ科  日 bellulidae Stephens

ハラピロトンポ  ウ riοttC″なPac埼辞Srra(Selys)

成虫は5月 中旬～ 8月 下旬頃まで毎年 10数 頭程が見 られたが、 1992年 には2～ 3頭

程に減少 し、 1993年 には 1頭 も確認できなかった。 1989年 まではミクリの繁茂 した

湿地とその周囲の草原等の比較的狭い範囲でよく見 られたが、 1990年 以降はかなり離

れた湿地草原でも見られた。未成熱の個体は湿地に隣接 した草原に停止 しているのが多 く

見 られ、雌は成熟 して も同様な場所で見 られた。1989年 6月 20日 には前記の場所で雄

4、 雌 2が 見 られ、羽化殻を 1個 採取 した。 6月 26日 には成熟 した雄が ミクリの葉先に

停止 して占有行動するのが見 られ、交尾 ・産卵を観察 した。交尾時間は30秒 ～ 1分 程で、

産卵はミクリの繁茂 した中に入り込み僅かな水溜まりに雌単独で打水産卵が行なわれ、上

方で雄が警護飛翔 していた。 1991年 6月 6日 にも湿地の水溜まりに産卵するのを観察

したが、この時は雄の警護はなかった。

シオカラトンポ  θ rrLケ″″ arbなゥrz″SPCCiい″″ (Uhier)

成虫は5月 初旬～10月初旬頃まで見られ、施設内の各所で数多く、期間も長く見られた。

最も早い羽化は1991年 5月 2日 に観察した、同年6月 6日 には水深の極浅い水路が通り、

フトイの繁茂した湿地で、フトイや水路の杭等の低い位置で40個 程の羽化殻を採取した。

この年の発生数が最 も多かった。 1992年 にはこの場所での発生は殆ど見 られず、個体

数も減少 した。 1993年 には更に減少 し、最多数時期でも10数 頭程度であった。成熟 し

た雄は池縁 ・周囲の草本や池中の棒先等に停止 し占有行動するのが各池で、雌は湿地草原
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に停止 しているのが見られた。交尾 ・産卵は、晴天の日には午後まで活発に行なわれ、交

尾時間は10数 秒の組や数分の組が観察された。 1990年 8月 17日 に ミヤマアカネの雌

を捕 らえ近 くの枯れ草に停止 し頭を噛み切った後、胸から食べ始めるのを目撃 した。

シオヤトンポ  Orrh`伊腕 ル″,た″″ル″″あ 初 (Uhicr)

成虫は4月 上旬～ 8月 初旬頃まで見られ 5月 下旬頃に個体数は最も多く、毎年施設内の

湿地草原で多数が見 られた。特に雌雄の成熱、未成熱の個体が混 じって木道上に多数静止

しているのがよく見られ、1993年 5月 6日 には最も多く60頭 程が群れて停止していた。

特に午後よく見られた。羽化は午前中、湿地の極浅い水溜まりのスギナやセ リの 15側 高

程の位置に定位 して行なわれていた。その周辺で羽化殻を 10個 程採取 した。成熟 した雄

は湿地の水溜まりがある付近のセリや ミゾソバの葉に停止 し、狭い範囲の縄張をもち、近

くに飛翔 して来た雌 と交尾するを観察 した。交尾時間は数分から10分 程で、交尾後分離

し1～ 2分 後に雌単独で浅 く狭い水溜まりで打水産卵を始め、直近で雄が警護 していた。

昼頃から活発であった。

オオシオカラトンポ  0″ 協2″″″ ″筋″gzあ″ ″であ″筋 (Selys)

成虫は6月 初旬～ 7月 下旬頃まで、湿地草原、池縁、その周辺等、施設内の各所で見 られ

た。 シオヤ トンボと入れ替わるように個体数が増えていった。 1987年 ～ 1989年 は多

くは見 られなかったが、 1990年 以降に個体数は増加 し、 1992年 にはシオカラ トンボ

の発生数が少なかったこともあるが、シオカラ トンボより個体数は多く30数 頭余りが見

られた。成熱した雄は池縁付近の草本や池中に挿された棒先等での占有行動がよく見られ、

同種の雄やシオカラ トンボの雄が近づくと激 しく追放 していた。交尾は池周辺の低草本や

木の枝先等に定位して行なわれ、交尾時間は3分 程であった。産卵は雌単独で池縁の水際

近くや人工水路等で打水産卵するのが観察され、翅を触れながら警護飛翔する雄も観察した。

1993年 には前年と同数程で、 7月 中旬頃に最も多く見られた。

ヨツポシトンポ  "院 肋わ ?αか筋,c″筋勉 αsa力筋α,Schmidt(写 真 7)

成虫は 1988年 5月 16日 に湿地草原の lm程 の低木の先端に停止 している1頭 が、

1989年 5月 22日 に湿地の低草本に停止している2頭 が、1990年 5月 9日 に湿地を伴

なった池に挿された竹棒に停止 している1頭 が見られた。 1991年 には見られなかった

が、翌 1992年 5月 21日 には2頭 が見られ、午前中は活発に飛翔 していたが、昼過ぎに

は池に隣接 し、サンカクイ、 ミクリの繁茂 した湿地に挿された棒先に停止 し、捕食行動を

始めた。 1993年 には見 られなかった。何れの場合も、観察できた日の 1週 間前後には

見 られず、観察できる期間は短 く個体数も極めて少なかった。

コフキトンポ  Dを '2riα″αθ″ (selys)(写 真 8)

成虫は6月 中旬～9月 下旬頃まで見られた。個体数は1989年 には3～ 4頭 程度であっ

たが、 1990年 には増加 し10数 頭が見られ、 1991年 も同数程度見 られた。 1992年 に

は数頭に、 1993年 には雄 2の みで個体数は減少 した。 1991年 までは毎年同じ池で、

池中に繁茂 した ミクリに数頭が群れて停止 しているのが見 られたが、 1992年 以降はこ
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の池では見 られなくなり、池周囲にヨシが生えた上部の別の池で見 られるようになった。

1990年 6月 27日 に池緑の草本上で交尾、その後、雌単独で池面に折れて浮遊 したマ

ヨモの葉に、飛翔 しながら腹端を打付けて産卵するのを観察 した。又、 1991年 6月 13

日に羽化直後のオビ型雌 1が 、水面近 くまで張り出した草葉に停止 しているのが見られ、

その近 くで羽化殻を採取した。翌 1992年 7月 30日 には別の池周囲のヨシの先端に停止

し、小さな虫を捕食するオビ型雌 2を 観察 した。停止 しているときの状態は、前肢を頭の

後へ折り畳み、中肢 と後肢で停止ししていることが多く、前肢が欠損しているように見えた。

シヨウジヨウトンポ  Croc9協 御な髭ryiria ttaria″″αを Kiauta

成虫は5月 中旬～ 9月 初旬頃まで見 られた。 1991年 までは毎年比較的多くの個体数が

見られたが、 1992年 には4～ 5頭 、 1993年 には1頭 と激減 して しまった。発生後間

もない個体は池周辺の草本に停止 しているのが見られ、成熱 した雄は開放水面の多い小さ

めの池縁の草本や池中に挿された棒先などで占有行動をしていた。雌は池周囲の草本に停

止 していることが多かった。交尾は連結すると即座に行なわれ、飛翔 しながら数秒と短 く、

分離後直ちに雌単独で落下するように水面に腹端を打ち付けて産卵するのが多く観察でき

た。 1991年 6月 28日 には交尾状態で飛翔中の 1組 に対 し同種の雄 2頭 が雌獲得のため

追い廻しており、その間に交尾状態のまま池中のコウホネの葉に2度停止するのを観察した。

アキアカネ  詩 岬 e初″みη廃な (Selys)

成虫は9月 中旬～ 11月 下旬頃まで成熱近い個体や成熱 した個体が見られたが、個体数

は多くはなかった。ほとんどが池周囲 ・周辺の木の枝先の比較的高い位置に静止 している

ことが多かった。 11月 下旬頃には池周囲の地表に近い枯れ草や周辺の木の枝に停止 して

いるのが少数見られた。又、飛翔しながら池の水面に体を一瞬付ける行動を幾度か観察した。

ナツアカネ  島 町rr″″″ 筋脚わ′α″″″ (Selys)

成虫は7月 初～ 11月 下旬頃まで、個体数は毎年多数が見 られた。未成熟の個体は林縁

付近の草本や水辺から離れた比較的明るい林内の草本の先端に停止 し、摂食行動するのが

8月下旬頃まで観察され、9月 初旬頃からは赤化した雄が沢沿いの林縁の草本や木の枚先、

池周囲の丈の高い草本の先端、湿地のフ トイや ミクリの先端等に停止 しているのが各所で

多数見られた。 1993年 8月 12日 には羽化後の若い個体が、池周囲の草本に多数停止 し

ているのが見られた。 1990年 9月 12日 には年前中に活発な交尾 ・産卵が見 られ、 ミク

リの繁茂した湿地で雌雄連結飛翔したまま卵塊をばらまくように産卵する9組 を観察した。

マ ユ タ テ ア カ ネ   ゥ 物呼 r r Z″ C r O r i c″″ c r O r i c z秘 ( S e l y s )

成虫は7月 中旬～11月 下旬頃まで毎年同数程度の個体が見られた。最も早い羽化1例を、

1991年 6月 27日 に観察 した。1993年 は冷夏の影響か、初めて目撃 したのは8月 初旬で

あった。羽化後間もない個体は羽化域周辺で見られたが、その後は水辺から離れた比較的

明るい林の低草本上に停止し、摂食行動している未成熱の雌雄が8月初旬頃まで見られた。

赤化 し成熟 した雄は池周囲のマコモや木の枝、湿地の ミゾソバ等の草本で摂食行動、占有

行動するのが多く見られ、秋も深まった時期には湿地草原の木道上に停止 している個体が
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多く見られた。雌のツマ黒型の個体数は3～ 4頭 と少ないが毎年見られた。産卵は雌雄連

結 して池縁の水際の湿った土に雌が腹端を打ち付けて行っているのを観察 した。

ヒメアカネ  妙 ″ ケ″″″″″r2″ (Bartenef)

成虫は8月 初旬～11月 下旬頃まで見られ、個体数は毎年少しずつではあるが増加してい

る。8月頃には若い個体は湿地に隣接した林の中や林縁の低草本に停止しているのが見られ、

9月以降には赤化した雄が湿地草原のミゾソバの葉や木道上に停止しているのが多数見られ

た。交尾はミゾソバの葉や木道上に定位 して行なわれ2～ 3分 程であった。交尾後、分離

して暫 く近 くで静上 した後、雌は単独で ミゾソバの繁茂 した狭い間に入り込み水分を十分

含んだ上に腹端を打ち付けて産卵を始め、直上で雄が警護飛翔 していた。

ミヤマアカネ  ゥ ″rrr″″〆姥秘例″″″″ 2rar2れ(Selys)

成虫は8月 初旬～ 11月 下旬頃まで見られ、個体数は僅かに減少 した。池周囲ではあま

り見 られず、湿地や草原の車本に停止 している個体が多く、挙腹行動もよく観察された。交

尾 ・産卵は主に午前中に、湿地 ・草原で見 られたが、木道上で行なわれているのもしばし

ば観察された。交尾時間は5分 程であった。産卵は雌雄連結 したまま湿地の極 く浅い水潤

まりや浅 く緩やかな流れの人工水路等で、水面や水際近 くの土に腹端を打ち付けて産卵す

るのを観察 した。同じ場所で複数組が産卵するのも観察 した。又、連結産卵中に分離 しそ

の後雌単独で産卵するを 1例観察 した。

ノシメトンポ  Sy陥 拝rrz″殉佑切r2z(selys)

1987年 10月 5日 に湿地のヨシに停止 している1頭 が見 られた。 1989年 8月 29日

には湿地の ミクリの葉先やその近くの5m高 程のハンノキの 2～ 3m高 程の枝先に停止 し

占有行動する雄3が見られ、同種の雄が近づくとかなりの速さで追放行動するのを観察した。

午後には交尾 も見られ、その後雌単独で湿地草原の小さな水溜まり上で打空産卵するのを

観察 した。 1993年 8月 25日 に湿地や池から離れた管理棟近 くの木の枝に停止 し、摂食

行動する雌 1が 見 られた。

コノシメトンポ  ウ 均呼rr2″あaccZα″αr2,角″″ Ris

1991年 10月 2日 にアサザ、コウホネ、フ トイ等が繁茂 した小さく浅い池中に挿され

た竹棒の先に停止している雄1が年後 3時半頃に見られたが、1時間後には姿がなかった。

観察できたのはこの 1例 のみであった。

リスアカネ  妙 均呼rr″″ risf ris'Batenef

1993年 8月 12日 に池縁の枯れ残ったヨシの先に停止 し、時折飛翔 しては摂食行動す

るのを観察 した。昼過ぎの3時 間程の短い時間であった。

キ ト ン ポ   妙 句呼 r r″海 C万“ ¢θル秘 (S e l y s )

1990年 10月 27日 にヨシの繁茂 した池で、一部刈 られたヨンに停止 し摂食行動や池

面の一定範囲をパ トロールしては元の場所に戻る雄 1の 行動が見られた。 11月 2日 に別
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のアサザの繁茂 した池で池面上を飛翔、摂食行動やアサザの葉に停止する雄 2が 見られ、

飛翔中に時折ホバ リングするのも見 られた。 1991年 には見 られなかぅたが、 1992年

11月 4日 には1990年 10月 27日 に見られた池で同様な行動をする雄 1が 見られた。

又、マユタテアカネの雄が近付 くと追い払う行動を観察 した。いずれも午前中から午後 2

時頃までであった。

ネ キ ト ン ポ  め 叩 e加 ″ SP2CFos腑 碑 お ぃ 筋 Oguma

成虫は8月 下旬～ 9月 下旬頃に見られた。 1990年 9月 1日 、 9月 8日 、 9月 28日 に

多い時で雄 3が 、マコモや池に挿された棒先に停止 し、占有行動や摂食行動、又、挙腹行

動するのを観察 した。 1991年 には前年 と同じ池及び比較的大きな池のカワセ ミの止ま

り木で摂食行動や挙腹行動する雄 1を 観察 した。 9月 12日 には池面に落ちて浮遊 してい

る雌 1が 見られた。 1992年 には前年までの池では見 られず、離れた別の池でヨシの穂

先に停止 し摂食行動をする雄 1が 見 られた。 1993年 には雄 3・ 雌 1が 見 られ、 8月 25

日には小さ目で水深 30 cln程の池で棒先やヨンに停止 し摂食行動するのが午前中から午後

4時 頃まで観察された。陽射 しの強い時間には腹部の先端を太陽に向け挙腹行動 し、雲で

陽射 しが遮 られたときや、棒の陰側に停止 したときには同行動は見 られなかった。又、年

前中には雌雄連結 し腹端を水面に打ち付けて産卵するのを目撃 した。

コシアキトンポ  Ps2″ 力筋ク体 刀″あ勉 (Brumeister)

成虫は6月 中旬～ 9月 上旬頃まで見 られた。 1988～ 1990年 には2～ 3頭 程度 しか

見 られなかったが、 1991年 以降少 しずつ個体数は増え 1992年 には 10頭 余 りが、

1993年 には10数 頭が見られるようになった。成熟 した雄は池面をパ トロール飛郷 して

は池緑のヨシ、水面に垂れ下がったススキの葉や池中に挿された棒先に停止 して占有行動

をするのが大変よく見 られた。占有意識は大変強く同種の雄が近づ くと、ホバ リングしな

がら互いに上下を繰り返した後、猛烈な早さで上空まで追放行動するのもよく観察できた。

雌は池周辺の樹上の葉に静止 しているのが見られた。 7月 の下旬頃には交尾後、分離 して

雌単独で水際の草に、腹端で水をかけるように産卵するのが観察でき、至近で雄が警護飛

翔 していた。 1991年 6月 13日 には池縁の土留め杭の水面から1 5 all高程の位置に羽化

殻が 1個 あり、近 くの樹上の葉に未成熟の 1頭 が静止 していた。

ウスバキトンポ  乃 ″raraヵ卯cscens(Fab拭ctus)

成虫は6月 中旬～ 9月 初旬頃まで施設内で見られ、湿地草原や乾燥気味の草原上を飛翔

する数頭の2～ 3グ ループが見られた。又、停止しているのが見られる機会は少なかったが、

草むらの低い位置に斜め懸垂 して停止 している雄が毎年 2～ 3頭 見られた。

チヨウトンポ  Rり οttC″なル″gあοSa Sdys

1990年 7月 28日 に挺水植物の適度に繁茂 した開放水面のある池で、池近 くのハンノ

キの 3m高 程の葉上に暫 く停上の後、不規則に飛翔 しながら池縁近 くの水面に体全体を何

度かぶつけるような行動が観察され、その後林越 しに高 く翔び去った。 1992年 7月 23

日にはアサザのよく繁茂 した池の水面上を飛期するのが見られ、そのまま林越 しに飛翔 し
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去るのを目撃 した。前翅は後翅より黒い部分が短 く見えた。

ま と  め

一般的に良く見られるトンボについては小さい頃に池で幼虫や成虫の結獲をして遊び知っ

てはいたが、これほど多種 ・多数と出会ったのはセンターの野外施設で初めてである。写

真を撮り始め観察開始当初は形態が顕著である種は容易に調べることができたが、形態の

似た種を特定するのは大変に困難で、本格的に観察できたのは4年程前からであった。従っ

て記録の内容もこの時期以降が中心となっている。ここに記録 した種ではチョウ トンボを

除き47種 の写真撮影ができた。

トンボは環境変化に大変敏感に反応することが観察を通 して知ることができた。池の縁

を土留め石で固め深く改修工事 した池では多数見られたオオイ トトンポが翌年からはほと

んど見 られなくなり、又、池面のほとんどをアサザ等の挺水植物で覆われて開放水面が少

なくなってしまった池ではコフキトンポが見られなくなり、別の池で見られるようになった。
一方、湿地の造成や改修により、ホソミオツネントンポやコシアキ トンボなど、このよう

な環境を好む種は個体数が増加 した。

1991年 には雨台風の被害により大きな土砂崩れが 3箇 所で発生 して、湿地の一部消滅

や2つ の池では流入した土砂により半分程を、あるいはほとんどを埋められてしまった。又、

外来魚種のブルーギルの繁殖や 1990年 以降はザ リガニが繁殖 し1992年 には施設の半

数以上の池や湿地に大量繁殖した。この影害でアサザの葉がすべて切られてしまった池では、

イトトンボの類、特にオオアオイトトンボやキイトトンボの発生がほとんど見られなかった。

センター職員の方々の努力によリザ リガニの結獲が行なわれ、 1993年 には、ほとんど

が捕獲されたが、小さなザ リガニは残されているため更に今後の トンボ等への影響が懸念

される。

最後に、当野外施設は旧水田を利用し現在のような池や湿地に、人手により造成された

環境であり純粋な自然環境ではない。このような環境はある程度人手を加えメインテナン

スすることにより生息環境が確保されると考える。 トンポだけの保護施設ではないことは

承知 しているが、定着 してきた種を今後に存続させるため、貴重な トンボの生息環境の適

切かつ積極的な維持管理を切にお願いしたい。

これらの観察や撮影にご協力戴いたセンター職員の方々に深く感謝申し上げる。

参 考 文 献

石田昇三 1967:原 色日本昆虫生態図鑑 ・トンポ編 保 育社 大 阪

石田昇三 ・石田勝義 ・小島圭三 ・杉村光俊  1988:日 本産 トンボ幼虫 ・成虫検索図説

東海大学出版会 東 京

高橋和弘 1986:神 奈川県立自然保護センター (厚木七沢)の 野外施設に産する トン

ボ類について 神 奈川県立 自然保護センター調査研究報告 3:33-55 神 奈

川県立自然保護センター

高橋和弘 1987:神 奈川県立自然保護センター (厚木七沢)の 野外施設に産する トン

ボ類について(2)神 奈川県立自然保護センター調査研究報告 4:63-77 神

奈川県立自然保護センター
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取
０

(上) モ ー トンイ トトンボ (♂) 1989.

交尾中のキイ トトンボ (右:♂、左 :♀)

7 .  4】閉彰

198 9 ,  6 .  2 6頚融,彰写真 2
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写真3(上 ) ネ ムノキの技に連結産卵するオオアオイ トトンボ 1990,lo,18撮 影

写真4(下 ) ス ジグロシロチョウを捕食するコオニヤンマ 1990.7.1撮 影
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写真5(上 ) カ ヮセミの止まり木に停止するウチワヤンマ

写真6(下 ) オ オルリポシヤンマの産卵 1992.

1 9 9 2 .  7 .  3 0親試,彰

9.  9膨
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写真7(上 ) ヨ ツポシトンポ 1989.5,

写真 8(下 )羽 化直後のコフキ トンポ (♀オビ型)

2 2膨

1 9 9 1 .  6。 1 3朝繭彰





神奈川県立自然保護センター報告第 11号

短報 厚 木市及び伊勢原市に於けるクロコノマチョウの記録

足立 直 義
ホ

N o t e  o n〃 をあ所r i s″ c″ど″α( C R A M E R ) h  A t s u g i  c h y  a n d  l s e h a r a  c i t y .

Naoyoshi ADACHI

1998年 10月 9日 午後、伊勢原市みどりのまち振興財団の観察会に於いて、伊勢原市

東富岡の山道を歩いていたところ、雑木林の中より突然クロコノマチョウ秋型の♀1頭 が

飛び出し下草へ止まった。参加者と共に同種であることを観察の上確認 した。

又、 1993年 7月 30日 、厚木市中荻野の谷戸にて、キブシの枝上を歩いていた幼虫 1

匹を見つけた。近 くにススキがあったことから移動 していたものと思われる。

同年 10月 26日 午後、同上谷戸を調査中、雑木林の中より出てきたクロコノマチョウ

♀1頭 を採集 した。

同年 8月 26日 、厚木市七沢県立自然保護センターで多数のクロコノマチョウ幼虫が目

撃され、食事はマコモであったことを同センター川村優子氏よりご教示いただいた。沼辺

のマコモを確認 したところ、幼虫の食痕が多数残されていた。

県内に於ける幼虫の食事については、岸、岡部両氏よリイネ科6種 が報告されている(岸・

岡部 1992)が 、マコモは含まれていないので、ここに付記する。

引 用 文 献

藤岡知夫 1972:図 説日本の媒 ニ ューサイエンス社 東 京

岸 一 弘 ・岡部洋- 1902:神 奈川県におけるクロコノマチ ョウの分布拡大について

神奈川県立自然保護センター報告 9:25-32 神 奈川県立自然保護センター
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マコモ業上のクロコノマチョウ幼虫

(厚木市七沢県立自然保護センター26.Ⅵ ,1993.川 村氏撮影)



神奈川県立自然保護センター報告第 11号

短報 県 立自然保護センター野外施設に於ける

オオ ミドリシジミの記録

足立 直 義
承

Nole on Faッθ″jtt θ″形″raris(MuRRAY)にin

Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center.

Naoyoshi ADACHI

1993年 6月 ミニ観察会のおり、オオ ミドリシジミ 員 激防:パθrた″raris(MuRRAY)

を目撃 した。センターのチ ョウ類 リス ト (七沢生物調査会 1992)に は未記載である

ので報告する。

1993年 6月 20日 、同センター野外施設であるたたら沢沿いの観察路 (Y7付 近)を

参加者 と共に歩いていたところ、上方の樹木より飛来し、沢側の下草上に静止した。参加

者と共に後角の種色紋や尾状突起等を観察 した後、カメラに2駒 おさめたが、その直後、

沢を越え雑木林の上へと飛び去った。             ・

食事であるコナラ等落葉ナラ類、アラカシ等常緑カシ類は同センターでは普通に見られ

ることから、生息は当然の事と思っていたところ、未記載である旨同センター川村優子氏

よりご教示いただいた。

引 用 文 献

猪又敏男 1990:原 色蝶類検索図鑑 北 隆館 東 京

七沢生物調査会 1992:神 奈川県立自然保護センター(厚木市七沢)の野外施設に産する

チョウ類について 神 奈川県立自然保護センター報告9 神 奈川県立自然保護セン

ター
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下草で体むオオミドリシジミ

(厚木市七沢県立自然保護センター20.Ⅵ .1993.足 立撮影)



神奈川県立自然保護センター報告第 11号

平成5年度

自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料12)
一幼虫の上陸および成虫発生状況調査一

調査員 :野口 光 昭
ホ

Note on Fireaies in Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center O

Mituaki NocucHI串

調 査 目 的

ホタルの生息状況を明らかにし、野外施設の特性である谷戸の環境全体をとらえる一つ

の指標 とするために、昨年度 (野口 1993)に 引き続きホタル生息状況総合調査の一

環としてゲンジボタル と,c,θtt crwcttra・ヘィヶボタル と“ci9わあrcra体の幼虫上陸お

よび成虫発生状況調査を実施 したのでここに報告する。

調 査 方 法

多々良沢沿いの回路を下流から上流に向かい、ゆっくりした速度で歩きながら見える範

囲を目視により記録 していった。また、多々良沢の上 。中 ・下流にポイントを設け(図1)

気温 ・水温 ・地温を測定 し、その他自然環境についても記録 していった。

調査期間は 1993年 4月 24日 ～ 7月 16日 までの延べ 20日 間に渡 り、年後 8時 から

午後 9時 までの概ね 1時 間で調査を行った。本調査はセンター職員および自然観察指導員

等で延べ 79人 で実施 した。

調 査 結 果

調査 したデータは次の とおりである。調査を してい く過程でクロマ ドボタルル ro‐

∽C"α力切OSαの幼虫 も確認できたので、併せて記載 しておく。

文   献

野口光昭 1993:平 成4年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料 神 奈

川県立自然保護センター報告 10:137-153 神 奈川県立自然保護センター

データ 1  4月 24日 (土)晴 れ

○風あり。

○星あり。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ツチガエルが鳴いていた。

○虫 (キリギ リスの仲間)が 鳴いていた。
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*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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○幼虫の上陸なし。

○クロマ ドボタルの幼虫 11箇 所で 13匹 確認。図 2

1 沢 沿いの山際。 1匹

2 沢 沿いの山裾。 1匹

3 沢 より1.Om程上の山裾。 1匹

4 沢 沿いの山裾。 1匹

5 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

6 沢 の中と園路沿いの草の中。 2匹

7 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

8 沢 にある枯れ草の上。 1匹

9 園 路沿いの沢筋にあるセキショウの中。 1匹

10 園 路脇の草の中。 2匹

11 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

OSt.1 気 温15,0度・水温16.5度・地温15.5度

St, 2    ″ 16.0度 ・  〃 14.5】モ・  〃 16.OSモ

St. 3    〃  16.0】壬・  ″  15.OSモ・  ″  15.5S壬

○調査時間 8:00～ 9:20

データ 2  4月 28日 (水)雨

○風なし。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○幼虫の上陸なし。

①クロマ ドボタルの幼虫 2箇 所で2匹 確認。図 3

1 沢 の中。 1匹

2 山 裾の草の中。 1匹

OSt.1 気 温11.0度 ・水温13.0度 ・地温13,0度

St. 2    ″  9.5】壬・  ″ 11.OSモ・  ″ 11.OSモ

St. 3    ″  9.0】壬・  ″ 12.0】壬・  ″ 12.0】壬

○調査時間 8:00～ 9:00

データ3  5月 3日 (局)曇 り

○満月でとても明るく感 じた。

○風なし。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○幼虫の上陸なし。

①クロマ ドボタルの幼虫 2箇 所で2匹 確認。図4

1 沢 より30 all程上の山裾の事の中。 1匹

2 橋 の下、 ミゾソバの中。 1匹

OSt.1 気 温14.0度・水温14.0度・地温12.0度

St. 2    〃 14.0】モ・  ″ 12.OS重・  ″ 12.0】モ
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St.3 気 温14.0度・水温11.8度・地温11.0度

O調 査時間 7:45～ 9:00

データ4  5月 8日 (土)曇 り

○風ややあり。

○星が少 し出ていた。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①クビキリギスが鳴いていた。

①アメリカザ リガニ確認。

○カルガモ3羽 確認。

○フクロウが鳴いていた。

○幼虫の上陸なし。

①クロマ ドボタルの幼虫 8箇 所で9匹 確認。図 5

1 回 路脇のニシキギの根元 (体長191弱)。 2匹

2 山 裾の薮の中。 1匹

3 回 路脇の草の中。 1匹

4 沢 より30 cEl程上の山裾。 1匹

5 沢 より30 cBI程上の山裾。 1匹

6 沢 より1.Om程 上の山裾。 1匹

7 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

8 沢 より30 clll程上の山裾。 1匹

OSt。1 気 温15.5度・水温15.5度・地温14.5度

St. 2    ″ 13.5度 ・  ″ 13.0度 ・  〃 14.0度

St. 3    〃 14.5度 ・  ″ 13.0度 ・  ″ 13.5度

○調査時間 7:50～ 9:00

データ 5  5月 17日 (月)曇 り

○風ややあり。

①星が出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ヤマアカガエルが鳴いていた。

○クビキリギスが鳴いていた。

Oカ ルガモ 1羽 確認。

①幼虫の上陸なし。

①クロマ ドボタルの幼虫 6箇 所で6匹 確認。図6

1 沢 より2.Om程上の山裾。 1匹

2 沢 より3.Om程 上の山裾。 1匹

3 回 路脇の事の中 (体長約1.5 cEl)。1匹

4 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

5 沢 筋の山裾。 1匹
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6 沢 から1.Om程上の山裾。 1匹

OSt.1 気 温16.0度・水温14.5度・地温14.0度

St, 2    ″ 15,5居モ・  ″ 13.0】モ・  ″ 14,OS壬

St. 3    ″ 15.5】壬・  ″ 13.OSモ・  ″ 13.2】モ

○調査時間 8:00～ 9:00

データ6  5月 22日 (土)雨

○風あり。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの幼虫 9箇 所で 11匹 確認。図 7

1 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。V

2 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。拘f

3 山 裾の草の中で 1匹 確認♂ ・♀不明。文うA

4 沢 のっ水中と淵の湿った上の上で2匹 確認♂ ・♀不明。せ

5 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。~

6 沢 の湿った土の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。
‐コツA

7 沢 の淵で 1匹 確認♂ ・♀不明。ぜ

8 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。す

9 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。来露
~

○クロマ ドボタルの幼虫 13箇 所で 20匹 確認。図 8

1 山 裾の草の中。 1匹

2 沢 より3.Om程 上の山裾。 1匹

3 沢 の水中。 1匹

4 沢 より3.Om程 上の山裾。 2匹

5 沢 より1.Om程 上の山裾。 2匹

6 沢 より1.Om程 上の山裾。 2匹

7 沢 より3.Om程 上の山裾。 2匹

8 園 路側沢淵のセキショウの中と山側沢淵と沢より2.Om程 上の山揺。

9 沢 より50 cEl程上の山裾。 1匹

10 沢 沿いの山裾。 1匹

11 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

12 沢 より1.Om程 上の山裾。 2匹

13 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

OSt,1 気 温15.0度・水温15.5度・地温15,0度

St. 2    ″ 14,3居壬・  ″ 13.5虜:・  ″ 13.5度

St. 3    〃  14.0居壬・  〃  13.5S壬・  ″  13.5居壬

○調査時間 8:00～ 9:30

データ7  5月 23日 (日)晴 れ

○風なし。

3匹
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○星が少 し出ていた。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①クビキ リギスが鳴いていた。

①ゲンジボタルの幼虫 2箇 所で 2匹 確認。図9

1 沢 の水中で 1匹 確認♂ ・♀不明。―

2 沢 の水中で 1匹確認♂ ・♀不明。―

○クロマ ドポタルの幼虫 18箇 所で 39匹 確認。図 10

1 沢 より1.Om程上の山裾。 1匹

2 沢 より2.Om程上の山裾。 1匹

3 沢 より2.5m程 上の山裾。 1匹

4 沢 より1.Om程上の薮。 6匹

5 沢 より2.0～5.Om程 上の山裾。 8匹

6 回 路脇の上の上。 1匹

7 園 路脇の草の中。 2匹

8 園 路脇のニシキギの葉上 (地上30 all程上)。 3匹

9 山 裾の車の中。 1匹

10 沢 より1.Om程上の山裾。 1匹

11 山 裾の鼓。 1匹

12 沢 より1.Om程上の山裾。 4匹

13 沢 の中。 1匹

14 回 路脇の石積、沢より1.Om上。 1匹

15 回 路脇の草の中。 1匹

16 沢 より2.Om程 上の薮。 3匹

17 沢 より1.5m程上の土手。 2匹

18 沢 より1.5m程上の薮。 1匹

OSt.1 気 温16.8度・水温19.0度・地温16.2度

St. 2    〃 15.5康E・  〃 15.1虜こ・  ″ 17.5度

St. 3    ″ 13.0度 ・  〃 14.8度 ・  ″ 15.3度

○調査時間 8:00～ 9:45

データ8  6月 11日 (金)曇 り

○ゲンジボタルの幼虫上陸なし。

○クロマ ドボタルの幼虫 3箇所で6匹 確認。図 11

1 沢 沿いの山裾。 1匹

2 沢 沿いの山裾。 4匹

3 沢 沿いの山裾。 1匹

OSt.1 気 温17.0度・水温18.0度・地温17.0度

St. 2    ″ 15.0度 ・  ″  15,0度 ・  ″ 15.0度

St. 3    〃 15.0度 ・  ″ 15.0度 ・  〃  16.0度

○調査時間 8:00～ 9:00
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データ9  6月 15日 (火)晴 れ

○風なし。

①星が出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①クビキ リギスが鳴いていた。

①アオバズクが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 2箇 所で 2匹 確認。図 12

1 下 流から上流へ湿地の上を♂ 1匹 飛翔。ム岨生

2 木 の枝から下流の木の枝へ 1匹 飛翔♂ ・♀不明。〈巡氏

○クロマ ドボタルの幼虫 15箇 所で 16匹 確認。図 13

1 園 路脇の草の中。 1匹

2 沢 沿いの木の枝。 1匹

3 沢 沿いの山裾。 1匹

4 沢 にかぶつた木の枝。 1匹

5 沢 沿いにあるミズキの枝。 1匹

6 沢 沿いの山裾。 1匹

7 園 路脇の草の中。 1匹

8 沢 より1.Om程上の山裾。 1匹

9 園 路脇の草の中。 1匹

10 回 路脇の草の中。 1匹

11 沢 より3.Om程上の山裾。 1匹

12 沢 より2.Om程上の山裾。 2匹

13 沢 より2.Om程 上の山裾。 1匹

14 沢 より2.Om程上の山裾。 1匹

15 池 の脇草の中。 1匹

OSt.1 気 温21.5度・水温22.0度・地温21.0度

St. 2    〃 22.0度 ・  ″ 19.0度 ・  ″ 20.0度

St. 3    ″ 20.5昼モ・  ″ 17.0度 ・  ″ 18,0】モ

○調査時間 8:00～ 9:30

データ 10 6月 16日 (水)晴 れ

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①アオバズクが鳴いていた。

①クサヒバ リが鳴いていた。

○蒸し暑い。

①クモの巣が多い。

○帰り道に霧が出てきた。

①ゲンジボタルの成虫 1箇 所で 1匹 確認。図 14

1 木 の葉の上で♂ 1匹 確認。求先生

○クロマ ドボタルの幼虫 7箇 所で 10匹 確認。図 15
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1 沢 沿いの草の上。 2匹

2 水 際の上の上。 1匹

3 園 路沿いの草の上。 1匹

4 山 裾の事の上。 2匹

5 山 裾の本の葉の上。 1匹

6 山 裾の木の葉の上。 2匹

7 山 裾の草の中。 1匹

OSt,1 気 温24.0度・水温22.0度・地温21.8度

St. 2    ″ 22.0度 ・  ″ 19.0度 ・  〃 19.5度

St, 3    〃 23.0度 ・  〃 17.5度 ・  ″ 18.5度

○調査時間 7:50～ 9:15

データ 11 6月 18日 (金)雨

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①クビキリギスが鳴いていた。

○アオバズク1羽 鳴いていた。

○シカ2頭 確認。

①ゲンジボタルの成虫 2箇 所で 3匹 確認。図 16

1 沢 沿いの山裾で1匹確認♂・♀不明。ま争生

○クロマ ドボタルの幼虫 4箇 所で 5匹 確認。図 17

1 沢 沿いの山裾。 1匹

2 沢 沿いの山裾。 2匹

3 回 路脇の草の中。 1匹

4 山 裾の薮の中。 1匹

OSt.1 気 温20,2度・水温21,0度・地温19,9度

St. 2    〃 19.5度 ・  ″ 17.5度 ・  ″ 20。5度

St. 3    ″ 20.0度 ・  〃 17.2度 ・  〃 18.0度

○調査時間 8:00～ 9:25

データ 12 6月 22日 (火)晴 れ

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○風なし。

①星なし。

①クビキリギスが鳴いていた。

①アオバズクが鳴いていた。

①ツチガエルが鳴いていた。

①ヤブキ リが鳴いていた。

① ミナミヌカエビ確認。

①アメリカザリガニ多 し。

2 湿 地のハ ンノキから上流へ 2匹 飛翔♂ ・♀不明。酔
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○ゲンジボタルの成虫 10箇 所で 14匹 確認。図 18

1 湿 地の上流から飛翔し反対側に 1匹 移動♂ ・♀不明。へ造血

2 水 鳥の池上部 1匹 飛翔♂ ・♀不明。ユ
準窒

3 湿 地の上を♂1匹飛翔。二ud

4 山 裾の薮で♂1匹確認。革弘エ

5 山 裾の木の枝に2匹 いてすぐ飛対する♂ ・♀不明。ま定二

6 山 裾の木の枝に♂ ・♀1匹づつ確認。紅

7 山 裾の薮の中に1匹確認♂ ・♀不明。剖ぷ持

8 山 裾の薮の中に1匹確認♂ ・♀不明。判退針

9 山 裾の薮の中に3匹確認♂ ・♀不明。迎ロド

10 沢 筋の木の枝に1匹確認♂ ・♀不明。ヽ ユ生
○クロマ ドボタルの幼虫6箇所で8匹確認。図19

1 山 裾の敷の中。2匹

2 山 据の薮の中。2匹

8 沢 より3.Om程上の山裾。 1匹

4 沢 筋の山裾。 1匹

5 沢 筋の山裾。1匹                  ‐

6 沢 筋の山裾。1匹

OSt.1 気 温20.0度・水温21.0度・地温20.0度

St, 2   〃 20.OB館・  ″ 18.0麟E・  ″ 20,0度

St。 3    ″  19.5呂モ・  ″  17.OSモ・  ″ 18,OS重

○調査時間 7:45～ 9:10       ,

データ13 6月 23日 (水)雨

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ツチガエルが鳴いていた。

①ヤブキリギスが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫2箇所で3匹確認。図20

1 沢 沿いの山裾で♂1匹上流から下流に飛翔。求差A

2 湿 地の上を♀2匹上流から下流に飛翔。五正>生

①クロマドボタルの幼虫2箇所で6匹確認。図21

1 沢 沿いの山裾。 1匹

2 沢 沿いの山裾。 5匹

OSt.1 気 温19.0度・水温19.0度・地温18,0度

St. 2    ″  17.OS壬・  ″  17.0】壬・  ″  18.0呂モ

St. 3    〃 17.0度 ・  〃 16.0度 ・  ″ 17.0度

○調査時間 7:48～ 9:15

データ 14 6局 25日 (金)晴 れ

○風あり。
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○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ツチガエルが鳴いていた。

○ ミナ ミヌカエビ確認。

①ゲンジボタルの成虫 6箇 所で 10匹 確認。図 22

1 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。辞

2 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。と

3 沢沿いの山裾で♂2匹確認。ま先生
4 沢 沿いの山裾で 1匹 確認♂ ・♀不明。4

5 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。斉ユエ

6 湿 地の車の上で♂ 4匹 確認。い

OSt.1 気 温21.5度・水温21.1度。地温19.0度

St. 2    〃 22.0度 ・  〃 18.0度 ・  ″ 18.5度

St. 3    ″ 21.0度 ・  〃 16.5度 ・  〃 18.0度

○調査時間 7:50～ 9:25

データ 15 6月 29日 (火)雨

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 20箇 所で33匹 確認。図 23

1 湿 地の木の枝で♂ 1匹 確認。Aも
配上

2 湿 地の上を♂1匹飛翔。二、ま

3 湿 地の草の上で♂1匹確認。焔

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

0St.1

St,2

ミツバウッギの枝先でクモの巣に♂1匹かかっていた。ネ,生
山裾の枝先で♂4匹 ・♀1匹 確認。双受五

山裾のクモの巣に♂ 1匹 かかていた。 u

沢筋の草の上で♂ 1匹 確認。―

山裾の枝先で♂ 1匹 確認。機

山裾の枝先で♂1匹確認。ヽ ユA

山裾の枝先で♀1匹 確認。R9A

山裾の枝先で♂ 2匹 確認。喪チ氏

山裾の枝先で♂ 1匹 確認。絶

木道脇のクモの巣で♂ 1匹食べられていた。 よヽ
述蚤

湿地のハンノキで3匹確認♂・♀不明。還勝二

山裾の上手で♀1匹確認。よもぉ″

山裾の枝先で♂ 2匹 確認。其ぷダ
~

山裾の枝先で♂ 4匹 確認。二迎Jカ

湿地の上を♂ 3匹 飛翔。範血孤静
エ

山裾の枝先で♂ 1匹 確認。メ体エ

山裾の枝先で♂ 1匹 確認。引訟上

気温19,0度・水温18.0度・地温18.0度

〃  18.0】壬・  〃  17.5居壬・  ″  19.OSモ



160

St.3 気 温18.0度・水温16.5度・地温18.0度

○調査時間 8:00～ 9:20

データ 16 6月 30日 (水)雨

○メダカ確認。

○ゲンジボタルの成虫 18箇 所で 28匹 確認。図 24

1 湿地の木の枝から♂1匹飛翔。と杓週r
2 沢 沿いの山裾で♂ 2匹 確認。資舛笠

3 山 裾の車の上で♂ 1匹 確認。革

4 湿 地の草の上で♂ 1匹 確認。生迅ェ

5 湿 地の事の上から♂ 1匹 ・♀1匹 飛翔。輸

6 湿 地の草の上で♂ 2匹 確認。塩

7 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。ヽ いA

8 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。引み虫

9 沢 沿いの山裾で♂ 2匹 ・♀1匹 確認。 報 後生

10 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。被

11 沢 沿いの山裾で♂ 2匹 確認。ヽと生

12 湿 地の車の上で♂ 1匹 確認。焔

13 湿 地の事の上で♂ 1匹 確認。生迎L

14 山 裾の草の上で♂ 3匹 確認。濃

15 木 道脇の草の上で♂ 2匹 確認。
と述氏

16 回 路脇の草の上で♂2匹 確認。P埴 豊

17 園 路脇の草の上で♂ 1匹 確認。ぶ

18 沢 沿いの山裾で♂ 1匹 確認。氷後生

○クロマ ドボタルの幼虫 1箇 所で 1匹 確認。図25

1 山 裾の薮の中。 1匹

OSt。1 気 温18.0度・水温18.2度・地温18.0度

St. 2    ″ 18.0】モ・  ″ 16.0度 ・  ″ 17.0】壬

St. 3    〃 18.0度 ・  ″ 16.OSモ・  ″ 16.OSモ

○調査時間 8:00～ 9:00

データ 17 7月 2日 (金)雨

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 16箇 所で 18匹 確認。図 26

1 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。R・A

2 沢 のえん堤の上で♂ 1匹 確認。f

3 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。まと二

4

5

6

山裾の枝先で♂2匹確認し1匹飛翔。ま髪ム

園路脇の草の上で♂ 1匹 確認。二也墜

山裾の草の上で♂ 1匹 確認。式◆二
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7 沢 沿いの山裾を♂ 1匹 飛翔。まダ上

8 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。趨

9 山 裾の草の上で♂ 1匹 確認。4

10 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。数

11 山 裾の枝先で♂ 1匹確認。典y

12 山 裾の技先で♂ 1匹確認。と」
舛

13 山 裾の枝先で♂2匹 確認。サ

14 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。
生ジみ

15 山 裾の枝先で♂ 1匹 確認。
ぺ
骸A

16 山 裾の枝先で♂ 1匹確認。強

OSt.1 気 温21.0度・水温18.0度・地温17.5度

St, 2    〃 18.0康:・  〃 16.OS=・  ″ 17.0度

St. 3    ″ 17.5虜i・  ″ 16.5虜:・  〃 17.0度

○調査時間 8:00～ 9:00

データ 18 7月 6日 (火)晴 れ

○風ややあり。

①シュレーゲルアォガエルが鳴いていた。

○ゴイサギの幼鳥確認。

○ホ トケ ドジョウ確認。

○ゲンジボタルの成虫 10箇 所で31匹 確認。図27

1 湿 地の草の上で♂2匹 確認。二曲L

2 回 路脇の草の上で♂4匹 確認。焔

3 湿 地の草の上で♂ 3匹 ・♀1匹 確認。_ntsL

4 回路脇の事の上で♂8匹・♀1匹確認。へ田L
5 回 路脇の草の上で♂ 1匹 確認。焔

6 湿 地の草の上で♂ 3匹 確認。輸

7 湿 地の草の上で♂2匹 確認。 温Pr.

8 雑 木林斜面中腹の枝先で♂ 3匹 確認。うカ

9 山 裾の枝先で♂ 2匹 確認。ム盗舛

10 湿 地の草の上で♂1匹確認。ム田L

Oヘ イケボタルの成虫4箇所で15匹確認。図28

1 山 裾の較の中で♂5匹 ・♀2匹確認。線

2 湿 地の草の上で♂1匹確認c haL

3 湿 地の草の上で♂4匹 ・♀2匹確認。宜け生

4 湿 地の草の上で♂1匹確認。品

OSt.1 気 温19,0度・水温18.0度・地温19.0度

St, 2    ″ 18.5虜E・  ″ 15.5演E・  〃 18.0】モ

St. 3    ″ 18.OSモ・  ″ 15.5演E・  ″ 17.0度

○調査時間 8:00～ 9:00
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データ 19 7月 9日 (金)晴 れ

○風なし。

○やや肌寒い。

○シュレーゲルアオガエルが1島いていた。

○ツチガエルが鳴いていた。

①クサヒバ リが鳴いていた。

○アオバズクが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 20箇 所で23匹 確認。図 29

1 山 裾を 1匹 飛翔♂ ・♀不明。苗

2 園 路脇の草の上で♂ 1匹 確認。範

3 回 路脇の草の上で♂ 1匹 確認。R」 岸

4 池 の上を 1匹 飛翔♂ ・♀不明。
二屯≧

5 園 路脇の車の上で♂ 1匹 確認。托

6 回 路脇の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。■)生

7 園 路脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。コ

8 山 裾の枝先で2匹 確認♂ ・♀不明。ま

9 山 裾の枝先で 1匹 確認♂ ・♀不明。」

10 湿 地の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。虫

11 回 路脇の事の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。―

12 園 路脇の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。い

13 回 路脇のクモの巣 (オニギモ)で 1匹 食べられていた♂ ・

14 回 路脇の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。――

15 山 裾の薮の中で 1匹 確認♂ ・♀不明。型』カ

16 園 路脇の草の上で♂ 1匹 確認。ね

17 回 路脇の車の上で♀1匹 確認。わ

18 木 道脇の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。輸

19 湿 地の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。 lrrttt

20 山 裾の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。まみエ

○ヘイケボタルの成虫 10箇 所で 18匹 確認。図 30

1 園 路脇のハンノキで 1匹 確認♂ ・♀不明。埴

2 園 路脇の草の上で 1匹 確認♂ ・♀不明。輸

3 園 路脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。猛

4 湿 地の草の上で2匹 確認♂ ・♀不明。、R48[

5 木 道脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。駈

6 木 道脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。地

7 木 道脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。塩

8 木 道脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。筑的

9 木 道脇の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。Aan

10 湿 地の草の上で 2匹 確認♂ ・♀不明。4taL

Oク ロマ ドボタルの幼虫 6箇 所で9匹 確認。図 31

♀不明。¬母A空
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1 回 路脇の草の上。 3匹

2 園 路脇の草の上。 1匹

3 回 路脇の草の上。 1匹

4 山 裾の数の中。 2匹

5 園 路脇の車の上。 1匹

6 山 裾の数の中。 1匹

OSt.1 気 温21,0度・水温18.5度・地温18.0度

St。 2    〃 19.0】モ・  ″ 16.0度 ・  ″ 名見all費葉し

St. 3    〃  19.5Sモ・  〃  16.OSモ・  〃 16.0】壬

○調査時間 7:50～ 9:00

データ 20 7月 16日 (金)晴 れ

○風なし。

①星が出ていた。

○ツチガエルが鳴いていた。

°ゲ
I毛注烏☆鯨督杉吊謬ユ啓:簿 :鱗&。」
2 園 路脇の湿地の上を上流から下流へ7匹飛翔♂ ・♀不明。輸

3 木 道の上を♀1匹飛翔。ユ転伍

○ヘイケボタルの成虫8箇所で77匹 確認。図33

1 山 裾の沢の淵、草の上で2匹確認♂ ・♀不明。
'こ

え

2 園 路脇の草の中で21匹 確認♂ ・♀不明。柏

3 木 道脇の草の中で20匹 確認♂ ・♀不明。へdい

4 木 道脇の草の中で27匹 確認♂ ・♀不明。ぶHd比

5 山 裾の事の中で3匹確認♂ ・♀不明。む

6 湿 地にあるハンノキの枝先で1匹確認♂ ・♀不明。n

7 湿 地にあるハンノキの根元と枝先で1匹ずつ確認♂ ・♀不明。述立

8 湿 地にあるハンノキの枝先で1匹確認♂ ・♀不明。五五

OSt.1 気 温22.5度・水温20.0度・地温19.5度

St. 2   〃 20.0度 ・  ″ 18.0度 ・  ″ 20.1度

St. 3    ″  18.0】壬・  ″  16,1居壬・  〃  18.0居モ

○調査時間 7:55～ 9:00

また、1992年 調査のゲンジボタル、ヘイケボタル調査過程で確認できたクロマドボタ

ルの幼虫および成虫の確認個体数を図34に、 1993年 調査のそれを図35に示す。
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神奈川県立自然保護センター報告第 11号

平成 5年 度 自然保護 セ ンター
野外施設の水量調査資料

とりまとめ :柳 下 良 美十

調査者 :松本カヨ子
十*、

坪井弘行
ネネ

、山室京子
求ネ

、鈴木知子
ネホ

、

松本好郎
ネホ

、渥美誠寛
*ネ

、自鳥元己*ネ
、木村博治

・や
、酒井 勲

承*

川村優子
ネ
、森尻雅樹

ホ
、塚本香代

ネ
、細谷精ニホ

Note on Quantity of water in Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Yoshimi YACISHITAキ

Kayoko MATUMOTO中 や
,Hiroyuki TuBoI中

章
,Kyouko YAMAMUROⅢ

Ⅲ
,

Tomoko Suzu組 ⅢⅢ
,Yoshio MATUMOTOキ キ,Nobuhiro ATuMIⅢ

キ
,

Motomi SHIRATORIや ち Hir句 l KIMuRAや ち IsaO SAKAI中 中
,

Yuko KAWAMURAキ ,MaSaki MoRIJIRI率 ,Kayo TuKAMOTOキ ,Setti HOSOYAキ

調 査 目 的

自然保護センターの野外施設の環境を支える重要な要素の一つである沢の水の現状を担

握するため水源から流れてくる水量の測定が行われた。

本測定は、野外施設の水環境を把握するために、今後継続的に調査を実施するにあたっ

ての測定時期、測定時間、測定方法等を探る予備調査として行われた。

測 定 場 所

野外施設に流れ込む沢 (公開エ リアの最上部に位置する所)の 2カ 所にポイントが設け

られた (図1)。

測 定 方 法

平成 5年 8月 から12月 までの間、おおむね月に一回の割合で合計 8回 測定された。測

定方法は、沢の流れをビニール袋で作った土のうで制限し、 5秒 間に流れる水をビユール

袋に全量採り入れ、計量カップ (2,側佐c)で 計量する (写真 1、 2)も のである。各回

ごとに3回以上行いその平均値が算出された (表1、 2)。

*神 奈川県立自然保護センター  K a n a g a w a  P r e f e c t u r a l  N a t u r e  C o n s e r v a t i o n  C e n l e r

*米 七沢カワセ ミの会 Na n a s a w a  K a w t t e m i  N a t u r e  O b s e r v a t t o n  C ! u b
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表 1 ポ イント1に おける測定水エ

調 査 日

時 刻

気 温

℃

水 温

℃

定

数

測

回

総水量

CC

秒当水エ

cc/sec

平均水エ

cc/sec

8 .   1 1

14:20～14:27

lst

2nd

3rd

29,100

25,300

29,500

5,820

5,060

5,900 5,593.3

8。 22

10:50～10:55

lst

2nd

3rd

10,000

8,700

9,700

2,000

1,740

1,940 1,893.3

8. 29

10:26～10:38

lst

2nd

3rd

4th

16,900

17,700

17,400

18,100

3,380

3,540

3,480

3,620 3,505.0

9。 22

13 :47-13:55
15.5

lst

2nd

3rd

4th

11,300

13,200

12,900

12,700

2,260

2,640

2,580

2,540 2,505,0

10. 24

10:45-11 :00

lst

2nd

3rd

4th

9,330

8,230

9,630

9,730

1,866

1,646

1,926

1,946 1,846.0

10.31 15.0

lst

2nd

3rd

11,500

10,800

11,500

2,300

2,160

2,300 2,253.3

11, 30

13:40-13:49
11.0 12.0

lst

2nd

3rd

8,100

8,000

9,500

1,620

1,600

1,900 1,706.7

12. 26

10:35-10:40

lst

2nd

3rd

8,800

7,800

7,600

1,760

1,560

1,520 1,613.3
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表2 ポ イント2に おける測定水エ

調 査 日

時 刻

気 温

℃

水 温

℃

定

数

測

回

総水量

CC

秒当水量

cc/sec

平均水エ

cc/sec

8,11

14i37～14:42

lst

2nd

3rd

8,750

8,000

8,000

1,750

1,600

1,600 1,650.0

8. 22

11:05～11:10
18,0

lst

2nd

3rd

4,900

5,200

4,700

980

1,040

040 986,7

8. 29

10:47-10 :54
17.0

lst

2nd

3rd

6,700

6,900

6,800

1,340

1,380

1'360 1,360.0

9. 22

14:00～14:07
15.0

lst

2nd

3rd

4,700

4,750

4,900 956,7

10. 24

11:05～11:09
15.0

lst

2nd

3rd

3,400

3,500

3,800 713.3

14,0

ｓｔ

配

ｒｄ

3,800

4,400

4,200 826.7

11,30

14100～14:10
11.5

lst

2nd

3rd

3,500

3,850

4,000 756。7

12.26

10:43～10:45

lst

2nd

3rd

3,400

3,300

3,350 670.0
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表 3 平 均水工と降雨工との関係

(注1)雨 量は、林業試験場の林外雨量を用いた。直径 20伍 め集雨器で集めた

その期間の雨の総工から得た降水エ

測 定 結 果

結果か らポイン ト1(表 1、3)で は、通常1,80佐c/sec前 後の水が流れることがわか

る。雨との関係をみてみると、降雨日から2日 後では雨の影響が残っているが、 6日 後に

は雨の影響がなくなり通常の水量に戻っていることがわかる。

ボイント2(表 2)で は、通常8ELc/sec前 後の水工がある。雨との関係は、ポイン

ト1と 同様に降雨日の2日 後では雨の影害があり、 6日 後には雨の影響がなくなっている

ようである。

また、野外施設を潤す水のよはおおむね2,60ac/secと 推定される。

以上の結果を踏まえて、今後は、雨量と水工の関係を更に詳 しく把握するため、季節変

動 も考慮 し、季節ごとに調査期間を設け、降雨直後から7日 間程度の水上の変化をみるこ

とが重要であると考えられる。

雨の降り方と水量変化の関係も含めて今後更に詳しく調査することによって野外施設に

おける、水収支の実態を明らかにし、野外施設維持管理の基礎データを整備していきたい。

調 査 日

平均水工 cC/sec

降雨後日数 調査日前の最近の雨エ

(注1)    皿ポイント1 ポイント2

8. 11

8. 22

8. 29

9. 22

10. 24

10, 31

11. 30

12. 26

5,593.3

1,893.3

3,505,0

2,50530

1,846.0

2,253.3

1,706.7

1,613.3

1,650,0

986.7

1,360,0

056.7

713.3

826.7

756.7

670.0

1日

6日

2日

降 雨 中

7日

1日

10日

5日

8/1-10  雨 量不明

8//15二16       59.9

8//26--27       136.3

9//21--23        30.6

10//16-17       24.2

10//30            52.4

11//20            50.6

12//21            13,7
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写真 1 ポ イント1で の測定状況

写真2 ポ イント2で の測定状況



神奈川県立自然保護センター報告第 11号

神奈川県立自然保護センター野外施設の水温調査について

大野啓一朗
*・

増子忠治
辛・森尻雅樹

ネ・小宮卓二*

井上七五三十*.竹
下純則

*ホ

Data of Water temperature in Ecological Carden

(Kanagawa Prefectural Nature ConServation Centeゅ

Kelichiro OHNOキ ,Tadaharu MASUKOネ ,Masaki MoRI】 RIち Takuit KoMIYA中 ,

Simezou INOUEキ 球 and Suminori TAKESITA辛 中

調 査 目 的

自然保護センター野外施設は、池沼や湿地、斜面の雑木林、植林地等からなる谷戸地形

を利用 した、自然保護のための野外展示である。

この野外施設を把握するための基礎調査として水温測定が行われ、平成 3年 から平成 5

年までの結果をとりまとめたので、以下に報告する。

調 査 方 法

調査は毎朝 1回、午前 9時 から10時 頃の間に、野外施設内 6カ所の調査ポイントを周っ

て行われた。各ポイントにおいて、水面下 5～ 10 cmぐらいのところに水銀棒温度計を2

～ 3分 間放置し測定された。また平成 3年 12月 以降は、電子温度計によって測定された。

調 査 場 所 (図1)

調査ポイントは、流水域か ら3カ 所と止水域から3カ 所を選んだ。st.1は、谷戸の南

側を流れる沢の最 も下流部で、斜面に生育する樹木のためにやや日陰地である。st.2は、

谷戸の下部で、湿地の間を曲折 しながら流れてきた水が、最終的に停滞する池の水際に位

置する。st.3は谷戸の湿地中央部、整備された池の水際に位置する。st.4は、谷戸の湿

地に流れ出た水が最初に停滞する池の水際に位置する。st.5は、谷戸の南側を流れる沢

の上流部で、保護区 (一般者の入場不可)か ら出てきた最初の箇所である。北斜面の下部

で高木のうっ閉度が高 く、日当たりは良 くない。st.6は谷戸の北側、日当たりの良い南

斜面下部の沢の、ややゆっくりとした流れの途中に位置する。

調 査 結 果

以上の設定で調査 した結果は表の 1-9の 通りである。気温は自然保護センターに隣接

する林業試験場に設置してある百棄箱の記録が参照された(1992・ 1993 林 業試験

場)。

*  神 奈川県立自然保護センター

** 元 神奈川県立自然保護センター
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平成 5年 12月 の気温については、自然保護センター管理棟裏に設置された温度計の記

録を参照 した。単位はすべて℃である。空欄は未測定のため記載されなかった。

引 用 文 献

林業試験場 1992:林 業試験場業務報告 m24179-91 神 奈川県林業試験場

林業試験場 1993:林 業試験場業務報告 No 2 5:97-109 神 奈川県林業試験場
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自然保臣センター野外出投 水 温測定結果 1991.1
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6

自然保度センター野外お股 水 温測定結果 1991.2
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6

3.28    2.8    2.1    1.5    4.0    6.2    9.0
2.06
2.36
4.43
3 . 1 5   2 . 0   1 . 0
1.94
3.67
2 . 9 1
2.29    1.0    1.0
3.43    4.2    4.0
6.32
4.94    5.1    4.8
4.03    3.0    3.0
5,38    4.0    4,0
5.96    6.1    6.5
9.73
4.69
0 . 9 1   3 . 2   3 . 0
2,75    4.0    3.3
0.39    2.5    2.9
2.20    1.5    1.5
2.72    2.0    2.1
1.44    2.0    2.0
0.64    2.0    2.0
1 . 1 2
2.08    1.1    1.5
4.76    3.0    3.0
10.93    6.2    6.2

1   5 ` 6 0
2    7.97
3  5 . 7 5
4    3.36
5    2.53
6    1.99
7    0.25
8   4.67
9    2.00
10    2.60
1 1  4 . 1 0
12    2.72
13    2.87
14    3.25
1 5   2 . 5 6
1 6  2 . 3 1
17    3.34
18    2.09
19    2.89
20    4.34
21    4.34
22    4.17
23    5.09
24    1.96
25    1.06
26    5.52
27    3.69
28    2 66

6 . 0

3 . 0

5 . 0
4 . 0
5 . 0

6 . 2

6
7
8
9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
20
21
22
23
24
25
26
27
28

7 . 0   0 . 0
6 . 5   9 . 0
7 . 0  1 0 . 1

8 , 0  1 0 . 1

8 . 0  1 1 . 0
7 . 2   7 . 3

5 . 0   7 . 2   8 . 5   9 . 0
2 . 1   5 . 6   7 . 0   8 . 0
3 . 1   6 . 0   7 . 5   9 , 0
5 . 8   8 , 1   9 . 0  1 0 . 1

2 . 8   5 . 5   7 . 0   9 . 0
3 . 2   5 . 8   7 . 2   9 . 0
2 . 1   5 . 1   6 . 5   8 . 1
2 . 0   4 . 2   6 . 0   8 . 9
2 . 2   4 . 1   6 . 5   9 . 1
2 . 1   5 , 0   6 . 5  1 0 . 0
2 . 0   4 . 8   5 . 0   9 . 5

4 . 0   5 . 5   9 . 0
6 . 5   8 . 0  1 0 . 0

4 . 3   5 . 1   9 . 5
6 . 0   8 . 2  1 1 . 0
9 , 0   9 . 5  1 1 . 2

6 . 5

6 . 0

29    2.26    2.1    2.0    2.0    5.0    6.0    8.5
30    2.09    2.0    2.0    2.1    4.8    6.0    9.8
31    2.05    2.0    2.0    2.0    4.8    6.0    9.0
平均 3.29  3.37 2.31 1.80 5.21 7.21 9.44

自然保度センター野外施設 水 温測定結果 1991.3
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   3 . 0 7   7 . 0   7 . 0   8 . 0   9 . 0   9 . 2  1 0 . 5
2    3.44
3   4 . 3 2
4    5,26    1.8    1.5    1 5    4.0    7.0    9.5
5   8 . 7 2   7 . 0   7 . 0   8 . 0   9 . 5   1 0 , 0   1 1 . 5
6    8.55
7    8.52   6.2    6.2    8.0    9.0    9.5   12.0
8   4 . 2 1   8 , 0   8 . 0   9 . 0   9 . 5   9 . 2   1 0 . 0
9  7 . 2 1
10    7.24    6.2    6.2    8.0    8.2    9.0   10.0
11    4.82
12    6.08    7.0    7.2    7.6    9.0    9.2   10.0
13    7.92    7.1    7.1    8.2    9,1    9.5   10.5
14    3.81    8.0    8.3   10.0    0.2   10.0   10.2
1 5   2 . 5 1   2 . 5   2 . 5   3 . 8   4 . 5   6 . 8   9 . 0
1 6   3 . 6 3   6 . 0   6 . 0   7 . 2   7 . 8   8 . 0   9 . 1
1 7   5 . 9 9
18    6.37    6.0    6.2    8.1    8,0    9.0   10.0
19    8.46    6.0    6.2    9,0    9.0   10.0   12,0
20   15,90    8.5    9.0   11.0   10.2   11.5   13.0
21    9.09
22    5,30    8.0    8.1    9.2    9.5   10.0   10.5
23   10.24   10.0    9.5    9.5    9.5   10.5   11.0
24   11.66    9.5    9.8    9.0   10.5   12.0   13.0
25   10.48
26   13.01   10.0   10.0   10.5   11.9   13.1   14.0
27    8.00   11.8   11.8   13.0   12.0   11.0   12.1
28    8.02   11.0   11.0   11.5   11.0   11.0   12.0
29    7,90    0.5   10.0   10.5   10.5   11.0   12.3

半珂 3.bU  U.Uu 2.99 2.81 5.51 6.96 8.74

自然保憧センター野外海股 水 温測定結果 1991.4
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1    5.32    9,0    9.0   10.0   10.1   10.0   12,0
2   5 . 4 1   9 . 0   9 . 0   8 . 5   9 . 5  1 1 . 0  1 2 . 0
3    7.05    9.0    9.0    8.0   10.0   11.0   12.8
4    8.59    7.5   10.0    9.2   11,0   12.0   12.5
5 10.m
6   12.28   10.0   11.0   13.0   12.0   11.2   13.5
7   12.63
8   12.27   14.0   14,5   14.0   14.0   14.0   14.0
9   14.67   14.0   16.0   15.9   14.0   13.0   14.0
10   13.58   14.5   15.0   15.5   14.0   14.0   14.2
11   14.54   14.0   14.0   14.8   14.0   14.0   14.5
12   15.28
13   14.15
14   15.14
15   13.61   14.0   15,0   16.0   15.0   13.5   14.2
16   14.95   13.0   13.2   15,0   13.0   14.6   15,0
17   16.22   14.0   15.0   16.0   16.0   14.5   16.0
18   18.15   16.0   17.0   18.0   18.0   16.0   16.0
19   12.00   14.0   16.0   17.0   15,5   14.0   14.0
20          14.0   15.0   16.0   14.0   15.0   14.0

3 . 0

2 . 2

3 . 5
2 . 5
2 . 0

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

1 4 . 0  1 7 . 0  1 7 . 0  1 7 . 0  1 6 . 0  1 5 . 5

14.0   15.0   16.0   17.0   13.5   14.0

13.0   14.0   14.5   14.5   13.0   14.0
14.5   16.0   15.0   15.0   15.0   16.0

15.0   21.0   16.0   17.0   15.0   15.5
19.0   22.0   20.0   19.0   16.0   16.0
15.0   16.0   16.0   15.0   14.0   15,030 10.01

封「民3 12.44   13.20  14.53  14.61  14.30  13.65  14.30



1
2
3
4
5
6
7
8

自然保芭センター野外施投 水 温河定結果 1991.5
日  気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6

14.0  14.1   16.0   14.5   13.1   14.0

9.0  8.5  10.0  10.0  11.0  13.0
11.2  12.0   13.0   13.2   11.5   12.5
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自然保とセンター野外的投 水 温測定結果 1991.6
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   16.81   16.1   17.0   17.0   18.0   15.0   15.5
2   17.81   18.0   19,0   20.0   20,0   15.5   17.0
3  1 7 , 4 1
4   19.86   17.5   20,0   20.0   20.0   16.5   17.0
5   17.96   16.5   18.9   18.0   20.0   16.0   16.0
6   19.72   18.0   19.0   19.9   20.0   16.0   16.0
7   21.39   18.2   19.5   20.0   21.0   17.0   17.0
8   20.58
9   20.02
10   20.14   19,0   20.5   21.0   21.6   16.2   17.0
11   23.24   20.0   22.5   22.0   22.0   18.0   18.0
12   25.82   20.5   22.5   22.5   23.5   18.0   18.0
13   26.95   23.0   24.0   25.0   24.5   21.0   20,0
14   24.03   21.0   23.0   24.0   23.0   18.5   18.0
15   21.92
16   21.16
17   20.33   20.0   21.0   21.0   20.0   17.0   16.0
18   22.22   20.0   21.3   21.0   20.9   18.0   17.5
19   21.72   20.0   21.7   22.9   23.0   18.2   16.5
20   19.84
21   18.98   19.5   20。0   20.5   19.0   17.0   16.0
22   18.49   19.0   19.5   19.8   18.1   16.5   16.0
23   20.39   19.0   20.0   20.3   20,0   16.5   16.0
24   20.09   19.7   18,7   19.1   19.9   16.5   15.8
25   22.90
26   25.30   22.0   22.8   22.5   21.0   17.5   16.5
27  26.43  24.0  2,0  25.0  23.0  17.0  17.0
28   26.03   24.0   25.5   25.5   23.5   19.0   19.0
29   23.89   23.0   23.9   24.9   21.1   18.0   17.0
30   24.11   22.0   23.0   23.0   21.0   18.0   17.0

封FAヨ Zl.うZ   20.00  21.23  21.52  21.95  17.26  15`95

自然保産センター野外海設 水 温測定結果 199小.8
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   26.98
2   27.03   25.0   26.0   25.5   28,5   20.5   18.0
3   26.19   25.0   26.2   27.0   27.0   20.0   17.7
4   24.31   24`0   25.5   26.0   24.7   19.0   17.0
5   20.07   20`8   21.5   22.0   20.5   17.2   16.0
6   18.55   20.0   20.5   20.0   20.0   18.5   16.5
7   21.65   21.0   22.0   22.0   21.7   18.0   16.0
8   23.74   21 0   22.0   22.0   20.9   17.8   17.0
9   23.93   21.0   22.0   22,1   22.0   18.0   17.1
10   22.00   21.2   22.1   23.0   22.0   18.2   18.0
11   23.12
12   24.46   2148   23.0   23.3   21.2   18.0   17.0
13   23.49   22.0   23.8   24.1   22.7   18.2   17.0
14   23.42   20.9   22.0   22.7   21.8   18.2   17.0
15   23.39   20.3   23.0   22.2   24.5   1段2   18.5
16   23.01   19.5   21.0   22.0   23,0   19,0   17.0
17   23.10   19.5   20,5   20.9   21,0   18.0   17.0
18   24.55   20.0   22.0   22.0   22.5   19.0   17.0
19   24.54   23.0   24.0   24.0   23.5   20.0   18.0
20   24.77   22.0   23.0   23.5   21.5   20.5   20.0
21   26.01   20.5   22.5   22,0   21.5   18.0   19.0
22   26.28   26.0   28.0   28.0   28.0   20.0   18.0
23   26.22   24.0   25.0   25.0   22.0   19.0   17.0
24   20.74   20.5   22.0   22.0   20.0   18.0   17.0
25   21.27   19.5   20.0   20.0   19,0   17.5   16.5
26   22.52
27   22.49
28   21.22   19.5   20.5   21.0   18.0   17.0   16.0
29   21.72   19.5   20.5   21.0   19.5   17.0   16.5
30   24.59   21.0   22.0   23.0   21.1   19.0   17.2

9   17.37   16.0   17.0   17.0   17.5   14.2   15.2
10   17.39   16.0   17.2   17.0   17.0   15.0   16.0
11   16.61   15.0   15.5   16.0   17.2   14.5   16.0
12   16.35   16.0   17.0   18.0   17.5   14.5   15.5
13   16.65   16.0   17,0   18.0   17.2   15.0   15.5
1 4  1 7 . 1 1
15   15.64   14.9   16.0   17.0   18.0   14.2   15.0
16   18,22   17.0   18.0   18.0   18.0   14,5   14.5
17   18.60
18   17.00   17.0   20.0   17.0   20.0   16.0   17.0
19   18。91   16。2   17.2   18.0   19.5   15.5   15.5
抑  18.82
21   18.14
22   19.40   17.5   19.5   19.5   20.0   15.5   16.0
23   22.22   20.0   23.0   22.0   23.0   18.0   18.0
21   19.65   18.0   19.0   19.5   20.0   16.0   16.0
25   20.94
26   22.62
27   13.97   16.5   18`0   19.5   20.0   15.0   15.5
28   15.07   15.0   17.0   16.0   17.5   14.0   15.0

自然保産センター野外施設 水 温測定結果 1991,7
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   22.75   21.5   22.0   23.0   20.5   17.3   16.0
2   22.06   21.1   22.1   22.0   21.0   18,0   16.5
3   2 1 , 0 7
4   21.63   22.0   24.0   23.0   22.0   18.5   17.0
5   24.05   21.5   22.7   22.7   21.2   17.9   16.5
6   21.13   20.8   22.0   22.0   20,0   17.5   16.5
7   21.99
8   26.85   22.2   23.0   24.0   20,0   19.0   17.0
9   23.58   22.5   23.0   23.8   22.5   18,0   16.5
10   22.52   21.5   22.0   23.0   19.5   17.0   16.5
11   24.61   21.1   22.0   23.0   20`5   17.5   16.3
12   23.92   22.6   23.0   24.0   22.0   18.0   16.5
13   21.49   21.8   23.0   23.0   21.0   18.0   17.0
14   19.84   21.4   22.3   22.8   20。9   17.6   16.5
15   21.33   20.0   21.0   21.3   20.0   17.0   16.0
16   22.63   20.5   21.0   21.7   20.0   18.0   17.5
17   27.05   22.0   23.0   22.5   21.2   18.5   17.0
18   23.50
19   22.51   21.2   22.0   22.4   20.6   18,0   17.2
20   22.75   21.0   22.0   23.0   20.5   17.5   17.0
21   25.10   22.0   24.0   23.0   23.0   18.5   17.5
22   24.48
23   26,30
24   28.66   22.0   24.0   25.0   24.0   19,0   17.8
25   27.81   22.0   25.5   26.0   25.5   19.5   18.0
26   27.06   21.0   24.5   26.0   25.1   19.5   18,0
27   25,06   22.0   23.0   24.5   22.5   18.5   17.0
28   26.49
29   28.07   23.5   25.0   24.8   24.8   19.5   18.0
30   26.07   24.2   25.5   26.7   26.0   19.8   18.0

2 9  1 6 . 2 0
30   16.25
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自然保ほセンター野外施設
気 温  s t . l  s t . 2
25.85   22.3   24.0
24.77   23.0   24.5
24,69   21,8   23.0
26.02   22.0   24.0
25.75   23.0   25.0
26.05   22.0   24,0
24.89   22.0   24.0
22 40   22.0   23.0
23 82   20.3   21.5
2 1 . 3 8  1 9 . 2  2 1 . 0
21.24   19.5   21.0
22.20   18.5   20.0
2 0 . 0 7  1 9 . 0  2 1 . 0
22.08   19.0   20.0
2 1 . 7 9  1 9 . 0  2 1 . 0
18.26   20.0   21.0
19,47   18.8   20.0
18.94   18.0   18.7
20.60   19.0   19.5
18.72   18.0   19,0
17.36   17.1   18.6
19.22   17.0   19.5
20.30   18.0   19.0
19.65   18.5   20.0
19.65   18.0   19.0
18.60   18.0   19.0
19.68   18.0   19.0
24.65   20.0   21.0
18.30   18.2   20.0
18.80   18,0   19.5

水温測定結果 1991.9
st.3 st.4 st.5

22.5   21.8   18.0
24.0   23.0   18.2
24,0   21.4   18.5
23.5   21.8   18.0
25.0   23.0   18.5
24 0   22.5   19.0
24.0   22.0   19.0
23.0   21.5   20.5
19.8   19.8   19.0
21.0   19.5   17.0
20.8   19.7   18.0
19.8   18.0   17.6
21.0   19.0   18.0
19.8   19.0   18.5
21.2   19.6   17.0
21.0   20,0   18.0
19.9   19,0   17.0
18.8   17.2   16.6
19.5   18.5   19,0
19.5   17.5   18.0
18.0   17.0   17.0
18.0   17.0   16.3
18.0   18,0   17.0
19.0   18.0   17.0
19.0   17.0   16.3
18,0   17.0   16.5
18.2   17.5   16.1
21.0   20.0   18.0
18.8   17 5   16.5
19,0   17.0   16.5

自然保産センター野外海投
日 気 温  s t . l  s t . 2
1   16.34   17,7   17.8
2   19.57   18.0   19.5
3   19.81   18,0   20.0
4   20.78   19.0   20.6
5   21.01   18.4   19.7
6   17.23   17.5   19.0
7   16.40   16.5   17.0
8   17.05   17.5   18.0
9   15.13   16.2   16.7
10   16.49   16.5   16.8
11   16。23   15.8   16.0
12   18.00   16.7   18.0
13   19,31   17.0   18.0
14   14.33   16.2   16.8
15   13.67   16.5   17.1
16   15.39   14.1   14.1
17   14.27   15.0   15.5
18   16.89   16.0   17.0
19   14.88   17.0   17.2
20   15 56   16.0   16.8
21   15.17   15.0   15。0
22   15.40   15.0   15.2
23   14.49   14.3   14.5
24   14.49   15,0   17.0
25   13.50   14.6   15.0
26   14.85   15.0   15.5
27   15.69   15.0   15,0
28   15.51   16.0   16.2
29   13.76   15.5   16.0
30   13.43   14。2   14.5

水遠測定結果 1991.10
st.3 st.4 st.5
18.0   16.5   17.0
18.0   17.7   17.5
18.5   17.3   16.5
18.8   17.5   17.2

st.6

1 7 . 0
1 7 . 0
1 7 . 0
1 6 . 8
1 7 . 0
1 8 . 0
1 8 . 0
20,0
1 7 . 0
1 6 . 0
1 7 . 0
1 6 . 7
1 7 . 0
1 8 . 0
1 6 . 0
1 8 . 0
1 6 . 5
1 6 , 0
1 9 . 0
1 7 . 0
1 6 . 1
1 6 . 0
1 7 . 0
1 6 . 5
1 6 . 5
1 6 . 0
1 6 . 1
1 7 . 7
1 6 . 5
1 6 . 1

st.6

1 7 . 0
1 7 . 5
1 6 . 5
1 7 . 0
1 6 . 8

6
7
8
9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
24
25
26
27
28
29
30

6 . 0
6 . 0
7 . 0
5 . 6
6 . 3
5 . 2
6 . 0
6 . 0
6 . 7
5 . 5
1 4 . 5
1 5 . 0
1 5 . 8
1 5 . 5
1 5 . 0
1 5 . 5
1 5 . 0
1 4 . 8
1 6 . 5
1 4 . 7
1 4 . 7
1 5 . 0
1 5 . 5
1 5 . 5
1 4 . 5

9 . 5  1 7 . 7  1 6 5
8.0   16.8   16,0
7.0   16.5   16.0
8 . 0  1 7 . 5  1 7 . 2
6.3   15.9   15.3
6.3   16.5   16.1
6.0   15,5   15.5
7.2   16.8   16.0
8.0   17.0   16.5
6.5   16.0   16.9
7.0   16.1   15.5
1 3 . 9  1 4 . 0  1 4 . 5
15,0   14.5   15.0
16.3   16.0   15.8
17.2   16.5   16.0
15.1   15.2   15.0
14.0   14.0   15.0
15.0   14.5   14.5
14.0   13,3   14.0
14.0   14,0   14.5
14.6   14.3   14.5
15.0   15.0   14.5
15.0   15.0   15.0
16.0   16.0   15.5
15.5   15.5   15.0
14.0   14.0   14.2

日

１
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３

４

５

６

７

８

９
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‐１

‐２

‐３

Ｍ

‐５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

6 . 5
6 . 5
1 1 . 0

8.0  10.6  12.3
8.0   10.6   12.0
8.2  10.5  12.0

4 . 5   8 . 1   1 1 . 0
7 . 7  1 0 . 0  1 1 . 5
8 . 0   9 . 8   1 0 . 5
6 . 1   8 . 0  1 0 , 0
5 . 0   8 . 6  1 1 . 0

8 . 0   9 , 0  1 1 . 1  1 2 . 5
7.5   8.3  10.3  12.0
5 . 0   5 . 5   9 . 2   1 1 . 3
5.0   6.5  10.0  12.0
5 . 5   6 . 0   9 . 5  1 1 . 5
0 , 0   2 . 5   8 . 0  1 1 . 0
2 . 0   3 , 7   8 . 5  1 1 . 3
1 . 0   3 . 0   8 . 5  1 1 . 3
3 . 0   4 . 0   8 . 5  1 0 . 5
3 . 0   3 . 8   9 . 0   1 1 . 5
6 . 0   8 . 9  1 1 . 0  1 2 . 9
7 . 5   8 . 5   1 0 . 3   1 1 . 3
4 . 5   5 , 0   8 . 3   1 0。3
4 . 0   5 . 2   9 . 1   1 1 . 9

4 . 0
5 . 7
6 . 1
5 . 1
4 . 0

2 . 0

31   19 62   17.0   17.8   18.0   16.5   17.0   17.0       31   12.89   14.0   14.0   13.4   13.8   14.0   14.0
平均 21.51 18。91 20.89 19.36 18.62 17.66 16.98   平 均 12.02 16.10 16.76 16.17 15.19 15.05 15.70

自然保産センター野外施設 水 温測定結果 1991。11
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   11.42   13.0   13.0   12.5   13.0   13.2   13.5
2   12.59   15,0   15.0   14.5   15.0   14.5   15,0
3   12.36   13.0   12.8   12.0   12.1   12.9   13.2
4   12.82   12.5   13.0   11.0   11.5   13.0   14.0
5   10.75   13.0   13.0   12.0   12.5   13.0   14.0
6    9.10   11.0   10.5    9.0    9.5   10.9   13.0
7    1.42   11.0   10.0    9.5   10.5   12.2   13.2
8   12.55
9   12.61   13.0   13.0   13 0   14.5   14.0   14.5
10   12.14   13.0   13.0   12.5   13.0   13.5   14.5
11   10.97   12.5   11.9   11.2   12.0   13.3   14.1
12    9,77   13.0   14.5   12.0   13.1   13.6   14.5
13    8.89   12.1   12.0    9.5   11.0   13.5   15,0
14    9.75   10,2    9.0    8.0   10.0   12.8   13.6
15    9,63   10.0    9.0    8`8    9.5   12.0   13.1
16    9.19   10.3    9.5    9.0   10.0   12.0   13.5
17   10.71   11.9   11.0    9 8   11.5   13.0   14.0
18    9.60   10.0    9.0    9.0    9.5   11.5   13.0
19   11.61   10.5   10.5    8.5   10.8   12.5   13.5
20    6.78   10.5    9,0    8.5   10.5   13.0   14.0
21    7.76    8.5    6.5    6.0    7.5   10.5   12.5
22    9.26    9.0    8.0    7.0    9.0   11.0   13.0
23   10.54    9.0    7.0    6.0    8.9   11.9   12.9
24    5.49   10.0    0.0    8.0   10.0   12.0   13.5
25    5.25    8.0    6.0    6.2    7.0   10.5   12.5
26    7.89    7.0    5.5    4.5    6.8    9.6   11.9
27   10.77    8.0    7.0    6.0    8.3   10.5   12.3
28   13.83   10.8   10.0   10.0   10.8   11.5   12.7
29   11.54   11.3   10.5   10.5   11.0   13.0   13.5
30    8.91   11.5   11.3   11.0   11.8   12.8   13.7

自然保直センター野外出段
気 温  st.l st,2
10.11   10.0   10.0
9.56    9.0    8.0
10.26

7 . 5   6 . 7
7 . 5   6 . 7
7 . 2  1 1 . 0

9 . 0   8 . 2
5。37    8.5    8.0
4 . 2 1   6 . 2   5 , 3
9.65    6.5    5.5
4.07    7.0    5.8
2.82    4.0    2.0
5.20    4.5    2.5
6.44    4.0    2.3
6.95    4.0    2.0
7.36    5.0    3.0

11.06    8.0    7.0
6.73    8.3    7.8
3.50    5.3    4.0
4 . 1 4   5 . 5  4 . 0
7.49
7.75    4.1    3.0
9.93    7.0    6.2
7 . 3 7   7 . 1   6 . 3
1.52    6.0    5.5
1 . 6 1   5 . 1   4 . 2
3.95
2.46
0.35    3.2   2.0

水出測定結果 1991.12
st.3 st.4 st.5 st.6

9 . 0   9 . 5   1 1 . 0   1 3 . 5
7 . 5   8 . 5   1 1 . 3   1 3 . 0

剰降翼ヨ 10.29   10.54  10.33   9.50  10.71  12.33  13.51



自然保産センター野外施設 水 温況定結果 1992.1
日 気 温  s t ` l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t ` 6
1   4 . 3 1
2    5.26

3   5 . 0 0
4    4.98
5    3.00
6    4.68
7    4.47
8    5.88
9    4.73
10    4.96
1 1   2 . 0 7
12    3.93
13    5.28
14    4.88
15    1.25
1 6  - 1 . 6 1
17    6.69
1 8   2 . 8 1
1 9   1 . 2 1
20    1.71
21    1.54
22    3.40
23    2.36
24    1.21
25    2.17
26    4.72
27    5.93
28    4.34
29    7.59
30    6.01

185

自然保産センター野外滝設 水 温対定結果 1992.2
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1    1.73    3.5    2.5    1.5    3.5    6.2    8.9
2    0.69    2.0    1.0    2.0    1.0    6.0   10.0
3   5 . 6 7   3 . 2   2 . 5   3 . 0   4 . 5   8 . 0   1 0 . 5
4    9.12    9.0    9,0    9.0    9.8   11.0   12.1
5   4 . 1 6   6 . 3   5 . 0   6 . 0   6 . 3   8 , 3  1 1 , 0
6    3,77    5.1    4.5    5.0    6.0    8.3   10.0
7    4.92    4.0    3.0    4.2    4`5    8.0   10.8
8    3.24    4.5    3.5    4.5    5.3    8.3   10.0
9    1.99    1.3    0.5    1,0    2.0    5.0    8.2
10    3.10    4.0    3.0   3.0   3.5   7.2   10.5
11    4.08    3.0    2.0    2.0    3.0    7.0   10.0
12    4.79    3.7    3.0   4.5   4.5    7.3   10.3
13    6.45    4.3    3.6    5.0    5,0    8.0   10.5
14    4 52    4 0    3.0    4.5    4.3    8.0   10.7
15    5.00    8.8    2.9    4.0    4.2    7.6   10.4
16    7.18    6.0    6.0    6,0    6.0    9.0   11.5
17    3.20    3.3    3.0    4.5    4.5    7.0   10.0
18    4.08    3.7    3.6    4.9    5.5    7.1    9.8
19    4.04    4`0    4.0   5。0   4.5   8.0   10.7
20    3.03    4.5    4.2    5,0    4.0    8.0    9.5
21    0.90    5.0    5.0    5.0    5.5    8.0   10.0
22    0.35    2.5    2.0    1.8    4.0    6.5    9.5
2 3   2 . 1 2   2 . 5   2 . 0   1 . 8   3 . 0   6 . 3   9 . 3
24    1.94    4.0    3.5    2.0    4.0    7.5    9。1
25    1.86    2.2    2.0    2.0    0.5    6.0    9.0
26    1.71    0.5    0.5    1.0    1.5   3.3    7.0
27    3.93    3.5    3:0    3.0    3.0    8.5   11.0
28    8.68    4.5    3.7    4.2    4.2    8.7   11.3
29   13.35    8,0    8.0    9,0    8.0   10.5   12.5

引F民ヨ  4.IZ    4.00   3.43   3.94   4.38   7.54  10.14

自然保臣センター野外出投 水 込測定結果 1992.4
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t , 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1    9.94   10.0   10.3   10.5   10.0   10.0   11.3
2   14.45   13.0   13.0   14.0   15.8   13.0   13.2
3   13.02   12.1   14.0   12.5   13.5   12,0   13.0
4   12.16   11.3   12.3   11.5   12.0   11.3   12.8
5   11.18   11.0   11.3   11.5   10.3   10.0   11.2
6   1 2 . 6 1
7   10.87   15.0   16.0   14.5   14.5   13.0   13.0
8   10.06   10.8   11.0   11.0   11.0   10.8   12.0
9   16.46   13.0   14.2   13.0   14,0   13.0   14.5
10    0.83   11.5    2.0   12.5   11.0   10.8   11.8
11    9.42   11.0   11,3   12.0   11.5   11,0   12.0
12   10.24   14.0   14.0   14.0   13.8   12,5   14.0
13    8.37    9.0   9.8   8.2   11.3   10.5   12.3
14    9.47   12.2   13.5   11.5   13.3   12.0   13.0
15    9.41   11,3   12.0   10.7   13.0   12.0   13.0
16   11.76   13.0   12.8   12.5   12.5   12.1   13.0
17   10.73   13.2   14,0   12.1   12.6   13.0   13.8
18   13.26   13.0   14.0   14.6   14.5   14.3   13.0
19   13.77   12.8   13.3   13.3   12.8   12.3   13.0
20   12.53   18.0   21.0   17.0   16.0   15,0   17.0
21   12.77   16.0   18.0   16.0   15.5   13.3   15.2
22   15.23   12.0   12.5   13.0   12.0   12.0   12.8
23   13.45   13.0   11.0   11.5   13.0   11.5   13.0
24   15,32   12.3   13.5   13.0   13.2   12.0   14.5
25   15.31   15.0   18.0   18.0   16.0   14.0   13.0
26   12.73   14.0   17.5   17.0   14.5   14.0   13.3
27   15.58   12.0   13.3   13.3   13.5   12.3   13.3
28   16.09   14.0   15,0   14.0   14.0   12.5   14.0
29   17.52   16.0   17.5   15.3   13.8   13.8   14.0
30   11.91   14.2   15.0   18.0   14.0   13.0   13.2

5 . 0   3 . 0
2 , 9   1 . 0
3 , 9   2 , 0
4 . 5   4 . 0
3 . 0   1 . 5
5 . 0   4 . 5
5 . 5   5 , 0
2 . 2   0 . 8
4 . 0   2 . 8

4 . 0   2 , 5
1 . 5   0 . 5
1 . 0   0 . 3
2 . 3   0 . 6
2 . 0   0 . 5
1 . 2   0 . 0
2 . 0   1 . 0
2 . 3   1 . 0
2 . 0   1 . 0
2 . 2   1 , 0
2 . 5   1 . 1
2 . 3   1 . 3
3 . 3   1 . 8
5 . 0   3 . 5
3 . 5   2 . 0
4 . 3   2 . 8
7 . 3   7 . 0

2 . 0   4 . 0   8 . 0  1 0 . 0
0 . 0   1 . 5   6 . 5   9 . 0
1 . 5   3 . 8   7 . 8   9 . 3
3 . 5   4 . 9   7 . 5   9 . 3
2 . 5   3 . 3   6 . 9   8 , 0
4 . 0   5 ` 0   7 . 5   8 ` 8
4 . 5   5 . 5   8 . 0   9 . 9
1 . 3   1 . 3   6 . 0   8 . 5
2 . 5   5 . 0   7 . 5   8 . 3

2 5   4 . 0   7 . 5   8 . 8
0 . 5   1 . 5   5 . 0   7 . 2
0 . 3   1 . 0   5 , 0   7 . 2
0 . 8   3 . 0   6 . 3   8 . 2
0 . 5   1 ` 5   6 . 0   8 . 0
0 . 0  - 1 , 0   5 , 0   7 . 3
1 . 0   2 . 5   6 . 2   8 . 3
1 . 0   2 . 3   6 . 2   8 , 3
0 . 8   1 . 3   6 . 0   7 . 8
1 . 0   0 . 5   6 , 2   8 . 0
1 . 2   2 . 0   6 . 2   8 . 5
1 . 5   2 . 0   6 . 3   8 . 8
1 . 5   3 . 5   7 . 8  1 0 . 0
2 . 5   6 . 0   8 . 3  1 1 . 0
2 . 8   3、9   7 . 5  1 1 . 0
2 . 8   4 . 5   8 . 3  1 1 . 0
6 . 0   8 . 0  1 0 . 0  1 1 . 0

3.07

自然保ほセンター野外施設 水 温測定結果 1992.3
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t , 6
1   15.40   11.5   13.0   12.0   12.0   12.5   14.0
2    8.08    0.5   10.0   10.5   10.3   10.5   11.5
3    3.60    7.3    7.0    8.0    7.7    8.7   10.5
4   4 . 3 1   5 . 0   3 . 2   5 . 0   3 . 5   8 . 0  1 1 . 0
5    5.29    7.5    8.0    7.5    8.0    8.5   10.0
6    5.62    7.0    7.0    7.0    7▲3    9.0   11.0
7    5.93    4.3    4.0    4.5    4.5    7.2   10.0
8    5.18    4.0    4,0    4.5   4.0    7.0   10.0
9    7.73    5.0    4.0    6.0    4.8    8.0   11.5
10    9.26   10.0   11.0    7.2   10.0   10.0   12.0
11    9.70   10.0   10.5   10.0   10.0   11.0   12.0
12    8.46    9.0    9,3    9.3    9,0   9.8   11.3
13    9.80    7.0    6.3    7.3    7.0    9.8   12.5
14   11.66    9.0    9.2    9.5    9.0   11.0   13.0
15   14.42   12.0   12.8   13.0   12.0   12.0   13.0
16    9.90   10`8   11.0   11.5   10.3   10.5   11.8
17    2.26    6.8    6.5    7.0    6.5    7.3    9.3
18    1.63    4.3    3.5    4,0    4.5    5.0    7.0
19    7.22    8.0    8.0    8.0   10,0   10.0   11.5
20    9.37
21    3.67    8.0    8.1    8.5    8.3    8.5    0.0
22    3.96    5.8    6.0    5.0    6.5    8.0   10.5
23    2.64
24    8.28    7.0    7.5    6.3    9.5   10.0   12.0
25    8.89    9.0    9.5   10.0   12.0   10.5   12.0
26    9.93    9,5   10.0    9.8   10,0   10.0   11.3
27    7.89
28    8.70   10,0   10.5    9.0   10,9   10.8   12.0
29    8.81    9.0    9,0    9.0    9.5   10,0   12.0
30   11.75   11.3   11.7   11.3   13.0   11.3   12.8

引降貫ヨ lZ.bZ   12.91  13.49  13.31  13.20  12.31  13.21



1 8 6

自然保芭センター野外施設 水 温鴻定結果 1992.5
日 気 温  st.l st.2 st.3 st.4 st.5 st.6
1   11.82   16.0   1940   17.0   15,0   13.0   14.0
2   12,92
3   13.92   13.0   14。3   12.5   12.3   12.0   13.0
4   15.69   15.0   19.0   18.0   14.0   14.0   14.0
5   14.05   17.0   21.0   18.0   17.0   14.0   14.0
6   11.41   13.0   15.0   16.5   12.2   12.0   12.0
7   10.85   11.3   12.0   13.0   11.0   10.5   11.7
8   19.74   15.2   17.0   15.8   17.3   13.8   14.0
9   19.08   19.0   21.0   20.0   18.0   16.0   16.0
10   12.24   14.0   15.5   18.0   14.0   13.0   14.0
11   12.03   14.0   15.0   15.0   13.5   12.5   13.2
12   12.60   12.0   13.0   11.5   12.5   11.2   12.3
13   13.68   13.5   14.5   15.0   13.8   12.3   13.0
14   17.40
15   17.40   16.5   17.5   17.5   16.0   14.0   14.5
16   14.19   14.5   16.0   16.5   14.5   13.5   14.0
17   16.17   16.0   17.0   17.2   16.6   15.0   14.0
18   14.69   15,7   17.0   18.0   15,0   14.0   14.2
19   16.73   17.5   18,0   18.0   18.0   14.5   14.5
20   16.11   17.0   18.0   18.0   16.5   13.5   13.5
21   16.56   15.5   17.0   16.0   15.0   13.3   13.5
22   17.61   16.5   17.5   17.8   15.3   13.8   13.8
23   17,03
24   17.12
25   16.19   18 0   19.0   19.0   17.5   15.0   15.0
26   14.71   16.3   17.2   17.2   16.2   14.2   14.0
27   15.36   18.0   19.0   18.5   19.5   15.0   15.0
28   15.46
29   16.50
30   14.56   16.5   17.0   17.5   15.5   14.5   14.5

自然保直センター野外施設 水 温測定結果 1992.7
日 気 温  s t . l  s t  2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   21.33   17.5   19.8   20.2   19.0   16.0   16.0
2   19.17   19.3   20.7   20,7   17.3   16.3   16.0
3   19.72   19.0   20.0   19.5   18.0   16.0   15.8
4   21.57   19.0   20.8   19.4   19.0   16.2   16.0
5   21.40   20。2   22.0   22.0   19.5   16.5   16.3
6   22.29   20.3   22.0   22.0   19.0   16.8   16.0
7   21.89   20.0   21.5   21.7   18.8   16.8   16.3
8   22.49   21.0   22.8   22.0   21.2   17.0   16.5
9   23.41   22.0   24.0   24.0   20.0   17.0   16.6
10   23.00   22.2   24.0   24.0   19.6   17.0   16.6
11   21.60   21,2   22.5   22.5   18.5   17.0   16.2
12   21.41   22.0   22.5   22.8   20.5   17.0   16.3
13   19.32   20.0   21.0   21.0   18.2   16.5   16。2
14   19t48   19.5   20.2   19.6   18.0   16。5   16.5
15   20.41   20.0   20.5   20.5   18.0   17.0   16.3
16   20.38   20.5   21.3   20.5   19.0   17.3   16.5
17   19.35   19.5   20。3   20.5   18.0   17.0   16.0
18   21.28   19.5   20.5   19、8   18.5   16.8   16.8
19   24.00   22.0   24.0   21.0   19.2   17.3   17.0
20   25,36   22,0   23.3   22.5   18.8   18.0   17.0
21   24.25   22.0   23.1   22.4   18.7   18.0   17.0
22   25.99   23.5   24.8   24.8   19.5   18.3   17.0
23   26.22   24.0   25.4   26.0   20.8   18。3   17.0
24   26.77   24.2   26.2   27.0   21.4   18.5   17.0
25   25.94   24.5   26.0   26.3   21.0   19.0   17.3
26   25.86   24.3   26.0   25.8   21.0   19.3   17.5
27   26.54   25.0   27.0   27.0   21.0   19.2   17.6
28   26.50   25.2   28.0   27.8   21.0   19.2   17.6
29   26.85   25.8   29.0   28.2   22.0   19.5   17.8
30   27.36   25.5   29.0   28.0   21.5   19.2   17.5
31   23.92   25.3   27.3   26.3   21.2   20.2   18.0

平均 22.97 21.81 23.40 23.09 19.59 17.57 16.71

表 5

自然保ほセンター野外出段 水 温粛定結果 1992.6
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   17.12   17.0   19.0   17.5   16.5   14.0   14.0
2   17,93   19,0   21.5   19.5   18.0   14.5   14.5
3   19.17   22.0   24.5   24.0   21.5   16.0   16.0
4   19.08   18.3   19.5   19.5   17.3   15.0   14.5
5   19.46   18.0   19.0   19.5   17.0   14:5   14.3
6   20.29   20.0   23.0   22.0   18.5   15.2   15.0
7   20.11   19.5   21.0   22.0   17.5   15.2   15.0
8   21.30   18.0   19.8   20.0   17.8   15.0   15,2
9   21.49   17.5   19.5   19.3   16,0   14.3   14.3
10   18.82
11   18.53   17.0   18.0   17.8   16.6   13.2   13.2
12   21,03   21.0   22.5   20.0   19.0   15.2   15.0
13   19.77   18.2   19.2   19.3   16.5   14.5   14.3
14   20.11   17.5   19.0   19.5   17.0   15.0   15.0
15   18.76   17.2   19.5   19.6   17.2   15.0   15.0
16   20.00   20.0   22.0   21.0   18.2   15.2   15,0
17   17.84   19.3   20.5   20.5   18.0   16.3   16.0
18   16.25   17.8   18.5   18.7   16.8   16.0   15.8
19   16.44   17.5   18.2   18.5   18.0   16.0   16.0
20   16.93

6.49   17.5   18.5   20.0   18.0   16.0   16.0
4.97   17.0   18.5   18.5   18.0   15.5   15.5
4.45   17.0   17.8   18.0   16.0   15,0   15.0
6.15   16.0   17.5   17.0   16。0   15.0   15.0
6.38
6.81   18.2   20.0   19.0   17.3   15.5   15.0
8.93   18.2   19.3   19.8   17.8   16.0   15.5
9.82   18.3   20.0   19.3   17.8   16.0   15.8
9.24   19,0   20.0   21.0   19.0   16.0   16.0
7.27   18.2   19.5   20.0   18.0   16.0   16.0

判と貫ヨ lじ.43   18.UU  ]U.84  1U.6じ   17.60  15.Z3  15.11

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

自然保臣センター野外施設 水 込鴻定結果 1992.8
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   25.86   26.2   28.2   28.5   21.5   20.0   18.0
2   19.74   21.8   22.7   25.2   19.5   18.5   16.7
3   18.97   21.3   21.4   20.4   18.8   17.4   16.0
4   17.43   19,8   20.3   19.6   18.0   16.8   16.2
5   19。96   23.2   25.0   23.9   20.4   18.2   17.0
6   25.10   23.9   26.0   26.8   20.6   18.7   17.3
7   26.45   23.2   25.0   22.9   20.4   18.2   17.7
8   24.98   23.9   26.0   26.9   20.6   18.7   17.3
9   25.72   24.0   24.3   24.5   21.9   19.6   18.1
10   25.00   25.3   26.8   25,7   22.0   19.0   17.4
11   23.63   23.8   24.8   25.0   21.3   18.4   17.0
12   21.10   22.5   23.6   24.0   20.9   18.0   16.9
13   23.57   22.4   23.4   24.0   21.0   18.0   17.0
14   25.40   24.0   26.0   24.7   21.2   19.5   17.5
15   24.89   23.0   26.0   26.7   20.0   19.1   17.5
16   26.03   23.3   25,8   26.7   20.5   18.9   17.4
17   24.30   23.0   24.9   25.1   20.2   19。1   17.0
18   24.74   24.3   25.5   25.3   21.0   19.0   17.3
19   24.03   23.6   25.2   25.2   20.8   18.7   17.2
20   24.67   23.4   25.3   25.3   20.2   19.1   17.4
21   24.10   23.5   24.8   25.4   20.6   18.7   17.0
22   24.78   22.7   24.4   24.0   20.2   19.0   17.0
23   25.29   22.7   23.8   24.5   20.3   18.8   16.8
24   26.34   24.6   26.0   20.3   20,9   19.4   19.4
25   27.66   24.0   26.0   25.9   21.4   20.5   18.2
26   26.58   22.7   24.7   26.8   20,7   19.7   1716
27   25.65   25.2   27.2   27.0   22.6   19.5   17.3
28   25.25   23.5   25.0   25.0   20.6   19.4   17.2
29   25.53   23.8   26.3   27.2   21.0   19.8   17.9
30   25.18   23.2   25.6   27.1   20.7   19.7   17.9
31   24.45   24.4   26.5   25,3   21.4   19.6   17.4
平均 24.23 23.43 25.05 25.00 20.68 18.94 17.34



自然保産センター野外出段 水 温測定結果 1992.9
日  気 温  s t . l  s t , 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   24.20   22.2   23.8   23.4   20.3   19.6   17.4
2   24.83   23.5   26.0   27.3   20.3   20.0   18.0
3   27.40   23.5   25.7   27.3   21.0   19.8   18.0
4   27.63   24.3   27.0   28.3   21.6   20.1   18.0
5   25.81   23.8   25,3   25.6   22.0   19.6   17.3
6   21.54   21.4   22.8   22.5   20.5   19,0   17.0
7   20.50   2043   21.7   23.3   19.6   17.9   16.7
8   20.85   20.3   21.7   22.5   19.3   17.9   16.6
9   22,32   19.4   20.0   22 3   18.5   18.0   16.7
10   23.95   20.8   22.3   21.4   19.9   18.9   17.1
11   23.09   20.6   22.4   21.5   19.6   19.0   17.0
12   20.20   19,3   20.2   22.5   18.8   17.3   16.2
13   20,20   18.4   19.6   21.1   17.5   16.9   15.9
14   20,69   19.4   20.3   20,3   18。7   17.1   15,9
15   19.02   19.2   19.8   20.0   18.7   17.0   15.8
16   22.05   20.0   20.9   21.3   19.1   17.5   16.3
17   21.65   20.9   21.7   22.4   19 6   18.0   16.5
18   20.64   20.3   21.4   22.4   19.7   17.9   16.8
19   17.76   18.4   18,7   18 9   18.4   17.0   16.2
20   19.32   18`0   18.8   18.5   17.6   16.9   16.2
21   17.49   17.9   18.4   20.1   18`0   16.3   15.6
22   17.76
23   18.38   16.2   17.0   18.8   18.9   16.0   15.6
24   19.93   18.0   18.7   19.5   17.7   16.5   15.8
25   23.19   21.0   24.7   21.6   20.9   18`5   17.4
26   19。73   20`7   21.6   22.0   20.7   18.4   17.4
27   16.85   16.6   17.3   19,4   17.0   16.0   16.1
28   14.18   14.0   13.7   13.7   13.6   14.2   14.5
29   14.89   15`6   15 6   15.9   15`4   14.9   14.9
30   18.21   17.4   17.7   17.4   17.0   16.8   17.3

封F民1 20,81   19`70  20`86  21.42  18.34  17.69  16.56

自然保直センター野外施投 水 温測定拷果 1992.11
日 気 温  s t  l  s t  2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   10.57   10.6    9.8    9.5   10.2   12.9   14,1
2    8.36    9。1    8.1   11.2    8.7   11.1   13.0
3   10.20    9.2    7.9   10.2    7.9   10.9   12.6
4   15,23   11.2   10.6   11.2   10.6   13.3   14.5
5   14.20   12.6   13.0   11.5   12.1   13.5   14.4
6   13.13   12.5   12.4   12.2   12.3   13.5   14.1
7   13.80   13.6   13.6   13.6   13.4   13.9   14.3
8   12.28
9    9.21   11.3   10.9   10.6   10.9   12.2   13.2
10   13.24   12.1   12.0   11.8   11.6   12.8   18.7
11   10.17    9,5    8.6   10,8    8.9   11.8   13.2
12   10.44    9,7    9,3   10.6    9.0   12.1   13.5
13   11.51    9.6    9.5   10,7    0.5   12.4   13,7
14   12.73   10.9   10.8   11.3   10.7   12.7   13,9
15   11.94   10.2    9.8   11.7   10`7   13.0   13.9
16   12.73   11.8   12.0   12 1   11、7   12.8   13.9
17   11,47    9.5    9`0   11.1    9.3   12.0   13.3
18    9。25
19   11.51   10.0    9.5   9.3    045   12.4   13.5
20   14.15   11,7   11.8   11.7   11.8   13.1   14.0
21    8,00   12.2   11.7   12.7   11,9   12.9   13.5
22    5.08    8 8    6.9    9.2    6`9   11.6   13.0
23    8.40    8.0    6.4    6.0    6.4   11.2   12.9
24    9.01    6 3    5.4    5.6    6.4   10.8   12.3
25   10.53    6 6    6.0    8、1    6.5   11.2   12.8
26    8,67    6 5    5.8    6.9    6 3   11.0   12,6
27    5.25    6 8    6.3    7.9    6.4   10.0   11,9
28    4.23    6.0    5,5    4.8    5.4    9.6   11.7
29    8.80    8,9    8.5    8.1    8.5   12.4   10.9
30    9.41    7.5    7.3    8 1    7.3   11.1   12.8

1 8 7

自然保とセンター野外施設 水 温測定結果 1992.10
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  S t . 6
1   18.26   18.0   18.3   18.4   17.2   16.5   16.3
2   18.08   18.4   19.0   18`5   17.5   16.8   17.0
3   18。77   19.0   20.5   19.9   18.0   17.1   17.2
4   21.06   19.3   22.0   20.3   18.0   17.4   16.7
5   12.82   17.0   17.4   19.4   17.1   15.6   15、4
6   11`90   13.2   13.6   14.5   12.4   13.5   15.0
7   13.13   13.0   13.4   14.5   12.4   13.9   15.0
8   13.90   14.2   15.3   14.0   13.8   14.2   14.5
9   17.04   15.6   15,8   15.2   14.8   15.9   15.9
10   16.16   15.5   17.0   16.0   13.8   15.6   15▲8
11   15.15   15.4   16.2   16.6   14.7   15.1   15.2
12   15.46   16.1   16.7   15.9   15.5   15.4   15`4
13   16.66   16.5   16.8   16.6   16.1   15.7   15,4
14   16.50   16.9   17.5   17.3   16.9   16,0   15.7
15   15.53   16,3   16.7   16.8   16.3   15.9   15.8
16   15.55   15.9   16.7   16.1   15.3   15.7   15.8
17   16.04   16.5   17.3   16.4   1610   15.5   15.3
1 8 15。1   15。2   15.2   14.9   14.9   14,9
19   13.81   15.1   15.2   16.0   14.9   14t8   14.8
20   13.79   15,0   15.4   15.3   14.7   15.1   15.2
21   13.68   14.7   15.8   15.1   13.3   14.9   15.4
22   11.81   12.3   12.4   12.0   12.2   14.0   14.7
23   13.88   14.3   14.4   12`6   12.3   14.7   15.2
24   14.86   15.3   15.1   15.4   14.8   14.9   15.2
25   16.29   15.9   16.8   15,9   15.3   15.6   15.5
26   12.40   13.0   15.1   15.6   15.0   15.3   15.2
2 7       1 1 . 0  1 1 .● 1 1 . 0  1 3 . 0  1 4 , 0  1 4 . 8
28   13.89   13.3   16.5   10.3   10.5   13.7   14.5
29   10.56   11.3   11.0   12.6   10.9   12.8   13.6
30   14.56   13.5   14t5   12.8   12.3   14.0   15.0

自然保臣センター野外施設 水 温測定結果 1992.12
日 気 温  s t . l  s t , 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1   10 12    9.6    9.3   9`5    9.8   11,9   13.0
2   10.07   10.2   10.1   10.2   11.0   12.7   13.6
3    6.75    8.3    8.1    8.1    8.5   10.9   12.3
4    6.90    6.6    6.1    6.6    6.8   10.5   12.4
5    4.99    5.8    5.3    5.3    5.3    9.8   11.9
6    6.69    5.9    5.5    6.8    5.5   9.9   12.0
7   10。09    8.5    8.3   8.0    8.7   11.0   12.7
8   14.46   13.6   14,0   13.2   14.9   13.6   13.8
9   10.31   11.5   10.9   11.1   11.8   13.2   13“6
10   11.52   10.9   10.6   11.6   10.9   12.8   13.4
11    9.41    9.8    9.3   10.7    9.1   12.2   13.2
12    4.00    5.3    4.5    6.4    7.5    9.6   11.8
13    7.72    5.4    4.5    4.6    4.6    9.8   12.0
14    7.59    5.0    4.9    6`4    5.0   10.0   12.1
1 5   2 . 5 1   2 . 4   3 . 9   5 . 3   2 . 9   8 : 5   7 . 0
16    3.09    4.3    8.0    3.4    2.6    8.6   11.1
17    3.97    3.3    1.7    2.7    2.3    8,0   10.7
18    3`70    3.9    2.7    3.0    3.0    8.7   11.2
19    1.73    2.3    1.4    4.0    2.7    7.5   10.6
20    4.81    3.4    2.4    4.1    3.4    8.6   11.1
21    8、66    6.3    5.6    5.1    7.0   10,1   12.2
22    7.60    7.4    7.0    6。9    8.0   10.5   12.3
23    6.52    5,8    5.3    6.8    5`5   10.0   12.0
24   -0.18    2.0    3.0    4.6    3.6    7.9   10.8
25    2.80    2.8    3.2    4.2    3.5    7.3   10.3
26    2.55    1.7    1,7    0.9    0.7    7.3   10.5
27    5.71    1.9    2.0    2.4    2.0    7.5   10.3
28    7.63    4.1    3.3    4.1    2.0    9.0   11.3
29    8.64
30    5.89
31    3.75
平均 6.48  6.03 5.63 6.29 6.02 9.91 11.75判降丼1 10.45    9.74   8.80   9.95   9.31  12.08  13.26

表 6



12           4.5    4.0    4.3    4.3    8.2   10.8
13           3.6    2.9    4.9    4.3    7.8   10.7
14    4 46    6.0    5.5    5,5    6.0    8.8   11.0
15    3.74    5.4    5.0    5.0    5.5    8.1   10.5
16    3.83    6.5    5.0    5 1    5.5    7.8    9.5
17    4.06    4.3    3.7    5.1    4.3    8.6   10.8
18    1.08    3.9    3.3    4.3    4。1    8.2   10.5
19    2.41    1.9    1.0    1.7    1.3    7.0   10.1
20    2.76    2.3    1.4    1.7    1.3    7.4   10.5
21    1.38    1.4    0.9    4.1    1.3    6.4    9.8
22    2.33    141    0,7    3.0    1,4    5.9    9.6
23    2.29    2.0    1.4    1.0    1.0    7.3   10.1
24    2.89    3.0    2.7    1.7    4.0    6.6    9.7
25    4.59    4.6    4.3    4.5    5.4    7.5    9.9
26    5.41    5.8    5.5    5.1    5.8    8.3   10.0
27    5.60    5.0    4.5    4.5    5.1    9.1   11.0
28    3.91    6.0    5.8    6.0    6.1    8.9   10.9
29    2.98    1.9    1.1    2.0    0.3    6.6    9.8
30    3.10    1.6    1.0    1.0    1.4    6.6    0.9

188

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

5
6
7
8
9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
21
22
23
24
25
26
27
28
29
80
31

st. 6

1 1 . 3
1 0 . 5
1 0 . 3
1 1 . 5
1 1 . 6
1 2 . 5
1 2 . 7
1 2 . 2
1 1 . 6
1 1 . 2
1 1 . 3
9 . 8
1 1 . 3
1 1 . 5
1 0 . 8
1 0 . 3
1 0 . 8
1 2 . 0
12.5
1 0 . 3
1 2 . 5
1 2 . 3
1 2 . 3
1 2 . 0
1 2 . 1
1 3 . 2
1 4 . 0
12.6
13.3
1 1 . 8

自然保臣センター野外施設 水 温測定結果 1993.1
気 温   st. l  st. 2  st. 3  st. 4  st. 5  st. 6
2 . 7 1
3.86
5.22
5.60   2.7    2.0    1.9    1.9    8.2   10.9
3.63    3.6    3.0    4.0    3.7    7.8   10.6
2.00    1.1    0.7    0.9    0。9    6.0    9.2
3.95   4.1    3.4    4.5    3.7    6.5    8.9
8 . 1 9   5 . 8   5 . 5   5 . 5   5 . 6   8 . 8  1 1 . 5

5 . 0   4 . 8   4 . 9   4 . 8   8 . 3  1 0 . 7
5 . 0   4 . 6   4 . 5   4 . 4   8 . 2   1 0 . 8
5 . 6   5。3   5 . 9   5 . 6   8 . 6  1 0 . 9

自然保産センター野外施設
日 気 温  s t , l  s t . 2
1    2.36    2.0    1.4
2   1 . 1 1   0 . 7   0 , 4
3    2.26    0.6    0.6
4    4.87    1.4    1.0
5    2.74    2.7    2.1
6    9.60    1.7    1.1
7   15.22    9.0    9.5
8   4 . 2 1   4 . 8   4 . 8
9    1.75    3.4    3.3
10    2.63    1.6    1.1
11    1.86    2.4    1.7
12    2.95    1.9    1,4
13    5.10    1.9    1.6
14    4.99    2.7    2.4
1 5   1 . 6 9   2 . 1   2 . 0
1 6   6 . 6 1   1 . 9   1 , 9
17    7.99    6.4    6.4
18    7.70    4.4    4.3
19    5.74    5.4    5.4
20    3.33    2.0    1.9
21    3.97   4.9    0.5
22   10.10    7.8    7.6
23    6.70    8.6    8.8
24    3.16    2.3    1.7
25    3.07    1.4    1.0
26    3.68    1.9    2.0
2 7   6 . 6 1   3 . 6   3 .イ
28    6.98    6.3    6.3

水温刃定結果 1993.2
st.3 st.4 st,5 st.6

1.3  1.3  7.1 10.2
1.3  1.3  5.4  9.1
0 . 6   0 . 4   5 . 4   9 . 3
2 . 1   0 . 7   6 . 9  1 0 . 7
4 . 3   2 . 0   7 . 4   1 0 . 3
3 . 7   2 . 3   7 . 0   1 0 . 6
8 . 7   8 . 3  1 1 . 2  1 3 . 2
7 . 6   4 . 1   8 . 2  1 1 . 1
6 . 3   3 . 9   7 . 6   1 0 . 2
1 . 1   1 . 1   6 . 5  1 0 . 1
1 . 1   1 . 1   7 . 1  1 0 , 0
2 . 0   1 . 1   7 . 3  1 0 . 6
4 . 5   3 . 1   6 . 8   1 0 . 2
4 . 9   3 . 3   7 . 6   1 0 . 8
2 . 7   2 . 4   7 . 1  1 0 . 1
1 . 4   1 . 1   7 . 3  1 0 , 7
6 . 5   6 . 9   8 . 1   9 . 8
6 . 4   5 . 5   9 . 0  1 1 . 7
7 . 3   5 . 6   8 . 8   1 1 . 3
1 . 7   2 . 1   6 . 9  1 0 . 1
5 . 8   5 . 1   8 . 0  1 0 . 3
7 . 0   6 . 9   9 . 5  1 1 . 2
9 . 0   8 . 8   9 . 8  1 1 . 5
2 . 7   1 . 3   7 . 6  1 0 ` 7
1 . 1   1 . 1   6 . 9  1 0 . 1
1 . 9   1 . 4   7 . 4  1 0 . 3
6 . 3   4 . 5   8 . 1   1 0 . 9
6 . 5   5 . 9   8 . 0  1 0 . 1

封卜天可  4.U5    3.4Z   3.42   4.14   3.31   7.36  10.54

自然保菫センター野外施般
気 温  s t . l  s t . 2
5 . 7 9   5 . 4   6 . 8
2.40   3.3    3,3
3.03    1.9    1.6
6.08    5.8    5.5
6.66   4.0    4.2
8.68    6.0    7.0
10.26    8.4    9.2
5.46    7.0    8.2
4 . 1 1   4 . 2   5 . 7
4.30   9.5   10.8
5 . 3 6   5 . 3   5 . 5
2 . 7 6   5 . 8   6 . 0
3 . 7 0   3 . 0   3 . 2
5.30   3.2    4.5
3.64    6.9    7.3
4.00    5.8    5.7
4.24   4.6    5.2
5。9 1   5 . 2   7 . 3
5 . 1 0   5 , 9   7 . 5
3 . 2 0   6 . 3   7 . 0
5 . 1 7   4 . 9   5 . 1
6.96    7.8   10.8
8.94    7.8    0.5
9.06    8.1    8,8
10.01    9.6   10.1
10.67   11.5   13.0
10.86   10.7   12.8
8.59   10.4   11.3
7.06   10.3   11.5
5.29   6.3    8.5

水温測定結果 1993.3
st.3 st.4 st.5

5.8  4.6  8.7
4.9  3.1  7.3
5.4  4.5  7.1
7.2  5.0  8.2
7.5  4.6  8.2
7.0  6.3 10.6
10.2  9.5 11.0
10.2    7.6   10.0
8 . 8   5 . 0   8 . 6
9 . 0   9 . 4   9 . 8
6 . 0   5 . 7   9 . 0
6 . 5   6 . 0   7 . 5
6 . 2   3 . 0   8 . 0
6 . 6   3 . 9   8 , 1
7 . 8   7 . 0   8 . 5
5 . 3   6 . 2   7 . 9
4 . 7   3 . 8   8 . 0
7 . 4   5 . 0   8 . 8
9 , 2   6 . 8   9 . 6
7 . 0   6 . 0   8 . 0
6 . 1   6 . 5  1 2 . 2
9 . 8   7 . 8   9 . 8
9 . 9   7 . 5  1 0 . 0
9 . 5   9 . 0  1 0 . 3
10.5   10.0   10.5
1 1 . 3   1 1 . 3   1 2 . 0
12.3   11.3   12.7
12.3   10.9   11.0
9 . 8   8 . 9  1 1 . 0
7 . 5   5 . 0   9 . 0

自然保とセンター野外施設
日 気 温  s t . l  s t . 2
1   12.28   12.8   14.2
2   11.02   12.5   14.2
3  1 2 . 1 5
4   14`60
5  7 . 4 1
6    6.27    7.4    7,7
7    9.19    9.2   10.8
8    6.73    8.6   10.5
9    5.82    7.2    8.5
10    6.45    8.8   11.5
11    6.09
12    8.40    9.8   12.6
13    7.38   10.0   11.2
1 4   8 . 1 1   8 . 5  1 1 . 0
15   12.04
16   12.39
17   11.83   10.6   11.8
18   16.32   11.7   14.8
1 9  1 2 . 4 1
20    9.76
21    9,00    9.6   10.1
22   12.18   11.6   12.6
23   16.27   12.2   13.1
24   18.49
25   19.75
26   11.25   11.1   13.0
27   18.23   15.1   17.7
28   12.19   13.1   15.6
29    8.10   10.9   11.3
30    8。46   11.2   11,7

水週測定結果 1993.4
st. 3  st. 4  st. 5

13.2   12.7   14.1
14.5   11.8   12.7

1 1 . 0   7 . 8  1 0 . 3  1 1 . 8
11.6   9.2   12.0   13.9
12.0    8.2   12.0   13.0
10.9   6.6   11.0   13.4
1 1 . 5  1 1 . 5  1 1 . 0  1 3 . 0

12,2   9.3  11.2  13.5
12.3   11.0   10.9   12.2
13.0    9.0   11.8   13.8

10.0   10.5   12.0
12.0   11.8   12.9
12.4   12.6   13.5

12.2   12.7   13.6
13.6   14.8   14.9
14.2   13.4   14.8
10.9   10.7   12.0
10.5   11.0   12.3

0

表 7

引F翼1 11.02   10.60  12.20  12.81  10.73  12.00  13.40



自然保芭センター野外施設 水 温測定結果 1993.5
日  気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t . 4  s t . 5  s t . 6
1    8.69   10.0   10.2   10.2   10.1   10.8   12.1
2    7.56    9.1    9.5   10`6    9。1   10.2   11.8
3   12.94
4   12.32
5   13.04   13.0   17.4   17.1   13.7   13.3   13.8
6   14.92   14.2   18,1   17.9   14.7   14.1   14.2
7   16.53   14 1   14.2   14.7   17.9   18.1   14.2
8  1 4 . 3 7
9   15.23
10   13.73   14.4   15,4   16.7   15。1   13.1   13.8
11   16.64   16.3   20.0   18.7   14.6   14.3   14.6
12   16.67   14.4   16.1   18.0   16.0   13.3   13.8
13   23.66
14   13.29   15.0   17.0   18.0   17.0   14.5   15.0
15   11.71   14.8   17.8   17.4   10.9   12.6   13.3
16   13.88   13.4   17.4   17.3   12.5   13.1   13.4
17   14.24
18   15ち27   15.8   16.0   17.0   15.0   14,2   14,7
19   16.80   13.4   14.5   14.3   13.2   17.4   15.5
20   16.68   14,4   14.5   16.0   14.2   18.3   15.8
21   15.76   14.8   18,1   18.4   13.8   13.8   14.5
22   14.92
23   17.52   14.7   18 0   18.0   14.0   14.0   14,9
24   16.62   16.2   17.4   18.8   14.0   14.1   14.3
25   18.23
26   17.34   15.5   18.0   20.8   17.2   15.3   14.8
27   16.90   15.0   18`6   19.9   14.5   14.4   14.5
28   18.56   15.0   17.8   20.4   14.8   14.6   14.7
29   18.22   15,6   17.0   21.0   15.0   15。2   15.3
80   16.67   17.1   18.4   20.5   17.5   14.9   14.8

自然保度センター野外施設 水 温測定結果 1993.7
日 気 温  s t . l  s t . 2  s t , 3  s t . 4  s t . 5  s t 6
1   16.86   17.5   18.5   18.5   18.0   15.4   15.0
2   16.99   17.6   18。1   18.3   17.8   15.1   14.7
3   20.18
4   19.97
5   18.07
6   19.07   17.5   19.5   19.5   17.5   16.0   15.5
7   17.39   17.8   19.6   19`4   18,1   15.5   15.0
8   18.81   17.7   19.3   18ム7   18.0   15.6   15.0
9   20.00
10   19.02   18.4   20,9   20.4   19.4   15.7   15.2
11   20.02   18.2   20.9   20.7   19.4   15.9   15.3
12   20.64
13   22.12   18.3   20,9   20.8   19.5   15.9   15.4
14   23.57   19`8   22.0   21.7   20.4   17.2   16.6
15   23.38   22.0   24.2   23.5   21.4   17.7   16.5
16   20.09   19.9   22.1   23.4   21.4   16.9   15,7
17   19.75
18   17.74
19   18.55   18.5   20.4   21.2   19.6   16.5   15.5
20   16.89   18.0   19`2   19`9   19.2   16.3   15,4
21   17.30   17,7   19.3   19.3   18.6   16.2   15,5
22   19.84
23   19.29   17.9   19,6   19.9   19.0   16.3   15,7
24   18.20   18.1   20.2   20.7   19.7   16.6   15.6
25   20.88
26   21.69
27   24.66   19.4   23.9   22.1   20,3   17.2   16.1
28   24.68   22.8   27.7   27.0   24.0   18.2   16.6
29   21.92   20.1   24.9   25.0   20.8   17.7   16.4
30   25.47   19.4   23.4   25.0   21.6   17.0   16.0
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水温測定結果 1993.6
st`3 St,4 st.5 st.6

18.1   17.2   15.6   15.1
21.1   18.0   15.1   15.2
19.5   17.5   15.4   15.0
21.5   16.3   15.5   15,5

19,4    7.4   14.8   14.7
18,7   17.1   14.7  14.7
19.2   18.7   15.3   15.1
18.0   16.4   14.8   15.0

自然保臣センター野外施股
日 気 温  s t . l  s t . 2
1  1 9 . 1 7  1 7 . 0  1 8 . 7
2   17.21   17.2   18.5
3   18.39   17.1   17.9
4   18.49   19.2   22.5
5   17.58
6   16.08   16.7   17.7
7   15.88   16.1   17.2
8   17.66   17.2   18,8
9   15.02   16.1   16.8
10   17.70
11  17.81   17.0  17.6
12   18.11   18.1   20.0
13   18.79   18.1   19.6
14   20.22
15   22.58   21.2   24 0
16   24`65
17   23.85   20.6   24.8
18   21.49   19.7   24.2
19   19.65
20   21.93
21   20.45   20.6   23.0
22   20.25   21.2   22.3
23   17.85   18.8   19.7
24   19.59
25   20.30   21.1   22.7
26   19.84
27   22.02   20.1   21.1
28   21,19
29   18.57   19.4   20.7
30   17.73   19.5   18.6

22.6   19ち1   17.0   16.2

25.1   21`9   17.6   16.4
25.0   22.3   17.2   16.2

21.4   17.2   16.2
22.1   17.0   16.2
19.8   17.0   16.2

22.3   20。1   15.8   16.7

20,8   18.9   16.7   17.3

21.4   20.4   16.6   15.6
20.0   19.1   15.8   15.2

剰「民1 19.34   18.67  20.32  20,98  18.50  15.23  15.64

自然保芭センター野外施段 水 温測定結果 1993.8
夕R tt   st. l  st. 2  st. 3  st. 4  st. 5  st. 6
25.06
20.12   18.7
16.96   18.0
18.41   17.6
18.80
17.40   17.5
17.25   17.6

1 7 . 5

1 7 . 5
20.4
1 9 . 4
20,4

19.8   19,9   19.1   16.2   15.3
23.6   21.2   20.1   18.0   17.3
23.3   22,7   18.8   17.1   16.2
24.7   24,2   19.6   17.4   16.4

22.2   20.7   17.6   16.1
20.7   20.0   16.8   15.9

23.3   21`4
25.3   21.4

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
10
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

23.3   20.5   16.9
20.1   19.4   16.8
19.4   18`8   16.4

2 0 , 1  1 9 . 3  1 9 ` 0  1 6 . 2
20.0   20.0   19.1   16.4
19,9   20.0   19.1   16.3

1 6 . 0
1 6 . 0
1 5 , 7

1 5 . 5
1 5 . 7
1 5 . 5

1 9 . 9
1 9 . 2

27.42
24.79
24.85   20.8   24.0   23.7   21.7   18.5   16.8
23.82   21.5   24.3   26,0   22.6   18.7   16.9
22.59   21.0   24.1   25.8   22.6   18.6   16。7
25.05   19.4   21.4   21.1   19.1   17.6   16。4
23.46
22.87   20.7   24.5   24.3   21.0   17.8   16.6

封降栞可 Zじ.10   18.83  21.23  21.25  19.69  16.45  15.64
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日

1

2

3

4

5

6

7

自然保とセンター野外施設 水 温測定結果 1993.9

気 温   st. l  st, 2  st. 3  st。 4  st. 5  st.6
23.81   19.9   25.4   24.3   21.3   18 0   16.8
22.69
20.47
23.24
23.53
2 1 . 1 9
19.44
18.77

自然保産センター野外海設 水 込測定結果 1993.10
日  気 温  s t . l  s t . 2  s t . 3  s t , 4  s t . 5
1   18.01   18.6   19.7   19.7   18.9   16.7
2   17.65   16.0   16。4   17.4   16.5   15.9
3   15,07   15.3   15.6   16.5   10.0   17.3
4   16.14
5   16.65   16.4   17.2   16.7
6   14.27   14.8   14.6   15.1
7   14.41   14.6   14.4   14.5
8   15,96
9   16.72   14.5   14.2   14.2
10   17.42
11   16.86   15.9   17.9   16.5
12   15.94   15.6   16.0   16.9
13   16.34   16.1   17.8   16.7
14   13.22
15   14.04   14.9   15.1   14.6
16   13.36   14.7   14.8   15.4
17   15.05   14.8   14.8   14.6
18   16.29
19   14.31
20   13.63   14.8   14.3   12.5
21   14.17   14.5   14.4   13.7
22   14.44   13.2   13.4   14.0
23   14.43   14.1   14.8   14.8
24   10.69
25   11.68   11.1   11.3    9.7    9.5   13.0   14.3
26   11.24   10.6   10.5   11.5    9.0   12.6   14.0
27   11.55   11.0   10.5   11.8    9.6   12.5   13.9
28   10.00    9.9   10.9   10.6    8.6   11.8   13.5
29   12.04    9.5    7.8    7.5    8.0   11.6   13.3
30   16.37   13.6   13.8   12.9   12.9   14,0   14.3
31   16.08   14.0   14.0   14.5   13.6   14.8   15.5
平均 14.65 14.10 13.68 14.26 13.75 14.58 14.75
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1 7 . 4
1 7 . 1

1 6 . 3
1 7 . 5

1 6 . 2
1 7 . 7
1 6 . 4

21 45
20.28
2 1 5 9
21.40
25.76
22.34
20.68
17.89
15.00
16.62
19.43
20.09
18,96
17.67
1 7 . 2 1
18.36
21`75

1 9 , 1  2 1 . 4  2 1 . 7
20.3   21.4   21.3
19.7   20.7   20。7

1 9 . 3  2 1 . 4  2 1 . 3
19。2   20 8   21.0

1 9 . 2  2 1 . 5  2 1 . 5
20.8   23.4   22.7
19.9   22.0   22.7

16.8  17.2  16 6
16.8  17.4  16.9

15,8   15,3   15.3
15.3   15。1   14.9
17.0   18.3  19.0
17.7   18.6  19.7

20.7   17.3
19.9   19.2
20.2   18.1

19.5   18.2
18.5   17.9

16.1   15.7   15.3
16.8   16.0   15.7
15.6   14.8   14.8

15.5   14.5   14.7

15.0   15.8   15.7
14.7   15.0   14.8
14,4   15.7   15.4

1 8 . 2  1 7 . 3
19.8   18.7
1 9 . 7  1 7 . 6

16.9   16.0
17.1   16.4

18.6   16.5
18.2   15.5
16.4   16.1
17.2   17.4

1 6 . 2
1 5。6
1 5 . 4
1 6 . 6

自然保産センター野外出段
日 気 温  s t . l  s t . 2
1   19.00   11.7    9.3
2   15.00   10.8    9.5
3   16.00    9.9    7.0
4   12.00
5   11.00
6    5.00    8.7    6.5
7    5.00    6.9    3.6
8    6.00    7.9    4.8
9    9.00
10   12.00
11    8.00    8.2    5.4
1 2       9 . 0   8 . 0
13   10.00
14    6.00    8.3    5.1
15    2.50    5.1    7.5
16    9.00    5.1    2.1
17    8.00    4.9    2.9
1 8  5 . 0 0
19    2.00
20    7.00    5.9    3.7
21    9.00    7.6    6.8
22    8.50    4.6    3.1
23    5.00
24    4.00    3.1    1.1
25    9.50    4.6    3.1
26    9.00    4.3    1.4
27   12.00
28   13.00    4.3    3.1
29
80   10.00    5,0    3.0

水温測定結果 1993.12
st.3 st.4 st.5 st.6

9.1    9.3   12.7   13.8
9.9    9.9   12.0   13.3
9 . 3   8 . 8   1 1 . 8   1 3 . 3

14.3   14.2   13.6
15.0   15.0   14.6
12.5   14.7   14.4
12.5   14.5   14.8

6 . 9   7 . 1  1 0 . 1  1 1 . 7
4 . 6   5 . 0   9 . 1  1 1 . 1
4 . 1   4 . 8   9 . 9   1 1 . 8

4 . 8   5 . 8  1 0 . 2  1 1 . 7
6 . 4   5 . 6   9 . 1  1 1 . 0
4 . 4   4 . 4   7 . 6  1 0 . 3
4 . 5   3 . 4   7 . 5   1 0 . 0

4 . 0

3 . 0

司Z買1 20.38   18.49  19.96  19.96  18.95  17.44  16.65

自然保直センター野外施設 水 温測定結果 1993.11
日 気 温  s t . l  s t , 2  s t . 3  s t。4  s t . 5  s t . 6
1   9 . 8 6
2   11.09   10.2    8.1    8.3
3   12.03   12.5   12.8   12.5
4   11.30   11.2    8`2   11.3
5   12.56   10.8    7.9   11.3
6   13,40
7   14.45
8    9.60   12.0   11.9   12.6
9   11.08   11.2    9。3   11`7
10   10.35
11   10.43
12   13.26   12.4   12.2   11.8
13   14.61   13.4   13.8   13.2
14   17.76   15.1   15.0   14.6
15   14.83
16   13.10   13.6   16.4   12.6
17   12.38   12.4   10.7   12.6
18   13.09   12.7   12.1   12.8
19   13.91   12.4   10.1   12.4
20   10.28
21   14.35
22   11.19   12.6   13.6   13.1
23    9.80   10.1    8.9   11.3
24    6 74    8`7    6.0    9.3
25    4.81    5.9    3.9    4.1
26    6,72    6.3    4.3    6.3
27    7.90    9.5    7.9    7.5
28    8.01    9.0    4.6    7.0
29    5.87
30    8.00    9.0    4.9    5。1

8.7   12.2   13.6
11.1   13.2   14.0
9.0   12.3   13.8
8 . 8  1 2 . 8  1 4 . 0

12.3   13.2
12.1   13.5

12.5  13.2
14.0   14.5
15。9   15.3

1 1 . 6  1 4 . 0  1 4 . 2
10.2   13.4   14.4
11.2   13.4   14.0
10.8   13.4   14.4

12.2   13.4   13.9
8.9   12.0   13.3
6 . 6  1 1 . 0  1 2 . 8
4 . 0   9 . 5  1 1 . 5
4 . 3   9 . 8  1 1 . 9
8 . 1  1 1 . 2  1 3 . 1
7 . 4  1 1 . 0  1 2 . 6

6.5   10.7   12.5

Jと東ョ 11,o9   11.00   9.65  10.54   9.56  12.39  13.51
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